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いとう・めぐみ　同校に赴任して５年目。ＭＡＰ担当。地理歴史・公民科（地理）。

宮城県・私立仙台育英学園高校　1905（明治 38）年設立／全日制・通信制／普通科／共学／１学
年約 1,000 人（全日制）／ 2024 年度卒業生進路実績（全日制）　国公立大は、東北大、お茶の水女
子大、東京大、国際教養大などに 80 人が合格。私立大は、上智大、早稲田大などに延べ 810 人が合格。

　医療系学部志望者への支援を拡充するため、４年前に特別進学コースに新設さ
れた２・３年次の選抜クラス、通称Ｍ

マ ッ プ

ＡＰ（Medical Academic Programme）。教科
指導や東北大学との高大連携などとともに、総合型選抜を見据えた、チーム医療や
地域医療などを題材とするワークショップにも力を入れている。「話し合うことで
社会への視野が広がり、協働性や思考力などが培われます。それらは社会で必要と
される力であり、だからこそ入試でも求められているという理解で、育成すること
を目指しています」と、2024 年度までＭＡＰ主任を務めていた伊藤先生は語る。
　ＭＡＰに所属したばかりの２年生が２回目のワークショップで、「医療従事者に
必要な力とは何か」を考えた。「学ぶ力」「責任感」「想像力」「思いやり」など、自
分の考えを付せん紙に書き、対話をしながら重要度の高い順に整理した。生徒は、

「挙げられた力は医療系に限らず、どんな仕事でも必要だと思った」「みんなで議
論すると、自分にはない考えが出てきて面白かった」などと振り返り、「これか
らのワークショップも楽しみ」と口をそろえた。「多様な意見に触れて、自分と
とことん向き合って志を育み、納得がいく進路を選んでほしい」と伊藤先生。同
じ目標を持つ仲間と力を合わせ、ともに成長する生徒にこれからも伴走していく。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

仲間とともに志を育もう
宮城県・私立仙台育英学園高校　伊藤 恵先生
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代半ば、３年生の担任として生徒Ａさんの家庭を訪問

しました。家の中の様子からは生活に問題があるとは

思いませんでしたが、Ａさんの母親が少し疲れた様子だったの

が気になりました。しかし、当時の勤務校では、保護者の就労

状況など、生徒本人の適性や能力に直接関係しない情報は収集

しない方針だったため、私は何か引っかかるものを感じながら

も保護者の仕事や家計などに立ち入ることはしませんでした。

　大学入試センター試験（当時）の自己採点の結果、Ａさんは

第１志望の大学・学部ではなく、第２志望を受験し、合格しま

した。３月末に行われた離任式の日、近況報告のために職員室

を訪れた卒業生たちの中にＡさんの姿もありました。「下宿先

は決まった？」。何気なく尋ねた私に、Ａさんは申し訳なさそ

うに言いました。「入学手続きは、しませんでした」。想定外の

返事に驚いた私が「どうして？」と聞くと、Ａさんは「家にお

金がありません。１年間浪人して、自分で進学費用をためるよ

う、母から言われました」と答えました。その言葉を聞いて私

は、家庭訪問の時の違和感に向き合わなかったことを心底後悔

しました。その時点で私にできたことは、Ａさんが短期間で大

学の入学金と前期授業料に相当する金額を貯蓄できるよう、寮

が完備された求人をＡさんと一緒に探すことくらいでした。

標の金額をためたＡさんが数か月後に地元に戻ると、

私は管理職に相談し、進路指導室に隣接する部屋をＡ

さんの自習室として確保しました。同僚たちもＡさんを気にか

け、学習に関する質問に答えるなどしてＡさんの受験勉強を支

えました。そして３月末、Ａさんは私に受験の結果を報告しに

来ました。「先生、合格しました。去年と同じ大学・学部です」。

１年間でＡさんの学力を伸ばし切ることができなかったことが

申し訳なく、「おめでとう」の後に私の口から出た言葉は「ご

めんね」でした。

　もしも私が家庭訪問の時の違和感を放置せず、管理職に相談

したり、進学に関して不安なことがないかＡさんから丁寧に聞

き取っていたりしていたならば、Ａさんの人生は変わっていた

かもしれません。教師として経験を積み、現役合格を実現する

ための進学指導はある程度できていたのかもしれないけれど

も、それぞれの事情を抱えながら進路を切り拓こうとする生徒

を支援する進路指導は当時の私にはできていませんでした。教

師としての未熟さを思い知らされた、忘れられない出来事です。

生徒の家庭の問題を教師はどのように把握し、それにど
うかかわればよいのか。栁井先生が、自身のその後の進
路指導の変化と、校長になった今の思いを語ったウェブ
オリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article32485/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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やない・けんじ ● 同校に赴任して１年目。校長。
  「その時に分かりやすいこと」よりも

「時間が経っても心に残る学びや姿勢」を
大切に、生徒の人生に深くかかわる

日 を々歩んできた。

宮崎県立延岡星雲高校

栁井健二

先生なら、
どうしますか？
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発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践24

  化学　
  茨城県・私立土浦日本大学高校　星野恵美子
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

ブラッシュアップ　授業実践28

  英語
  愛知県・私立名古屋経済大学市

いちむら
邨中学校・高校

  三原美樹
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

「やらされ探究」から「マイ探究」へ！32

  島根県立隠
お き

岐島
どうぜん

前高校
	 	 探究学習の個別化と伴走体制の見直し　
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

事例で深める！　学習評価34

  石川県立金沢辰
たつみがおか

巳丘高校
	 	 「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法　
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

指導変革の軌跡36

  埼玉県立所沢北高校
	 	 指導の全校体制化
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

大学入試トレンド解説40

  2025年度大学入試結果の概況と
  26年度大学入試に向けた指導のポイント
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

Reader’s VIEW52
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どうすれば
知識は生きて働くのか？
その鍵を握る「中核的な概念」 

先生なら、どうしますか？ 巻頭

家庭訪問の時の違和感を放置した私に、卒業直前の生徒が言った
「入学手続きは、しませんでした」

宮崎県立延岡星雲高校　栁井健二

	 4	 課題整理	 「中核的な概念」の理解を深める授業で、知識を「生きて働く」ものに
    京都大学大学院　教育学研究科　准教授　石井英

てるまさ

真	×	 編集部　統括責任者　柏木崇
	 8	 実践事例 1	 国語　青森県立青森中央高校　笠井敦司
	 12	 実践事例 2	 地理　兵庫県・神戸大学附属中等教育学校　高木　優

すぐる

	 16	 実践事例 3	 化学　北海道札幌北陵高校　佐藤友介
 20	 Commentary	 学習指導要領の次期改訂の方向性を理解するポイント
    京都大学大学院　教育学研究科　准教授　石井英真
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　インターネットの普及や生成ＡＩの急速な発展を受け、「もはや知識の習得は必要ないのではないか」
といった声も聞こえる中、学校現場の教師は知識の習得を最も重視しています（図１）。現行の学習
指導要領においても、学校教育を通して育成を目指す資質・能力の１つの柱として「知識及び技能」
が位置づけられている通り、知識の習得の重要性に変わりはありません。ただ、知識の理解の質に留
意することが、これまで以上に求められています。それはすなわち、個別の事実的な知識を単に覚え
るのではなく、それらが相互に関連づけられ、他の学習や生活の場面でも活用できるような確かな知
識として習得されるようにすることです。
　では、そうした「生きて働く知識」はどうすれば身につけられるのでしょうか。その鍵を握るもの
として今、注目されているのが「中核的な概念」です。そこで今号は「中核的な概念」にスポットを
あて、「どうすれば知識は生きて働くのか？」という問いについて、先生方とともに考えてまいります。

 編集部　統括責任者　柏木　崇

 P. 4	 課題整理
	 	「中核的な概念」の理解を深める授業で、知識を「生きて働く」ものに
	 	 京都大学大学院　教育学研究科　准教授　石井英

てるまさ

真
	 	 編集部　統括責任者　柏木　崇
 P. 8	 実践事例 1　国語
	 	３つの概念を身につけることを通じて、論理的に文章を読み書きする力を育む
　	 	 青森県立青森中央高校　笠井敦司
 P. 12 実践事例 2　地理
	 	考えたくなる問いを設定して、地理的に事象や課題を考える力を養う
　	 	 兵庫県・神戸大学附属中等教育学校　高木 優

すぐる

 P. 16	 実践事例 3　化学
	 	物質の現象に出合わせ、生徒が考える場面をつくり、深い理解に導く
　	 	 北海道札幌北陵高校　佐藤友介
	 P. 20	 Commentary
	 	学習指導要領の次期改訂の方向性を理解するポイント
	 	 京都大学大学院　教育学研究科　准教授　石井英真

どうすれば知識は　生きて働くのか？
その鍵を握る　　「中核的な概念」
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＊複数回答。17項目のうち、上位5つを抜粋。　※ベネッセ教育総合研究所「小中高校の学習指導に関する調査2023」を基に編集部で作成。

下線部は、編集部によるもの。

※文部科学省「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方につい
て（令和6年12月25日中央教育審議会諮問）【概要】」を基に編集部で作成。

※『VIEW next』高校版読者モニターアンケート結果より（アンケートは
2025年５月にウェブで実施。有効回答数は113）。

Q.「概念としての知識の習得」や「深い意味理解」がどのよう
なものか、明確なイメージやご自身なりの解釈がありますか。

ある 34.5%ない 65.5%

どうすれば知識は　生きて働くのか？
その鍵を握る　　「中核的な概念」

どうすれば知識は
生きて働くのか。
その実現に向けて
どのような授業が
求められるのか。
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２先生方とともに考えたい「問い」

図１ 教師が高めようとしている生徒の資質・能力

図２ 顕在化している課題（抜粋） 図３ 「中核的な概念」に対する現場の教師のイメージ

Q.あなたは、授業を通して、生徒のどのような資質・能力を高めようと考えていますか。

100806040200 （％）

基礎的・基本的な知識・技能

物事を論理的に考える力

根拠に基づいて判断する力

文章や資料の情報を的確に読み取る力

自分の考えを文章にまとめて表現する力

89.2
73.4

62.6
56.8

54.5

●❷学習指導要領の理念や趣旨の
　浸透は道半ば
習得した知識を現実の事象と関連付けて理解する
こと、概念としての知識の習得や深い意味理解を
すること、自分の考えを持ち、根拠を持って明確
に説明すること、自律的に学ぶ自信がある生徒が
少ないこと、等に依然として課題
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柏
木
　
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る

中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
、
中
教
審
）
が
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
論
点
の
１
つ
に
、「
各

教
科
等
の
中
核
的
な
概
念
等
を
中
心
と
し

た
、
目
標
・
内
容
の
一
層
分
か
り
や
す
い
構

造
化
」が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、「
中
核
的
な
概

念
」
と
は
何
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

石
井
　
単
元
な
ど
の
、
一
定
の
内
容
の
ま
と

ま
り
を
通
じ
て
理
解
し
て
ほ
し
い
主
要
な
概

念
等
を
「
中
核
的
な
概
念
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。「
中
核
的
な
概
念
」
の
下
で
個
別
の
知

識
が
統
合
、
結
集
さ
れ
る
こ
と
で
、
広
範
囲

の
出
来
事
・
現
象
の
理
解
や
予
測
に
役
立
つ

よ
う
な
一
般
化
・
転
移
が
可
能
で
、
永
続
性

の
あ
る
学
力
が
育
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
化
学

の
授
業
で
、「
木
片
は
燃
や
す
と
軽
く
な
る
」

「
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル（
鉄
）は
燃
や
す
と
重
く
な

る
」
こ
と
を
学
ん
だ
と
し
ま
す
。
こ
こ
で
重

要
な
の
は
、
木
片
と
鉄
の
ど
ち
ら
が
燃
や
す

と
重
く
な
る
か
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
い
る

か
ど
う
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
燃
焼
」の
仕

組
み
が
分
か
り
、「
酸
化
」と
い
う
、
燃
焼
よ

り
も
さ
ら
に
メ
タ
な
概
念
的
な
知
識
が
身
に

つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。
酸
化
と
い
う

中
核
的
な
概
念
は
、
燃
焼
や
錆さ

び

の
発
生
、
さ

ら
に
老
化
と
い
っ
た
現
象
を
統
合
的
に
理
解

す
る
際
に
も
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
に
、
各

単
元
に
お
い
て
、
何
が
中
核
的
な
概
念
で
あ

る
の
か
を
教
師
が
整
理
し
、
ど
ん
な
活
動
を

通
じ
て
そ
れ
を
使
い
深
め
る
の
か
を
考
え
る

こ
と
で
、
中
核
的
な
概
念
を
意
識
し
た
授
業

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
）。

　
地
理
歴
史
で
言
え
ば
、
年
号
は
個
別
の
知

識
と
し
て
覚
え
る
も
の
で
す
が
、
歴
史
の
流

れ
は
概
念
的
な
知
識
と
し
て
理
解
す
る
も
の

で
す
。
つ
ま
り
、「
知
識
」
に
は
階
層
が
あ

る
の
で
す
。
例
え
ば
、
廃
藩
置
県
や
地
租
改

正
は
個
別
の
知
識
で
す
が
、「
日
本
の
近
代

化
（
明
治
維
新
）」
は
そ
う
し
た
個
別
の
知

識
を
結
び
つ
け
る
概
念
的
な
知
識
で
あ
り
、

「
近
代
化
」
は
よ
り
メ
タ
な
中
核
的
な
概
念

で
す
。
メ
タ
で
概
括
的
な
知
識
で
あ
る
中
核

的
な
概
念
を
目
標
と
し
て
意
識
す
る
こ
と

で
、「
日
本
の
近
代
化
の
特
徴
は
何
だ
ろ
う
」

「
西
洋
の
近
代
化
と
何
が
異
な
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
、
西
洋
と
日
本
を
比
較
す
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
授
業
を
構
想
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、
生
徒
も
様
々
な
事
柄
を
つ
な
げ
て
理

解
し
、
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

柏
木
　
中
核
的
な
概
念
の
理
解
を
意
識
し
た

授
業
で
は
、
個
別
の
知
識
か
ら
概
念
的
な
知

識
へ
と
、
よ
り
メ
タ
で
大
き
な
学
習
目
標
を

設
定
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

石
井
　
こ
れ
ま
で
も
先
生
方
は
、
そ
う
し
た

授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
五
角
形
の
内
角
の

事
実
的
な
知
識
を
構
造
化
す
る

概
念
的
な
知
識
を
学
習
目
標
に

「中核的な概念」の理解を深める授業で、
知識を「生きて働く」ものに

なぜ「中核的な概念」が、今後の教育の鍵となるのか。中央教育審議会初等中等教育分科会
教育課程部会教育課程企画特別部会委員の

石井英真・京都大学大学院教育学研究科准教授に、
ＶＩＥＷ ｎｅｘｔ編集部統括責任者の柏木崇が聞いた。

課 題 整 理

 編集部 
統括責任者

柏木 崇

京都大学大学院
教育学研究科
准教授

石井英
て る ま さ

真
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和
を
求
め
る
授
業
で
は
、「
五
角
形
の
内
角

の
和
の
求
め
方
」
と
い
う
個
別
の
知
識
で

は
な
く
、「
多
角
形
の
内
角
の
和
の
求
め
方
」

と
一
般
化
し
た
目
標
を
設
定
し
ま
す
。
そ
の

よ
う
に
メ
タ
な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

生
徒
は
五
角
形
の
内
角
の
和
と
い
う
１
つ
の

個
別
の
知
識
を
学
ぶ
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
六
角
形
、
七
角
形
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
？
」
と
考
え
始
め
、「
問
い
と
答

え
の
距
離
」
が
長
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
中

核
的
な
概
念
を
教
師
が
意
識
し
て
、
問
い
や

課
題
を
設
定
す
る
こ
と
で
、生
徒
の
中
で
「
あ

れ
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」「
こ
れ
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
」
と
新
た
な
問
い
が
生
ま
れ
、

思
考
が
広
が
り
や
す
く
な
り
、
問
い
と
答
え

の
距
離
は
長
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

柏
木
　
全
国
の
先
生
方
か
ら
、「
小
テ
ス
ト

や
定
期
考
査
の
結
果
は
よ
い
け
れ
ど
も
、
模

擬
試
験
や
大
学
入
試
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い

生
徒
」
の
支
援
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
う

か
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
は
個
別
の
知

識
の
習
得
に
と
ど
ま
り
、
中
核
的
な
概
念
の

深
い
理
解
に
至
っ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
学

力
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

石
井
　
１
つ
の
事
項
を
覚
え
た
、
1
つ
の
問

題
が
解
け
た
な
ど
、
理
解
の
質
が
「
知
っ
て

い
る
・
で
き
る
」
に
と
ど
ま
り
、「
分
か
る
」

に
到
達
し
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。
教
師
か

ら
「
分
か
り
ま
し
た
か
？
」
と
問
わ
れ
、
生

徒
が
「
分
か
り
ま
し
た
」
と
答
え
た
と
し
て

も
、
そ
の
際
の
「
分
か
っ
た
」
は
浅
い
も
の

な
の
で
す
。
深
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

教
師
が
授
業
で
答
え
ま
で
の
距
離
が
長
い
、

思
考
を
触
発
す
る
問
い
を
出
し
、
生
徒
が
そ

れ
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
も
や
も
や

を
引
き
ず
っ
た
先
に
腹
落
ち
す
る
・
分
か
る

と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
実

感
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
個
別
の
知
識
だ

け
で
対
応
で
き
る
問
題
を
出
題
し
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
学
校
教
育
や

大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
学
力
観
は
確
実
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後

ま
す
ま
す
「
分
か
っ
た
」
つ
も
り
の
生
徒
は

大
学
入
試
に
太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
る
で
し

ょ
う
。
生
徒
の
進
路
実
現
と
い
う
点
に
お
い

て
も
、
中
核
的
な
概
念
を
深
め
る
授
業
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

柏
木
　
な
ぜ
、
中
核
的
な
概
念
が
学
習
指
導

要
領
の
次
期
改
訂
に
向
け
た
議
論
の
中
で
論

点
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
井
　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
な
ど
、
中
教

審
で
議
論
さ
れ
る
事
柄
は
、
学
校
現
場
の
教

師
や
児
童
・
生
徒
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に

対
応
し
よ
う
と
し
て
は
い
ま
す
。
現
行
の
学

習
指
導
要
領
が
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
課

題
を
ひ
と
言
で
表
現
す
る
と
、「
生
き
て
働

か
な
い
学
力
」
問
題
だ
っ
た
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
学
校
で
習
得
し
た
知
識
や
技
能
が

※石井准教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

見方・考え方（原理／方法論）に基づいて知識・技能を総合する
（例：原子論的見方：物質の変化にかかわる諸事象を

原子や分子〈粒子〉のモデルと関連づけて捉える）

内容知（knowing that）

事実を記憶している
（例：元素記号）

概念を理解している
（例：化学変化）

事実を記憶している
（例：化学式）

方法知（knowing how）

技能（個別的スキル）を実行できる
（例：ガスバーナーの使い方）

方略（複合的プロセス）を適用できる
（例：実験の計画・実行）

技能（個別的スキル）を実行できる
（例：実験ノートのまとめ方）

個別の内容知（知識・技能）
が統合・結集され、中核的な
概念へと至る。

個別の方法知等が統合・結集
され、中核的な方略（思考力・
判断力・表現力等）へと至る

学
習
指
導
要
領
の
理
念
を

熟
成
さ
せ
る
「
中
核
的
な
概
念
」

いしい・てるまさ　専門は教育方法学。育成を
目指す資質・能力を構造化・モデル化し、それ
らを実現するためのカリキュラム、授業、評価、
教師教育について総合的に研究。『中学校・高
等学校 授業が変わる学習評価深化論』（図書文
化）、『高等学校 真正 ( ほんもの ) の学び、授業
の深み』（学事出版）など、学校現場の課題と
実践に向き合う著書・編著書、多数。

図１ 「知の構造」による授業の構造化

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」
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実
生
活
・
実
社
会
で
活
用
で
き
る
も
の
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
学
校
で
の
学
び
と

社
会
の
接
続
が
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
が

対
応
し
よ
う
と
し
た
課
題
で
し
た
。 

　
ち
な
み
に
、
２
０
２
１
年
１
月
の
中
教
審

の
答
申
で
示
さ
れ
た
「
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
」
が
対
応
す
る
課
題
は
、
ひ
と
言
で
表

現
す
る
と
、「
学
校
で
の
生
き
づ
ら
さ
」
問

題
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
不
登
校
児
童

生
徒
の
増
加
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今

の
学
校
が
子
ど
も
た
ち
の
多
様
性
を
包
摂
で

き
て
い
な
い
こ
と
に
目
を
向
け
た
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
、
今
後
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
て
対
応
す
べ
き
課

題
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
理
念
の
浸

透
、
そ
の
趣
旨
の
再
確
認
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
き
て
働
く
学
力
を
育
む
た
め
、
学
習

指
導
要
領
の
理
念
を
「
熟
成
」
さ
せ
る
こ
と

に
は
、
個
別
の
知
識
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
問
う
の
で
は
な
く
、
各
教
科
・
科
目
で

学
ぶ
様
々
な
知
識
の
幹
と
な
る
部
分
、
つ
ま

り
中
核
的
な
概
念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
問
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
生
き
て
働
く
学
力
を
育

む
た
め
に
は
、
個
別
の
知
識
の
習
得
に
と
ど

ま
ら
ず
、
概
念
と
し
て
の
知
識
の
習
得
や
深

い
意
味
理
解
を
促
す
授
業
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
の
で
す
。

柏
木
　
石
井
先
生
は
、
教
科
の
学
力
の
質
を
、

「
知
っ
て
い
る
・
で
き
る
」「
分
か
る
」「
使

え
る
」
の
3
層
構
造
（
図
２
）
と
し
て
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
個
別
の
知
識
を
問
う
授
業
か

ら
中
核
的
な
概
念
の
理
解
を
深
め
る
授
業
へ

と
転
換
す
る
こ
と
で
、「
知
っ
て
い
る
・
で

き
る
」
ば
か
り
を
求
め
る
授
業
か
ら
「
分
か

る
」
や
「
使
え
る
」
ま
で
を
求
め
る
授
業
に

な
り
、
お
の
ず
と
問
い
と
答
え
の
距
離
が
長

く
な
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。

石
井
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。「
知
っ
て

い
る
・
で
き
る
」
か
ど
う
か
を
問
う
の
で
あ

れ
ば
、
短
時
間
で
そ
の
確
認
は
終
わ
り
ま
す

が
、「
分
か
る
」
か
ど
う
か
を
問
う
の
で
あ

れ
ば
、
生
徒
に
よ
る
説
明
と
い
っ
た
プ
ロ
セ

ス
が
必
要
と
な
る
た
め
、
問
い
と
答
え
の
距

離
が
長
く
な
り
ま
す
。
中
核
的
な
概
念
は
、

習
得
し
た
知
識
を
「
分
か
る
」「
使
え
る
」

も
の
に
す
る
た
め
に
必
要
な
の
で
す
。

柏
木
　
中
核
的
な
概
念
の
理
解
を
深
め
る
授

業
で
は
、
個
別
の
知
識
は
そ
れ
単
独
で
は
な

く
、
既
習
の
知
識
な
ど
と
関
連
づ
け
て
、
生

き
て
働
く
形
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
ね
。
各
単
元
・
授
業
の
あ
り
方
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

石
井
　
学
校
現
場
で
は
、
学
習
内
容
が
質
・

量
と
も
に
過
剰
・
過
密
で
、
教
師
、
生
徒
に

と
っ
て
負
担
と
な
っ
て
い
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
例
が
、
厚
く
な
っ
た
教
科
書

で
す
。
教
え
る
べ
き
内
容
自
体
は
実
は
そ
れ

ほ
ど
増
え
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
科
書
の
ペ
ー
ジ
数
が
増
え
て
い
る
の
は
、

「
○
○
な
学
び
」
が
実
体
化
さ
れ
、
教
科
の

内
容
と
実
生
活
の
結
び
つ
き
に
関
す
る
記
述

や
、
言
語
活
動
や
振
り
返
り
の
活
動
な
ど
に

関
す
る
記
述
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ

う
し
た
教
科
書
の
記
述
に
従
っ
て
、
内
容
や

活
動
を
網
羅
的
に
扱
お
う
と
す
れ
ば
、
1
コ

マ
の
授
業
に
あ
れ
こ
れ
と
盛
り
込
み
過
ぎ
て

し
ま
い
、
教
師
も
生
徒
も
疲
弊
し
て
し
ま
い

ま
す
し
、
生
き
て
働
く
学
力
を
育
成
す
る
こ

と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
各
教
科
等
の
内
容

を
重
点
化
、
構
造
化
し
た
授
業
を
行
い
、
網

羅
的
な
学
習
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
、
各

教
科
等
で
学
ぶ
様
々
な
知
識
の
幹
と
な
る
中

核
的
な
概
念
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

が
次
期
改
訂
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
個
別
最
適
な

学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
充
実
も
踏

ま
え
つ
つ
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

を
実
現
し
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め

に
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
取
り
組
む
の

で
す
。
そ
の
議
論
の
過
程
で
示
さ
れ
た
「
中

核
的
な
概
念
」
は
、
生
き
て
働
く
学
力
の
育

成
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。

柏
木
　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
熟

成
さ
せ
、
生
き
て
働
く
学
力
の
育
成
を
進

め
て
い
こ
う
と
す
る
時
、「
中
核
的
な
概
念
」

が
そ
の
実
現
の
鍵
を
握
る
わ
け
で
す
ね
。
で

は
、
中
核
的
な
概
念
を
重
視
し
た
学
習
で
は
、

生
き
て
働
く
学
力
は
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

石
井
　
生
き
て
働
く
学
力
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
前
述
の
通
り
、
問
い
と
答
え
の
距
離

を
長
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
問
い
と
答

え
の
距
離
が
短
い
一
問
一
答
の
よ
う
な
学
び

で
は
、
思
考
す
る
時
間
や
必
然
性
が
生
ま
れ

な
い
か
ら
で
す
。
答
え
ま
で
の
距
離
の
長
い

大
き
な
問
い
は
、
生
徒
に
思
考
す
る
こ
と
を

要
求
し
ま
す
し
、
そ
こ
に
他
者
が
い
れ
ば
、

支
え
合
う
な
ど
し
な
が
ら
、
分
か
ら
な
さ
を

よ
り
長
く
引
き
ず
り
、
理
解
を
深
く
し
て
い

く
こ
と
も
で
き
、
そ
の
過
程
で
表
現
力
、
さ

ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
汎

用
的
ス
キ
ル
も
発
揮
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
問
い
と
答
え
の
距
離
を
長
く
す
る
た
め

※石井准教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

「
知
っ
て
い
る
・
で
き
る
」
か
ら

「
分
か
る
」「
使
え
る
」へ

図２ 学力の３層構造

知識の
有意味な使用と創造

（使える）

知識の
意味理解と洗練
（分かる）

知識の
獲得と定着
（知っている・
できる）
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柏
木
　
中
核
的
な
概
念
の
理
解
を
深
め
る
授

業
を
実
践
す
る
際
、
単
元
や
授
業
の
冒
頭
に
、

「
こ
の
概
念
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
標
で

す
」
な
ど
と
示
す
の
が
よ
い
の
か
、
学
び
の

過
程
に
お
い
て
帰
納
的
に
中
核
的
な
概
念
が

身
に
つ
く
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
の
か
、
ど

ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

石
井
　
授
業
の
冒
頭
な
ど
で
中
核
的
な
概
念

を
教
師
の
言
葉
で
説
明
し
て
し
ま
う
と
、
生

徒
の
理
解
は
表
面
的
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ

う
し
、
そ
れ
は
本
の
目
次
の
よ
う
な
も
の
な

の
で
、
個
別
の
知
識
等
で
肉
づ
け
さ
れ
な
い

と
意
味
を
成
し
ま
せ
ん
。
私
は
、
中
核
的
な

概
念
は
問
い
と
答
え
の
距
離
が
長
い
学
び
の

過
程
で
お
の
ず
と
深
ま
り
身
に
つ
い
て
い
く

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

柏
木
　
中
核
的
な
概
念
は
評
価
の
対
象
に
す

べ
き
で
し
ょ
う
か
。

石
井
　
中
核
的
な
概
念
を
評
価
の
対
象
に
す

べ
き
か
ど
う
か
は
議
論
が
必
要
で
す
。
た
だ
、

抽
象
的
・
普
遍
的
で
あ
る
概
念
の
獲
得
と
い

う
こ
と
を
直
接
的
に
評
価
対
象
に
す
る
と
、

概
念
を
言
葉
の
よ
う
な
目
に
見
え
る
形
で
生

徒
が
理
解
し
て
い
る
か
を
検
証
し
よ
う
と
し

て
、
例
え
ば
「
○
○
と
い
う
概
念
に
つ
い
て

○
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
」
と
い
っ
た
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
概
念
を
低
次
に
位
置
す

る
知
識
と
し
て
覚
え
る
こ
と
に
な
り
、
本
末

転
倒
で
す
。
中
核
的
な
概
念
の
理
解
を
深
め

る
授
業
の
目
標
は
、
資
質
・
能
力
の
３
つ
の

柱
の
育
成
で
す
か
ら
、
評
価
の
対
象
は
３
観

点
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

柏
木
　
よ
り
メ
タ
で
高
次
な
知
識
で
あ
る
中

核
的
な
概
念
は
、
覚
え
て
、
思
い
出
し
て
、

使
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
問
題
解
決
の

場
面
で
、
身
体
の
一
部
の
よ
う
に
自
然
と
使

わ
れ
る
も
の
な
の
で
す
ね
。

石
井
　「
知
っ
て
い
る
・
で
き
る
」「
分
か

る
」「
使
え
る
」
と
い
う
３
層
で
学
力
を
捉

え
る
な
ら
ば
、
３
層
目
の
「
使
え
る
」
レ
ベ

ル
の
学
び
に
取
り
組
ん
で
い
る
時
、
知
識
が

身
体
化
さ
れ
て
い
る
か
が
試
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
知
識
が
身
体
の
一
部
に
な
っ
た
か
ど
う

か
を
見
る
た
め
に
は
、
や
は
り
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。
中
核
的

な
概
念
の
理
解
を
深
め
る
授
業
で
は
、
問
い

と
答
え
の
距
離
が
長
く
な
り
、
生
徒
は
そ
の

過
程
で
知
識
を
生
き
て
働
く
学
力
と
し
て
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
様
々

な
知
識
を
統
合
し
、
到
達
し
た
中
核
的
な
概

念
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
を
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
見
取
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
徒
が
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
自
分
は

ど
ん
な
試
行
錯
誤
を
し
た
の
か
を
振
り
返
る

こ
と
で
、
教
師
は
粘
り
強
い
取
り
組
み
を
行

お
う
と
す
る
側
面
や
自
ら
の
学
習
を
調
整
し

よ
う
と
す
る
側
面
を
見
取
る
こ
と
も
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
問
い
と
答
え
の
距
離
が
長
い
学
び
だ

か
ら
こ
そ
、
充
実
し
た
評
価
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

石
井
　
問
い
と
答
え
の
距
離
が
長
い
学
び

は
、
答
え
が
す
ぐ
に
出
な
い
分
、
生
徒
に
と

っ
て
は
し
ん
ど
い
学
び
で
も
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
学
校
で
他
者
と
学
ぶ
の
で
す
。

そ
う
し
た
学
び
を
通
じ
て
、
ほ
か
の
生
徒
か

ら
自
分
に
は
な
い
視
点
が
も
ら
え
、
も
う
少

し
頑
張
ろ
う
と
も
思
え
る
。
学
校
に
来
て
集

団
で
学
ぶ
価
値
は
、
問
い
と
答
え
の
距
離
が

長
い
学
び
に
な
る
ほ
ど
高
ま
り
ま
す
。
そ
し

て
、
考
え
抜
い
て
「
分
か
っ
た
」「
使
え
た
」

と
い
っ
た
経
験
を
し
た
生
徒
が
、
学
び
の
コ

ツ
と
面
白
さ
を
理
解
し
、
停
滞
し
て
い
た
成

績
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
こ
と

は
、
先
生
方
が
一
番
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
中
核
的
な
概
念
は
何
も
新
し
い
も
の

で
は
な
く
、
多
く
の
先
生
方
が
こ
れ
ま
で
も

大
切
に
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
中
核
的
な

概
念
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

が
授
業
や
評
価
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
一
層
取

り
組
む
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。

石
井
　
生
徒
の
学
び
が
協
働
的
で
あ
れ
ば
豊

か
に
な
る
よ
う
に
、
先
生
方
の
授
業
改
善
も
、

ぜ
ひ
仲
間
の
先
生
と
と
も
に
進
め
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
改
革

の
一
歩
も
、
1
人
で
踏
み
出
す
こ
と
は
難
し

い
も
の
で
す
。
管
理
職
の
先
生
方
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
、
中
核
的
な
概
念
の
理
解
を
深

め
る
授
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
は
ど
う
す
れ
ば
実

現
す
る
の
か
、
私
の
話
（
図
３
）
や
全
国
の

先
生
方
の
実
践
事
例
（
P. 

8
〜
19
）
な
ど
を

材
料
に
、
校
内
で
対
話
を
続
け
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

•中核的な概念は、各教科等で学ぶ様々な知識の幹とな
るもの

•中核的な概念の理解を深める授業によって、網羅的な
授業から脱却できる

•中核的な概念の理解を深めるためには、答えまでの距
離が長い問いを設定する

•中核的な概念は教えるものではなく、生徒が学びの過
程で帰納的に身につけるもの

※石井准教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

中
核
的
な
概
念
の
理
解
は

評
価
の
対
象
に
な
る
か
？

図３ 「中核的な概念」をキーに考える、
生きて働く学力を育むための授業

知
識
が
身
体
化
し
た
時
、

「
生
き
て
働
く
」

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」
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私
は
、
国
語
の
中
核
的
な
概
念
は
「
対
比
」

「
類
比
」「
因
果
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
３
つ
を
、
国
語
が
扱
う
「
論
理
的
な
文

章
」「
実
用
的
な
文
章
」「
文
学
的
な
文
章
」「
古

文
」「
漢
文
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
あ
て

は
め
て
具
体
化
し
ま
し
た
（
図
１
）。

◎
対
比
　「
Ａ
は
○
○
で
あ
る
の
に
対
し
、

Ｂ
は
□
□
で
あ
る
」
と
、
対
立
す
る
概
念
を

並
べ
た
も
の
。
論
理
的
な
文
章
で
あ
れ
ば
、

筆
者
の
主
張
に
対
立
す
る
主
張
を
並
べ
る
こ

と
で
、
筆
者
の
主
張
を
際
立
た
せ
る
。

◎
類
比
　
筆
者
が
伝
え
た
い
こ
と
と
似
て
い

る
こ
と
を
並
べ
た
も
の
。
複
数
の
事
項
に
共

通
す
る
性
質
を
抽
象
化
す
る
と
、
一
般
化
と

な
る
。

◎
因
果
　
事
象
の
原
因
と
結
果
。
過
去
の
事

象
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
事
象
に
対
し
て
も
、

「
も
し
Ａ
だ
っ
た
ら
、
Ｂ
に
な
る
」
と
、
条

件
と
帰
結
と
し
て
あ
て
は
ま
る
。

　
そ
れ
ら
３
つ
の
概
念
は
、
大
学
入
試
や
模

擬
試
験
の
問
題
分
析
を
通
じ
て
見
い
だ
し
ま

し
た
。「
こ
の
選
択
式
問
題
は
主
張
と
対
比

さ
れ
る
選
択
肢
を
選
ぶ
」「
こ
の
要
約
の
問

題
は
共
通
性
を
見
い
だ
し
て
抽
象
化
す
る
力

が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
問
題

を
解
く
鍵
と
な
る
こ
と
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
通
底
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
で
き

る
だ
け
簡
潔
に
示
す
方
が
生
徒
も
理
解
し
や

す
い
と
考
え
、
３
つ
に
集
約
し
て
表
現
す
る

と
と
も
に
、
文
章
の
種
類
に
応
じ
た
下
位
概

念
を
設
定
し
た
の
で
す
。

　
中
核
的
な
概
念
は
、
例
え
る
な
ら
「
数
珠

の
ひ
も
」
で
す
。
数
珠
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の

玉
の
真
ん
中
に
「
ひ
も
」
を
通
し
て
玉
同
士

を
つ
な
げ
る
こ
と
で
機
能
し
ま
す
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
、
単
語
の
羅
列
で
は
他
者
に
論

理
的
に
伝
わ
る
文
章
に
は
な
ら
ず
、「
対
比
」

「
類
比
」「
因
果
」
と
い
う
「
ひ
も
」
に
よ
っ

て
単
語
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
論
理
的
な
文

章
に
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
単
語
は
文
脈
に
よ
っ
て
意
味
が
変

わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「『
対
比
』
で
書
か
れ

３つの概念を身につけることを通じて、
論理的に文章を読み書きする力を育む

青森県立青森中央高校
笠井敦司

かさい・あつし●同校に赴任して３年目。総合学科推進部部長。国語科。

大学入試問題などを研究する中で、どのような問題も「対比」「類比」「因果」の概

念をつかめば対応できるという考えに至った笠井敦司先生。それら３つの概念を生

徒が身につけ、自在に使うことができるよう、授業に工夫を凝らしている。

大
学
入
試
問
題
の
研
究
の
過
程
で

見
い
だ
し
た
３
つ
の
概
念

実 践 事 例 1 国 語

設立　1904（明治 37）年　形態　全日制／総合学科／共学　生徒数　１学年約160人
2024 年度卒業生進路実績　国公立大は、青森県立保健大、青森公立大に９人が合格。私立大は、札幌学院大、北海道医療大、青森大、
青森中央学院大、八戸工業大、弘前医療福祉大、弘前学院大、東北学院大、国士舘大、日本大、東海大などに延べ 58人が合格。短
大・専門学校進学 78 人。就職 25 人。

学校
概要

私
が
考
え
る
中
核
的
な
概
念

評
論
や
小
説
、古
文
、漢
文
の
い
ず
れ
に
も

通
底
す
る
「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」
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て
い
る
文
章
だ
か
ら
、
こ
の
単
語
は
よ
く
使

わ
れ
る
Ａ
の
意
味
で
は
な
く
、
Ｂ
の
意
味
に

な
る
」
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
単
語
を
文
脈

に
応
じ
て
適
切
に
解
釈
す
る
・
使
う
上
で
も
、

文
脈
を
読
み
取
る
た
め
の
「
対
比
」「
類
比
」

「
因
果
」
と
い
う
概
念
が
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
点
で
注
意
が
必
要
な
の
は
古
文
や
漢

文
で
す
。
古
文
や
漢
文
の
単
語
は
意
味
を
丸

暗
記
し
が
ち
で
す
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
意
味

が
変
わ
る
単
語
が
あ
り
、
１
つ
の
意
味
を
覚

え
た
だ
け
で
は
誤
読
を
し
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
単
語
の
一
義
的
な

暗
記
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
脈
の
中
で
意
味
を

捉
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
国
語
は
文
章
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
感
覚
を

つ
か
む
教
科
と
思
わ
れ
が
ち
で
、
特
に
文
学

的
な
文
章
は
感
覚
で
読
む
生
徒
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
３
つ
の
概
念
を
身
に

つ
け
れ
ば
、
文
学
的
な
文
章
も
論
理
的
に
読

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
登
場
人
物
の
心
情
は
態
度
や
行

動
に
表
れ
ま
す
。「
心
情
─
行
動
」
と
い
う

「
因
果
」
で
文
章
を
捉
え
れ
ば
、
登
場
人
物

の
心
情
の
変
化
や
そ
の
理
由
、
行
動
を
論
理

的
に
読
み
取
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、「
因
果
」

と
い
っ
た
概
念
を
自
分
の
身
体
の
一
部
の
よ

う
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
文
学

的
な
文
章
を
素
材
と
す
る
読
解
問
題
で
も
、

傍
線
部
直
前
に
書
か
れ
た
心
情
や
行
動
に
焦

点
を
あ
て
た
選
択
肢
と
、
素
材
文
全
体
に
わ

た
っ
て
描
か
れ
て
い
る
登
場
人
物
の
背
景
な 

ど
を
押
さ
え
た
選
択
肢
の
う
ち
、適
切
な
方
を 

根
拠
を
持
っ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
授
業
で
は
、「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」

自
体
を
学
習
目
標
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
３
つ
の
概
念
は
文
章
を
論
理
的
に
捉
え

る
た
め
に
使
う
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
を
自
在

に
使
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
授
業
で
は
、

文
章
を
読
解
し
た
り
書
い
た
り
す
る
過
程

で
、「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」
が
ど
う
使

わ
れ
て
い
る
の
か
を
生
徒
と
一
緒
に
確
認
し

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
筆
者
の
主
張
を
つ
か
む
」
と

い
う
課
題
で
は
、
私
と
生
徒
が
対
話
を
し
な

が
ら
、「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」
が
使
わ

れ
て
い
る
部
分
を
一
緒
に
探
し
ま
す
。

　
文
章
を
要
約
す
る
課
題
で
は
、
文
章
の
中

か
ら
「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」
を
見
い
だ

せ
れ
ば
、
何
を
書
く
べ
き
で
、
何
を
書
か
な

く
て
よ
い
か
を
判
断
で
き
ま
す
。
段
落
間
の

共
通
点
を
考
え
さ
せ
た
り
、
原
因
と
結
果
を

示
す
文
が
な
い
か
を
探
さ
せ
た
り
す
る
な

ど
、
生
徒
が
文
章
を
構
造
的
に
捉
え
ら
れ
る

よ
う
な
問
い
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

　「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」
と
い
っ
た
概

念
を
生
徒
が
自
在
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、「
書
く
こ
と
」
が
鍵
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
生
徒
が「
対
比
」「
類
比
」「
因

果
」
の
概
念
を
使
っ
て
自
分
で
文
章
を
書
く

こ
と
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
文
章
を
読
む
際

に
も
３
つ
の
概
念
を
自
然
と
意
識
す
る
よ
う

に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し
て
読
解
力
が
高

ま
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
た
書
く
こ
と
に
も
生
か

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ス
パ
イ
ラ

ル
で
読
解
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
授
業
を

※学校資料を基に編集部で作成。

論理的な文章 実用的な文章 文学的な文章 古文 漢文

対比 違い・変化 差・割合 葛藤・対立 葛藤・対立 自説ー他説

類比 共通性・一般化 共通点 比喩・象徴 比喩・象徴 故事ー現状

因果 原因ー結果 主張ー論拠 心情ー行動 心情ー行動 条件ー帰結

＊物語・説話 ＊論説的文章

中核的な概念「対比」「類比」「因果」

「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」で

文
学
的
な
文
章
を
論
理
的
に
読
む

「
書
く
こ
と
」
は

読
解
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

文
章
を
読
み
、書
く
過
程
で
都
度

説
明
し
、３
つ
の
概
念
を
意
識
さ
せ
る

中
核
的
な
概
念
が
身
に
つ
く
授
業

「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」
の
概
念
を

自
在
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に「
書
く
」

図１ 笠井先生が考える中核的な概念と、各種文章との関係

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」
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設
計
し
て
い
ま
す
。

　読
解
力
の
向
上
の
た
め
に
書
く
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
の
は
、
小
論
文
の
演
習
に
多
く

取
り
組
ん
だ
生
徒
は
総
じ
て
国
語
の
読
解
力

が
上
が
っ
た
と
い
う
私
自
身
の
経
験
に
基
づ

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
の
国
語

の
各
科
目
に
、「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」

の
基
本
の
配
当
時
間
が
記
さ
れ
、「
読
む
こ

と
」
に
偏
ら
な
い
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
も

踏
ま
え
て
い
ま
す
。
以
前
の
私
は
読
解
の
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
書
く

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　「論
理
国
語
」
の
単
元
「
論
理
的
に
読
む
・

書
く
」
で
接
続
表
現
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業

を
例
に
、
授
業
の
具
体
的
な
進
め
方
を
紹
介

し
ま
す
（
図
２
）。

　ま
ず
、
空
所
補
充
問
題
な
ど
で
接
続
表
現

の
基
礎
事
項
を
学
び
、
次
に
、
学
ん
だ
接
続

表
現
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し

な
が
ら
評
論
の
読
解
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

原
因
と
結
果
、
結
果
と
原
因
に
あ
た
る
箇
所

に
線
を
引
か
せ
、
生
徒
が
「
因
果
」
を
意
識

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　そ
う
し
て
、
生
徒
を
接
続
表
現
の
使
い
方

が
何
と
な
く
で
も
分
か
っ
た
状
態
に
し
て
か

ら
、
接
続
表
現
を
用
い
て
自
分
の
意
見
を

＊１　ベネッセが提供する進路・探究・表現学習ができるデジタル教材「キャリアナビ」内で、毎月配信される最新のニュース記事。　＊２　中島博司元茨城県立並
木中等教育学校校長が考案した、自分の考えを80字で論理的に書けるようになるメソッド。 「 R」は、リフレクション（振り返り）とリストラクチャー（再構築）
のこと。

❶接続表現に関する
　プリント学習
　 知識・技能

　知っている・
　できる

❷評論の読解
　「読むこと」
　 知識・技能

　半分かり

❹解答例の問題点を
　グループで議論
　「話すこと・聞くこと」
　 思考・判断・表現

　使える

❸160字の意見文の作成
　「書くこと」
　 思考・判断・表現

　分かる

● 授業の進め方

❶接続表現に関するプリント学習
接続詞の種類・用法を例示した上で、短い例文の空所
補充問題に取り組み、基本事項の理解度を確認。

❷評論の読解
1,000字程度の評論を題材として、①で学んだ接続詞
や接続を示す言い回しの箇所に印をつけながら読み、
論の展開をつかむ。例えば、順接の接続詞を使って因
果を表現していることなどを学ぶ。

❸160字の意見文の作成
「ニュースピックアップ」（＊１）の記事を読み、Ｒ80（＊
２）の手法を使って自分の意見をまとめる。１文40字
程度×４文＝160字を目安とし、２文目以降は最初に
接続詞を用いる。その説明の際、「相手に論理的に伝え
ようという意識を持ち、型にのっとって考え、書く」
という心構えについて、生徒に伝える。
１.「意見」とその「論拠」を80字程度で書く。
意見　……について、私は……。
論拠　なぜなら、……だからだ。
２.予想される反論＝「課題」とその「解決策」を80字程
度で書く。
課題　しかし、……点が課題である。
解決策　したがって、……が必要だと考える。
３.１と２を合体させて160字の意見文を完成させる。

❹解答例の問題点をグループで議論
提出された生徒の意見文を基に作成した「よくある伝
わらない意見文」を生徒に提示。グループで、なぜ伝
わらないのかを話し合う。生徒から上がった意見を整
理して、「なぜなら（主張の理由の説明）」「しかし（予
想される反論の課題）」「したがって（その課題への対
策の言及）」の働きについて、主張と論拠、原因と結果
という因果を示すことをまとめとして説明する。

● 意見文のテーマ例

•青切符による自転車の取り締まり
•公園を全面禁煙にすること
•ドローンでの下校時の見守り
•改正食品衛生法によって漬物の製造が許可制になること

※学校資料を基に編集部で作成。

● 生徒の振り返り

この活動をする前は文章がうまく書けず、自分が何を伝えたいかも
よく分かっていなかった。しかし、接続表現を使うことで一文一文
が書きやすくなり、自分の意見もまとまりやすくなった。小説や
ニュースなども、接続表現を意識して読むようになった。

160字の意見文を書いて、これまで自分が周りの人にしていた説明
は筋道が通っていない、分かりにくいものだったことに気づいた。
これからは主張と理由を明確にして、分かりやすく伝えていきたい。

活動を通じて学んだことを意識して友だちなどと話すようにしたと
ころ、以前に比べて自分の伝えたいことが明確に相手に伝わってい
ると感じている。自分が成長できる、よい授業を受けたのだと思った。

● 単元の流れ

● 例示する接続表現

接続詞 用法

順接 したがって、ゆえに、だから 原因→結果・結論

逆接 しかし、だが、ところが Ａ、しかしＢ

理由 なぜなら 結果・結論→原因

条件 ＡならばＢ
Ａという条件を仮定すると
Ｂが成り立つ

対比 一方、それに対し Ａ⇔Ｂ　対等に比べる

付加 Ａ、またＢ 同列の事柄を列挙

換言 つまり、すなわち 前の説明を短く言い換える

例示 例えば 具体例を挙げて説明する

使える

分かる

知っている・
できる

「
伝
わ
ら
な
い
意
見
文
」の

問
題
点
を
話
し
合
う

図２  「論理国語」　接続表現を学ぶ授業の展開例
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国
語
に
お
け
る
中
核
的
な
概
念
は
、
文
章
を
構
造
的
・
論
理
的
に
捉
え
る
際
に
使
わ

れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
３
つ
の
概
念
を
授
業
で
繰
り
返
し
使
う
こ
と
で
、

生
徒
は
自
分
の
読
解
力
や
表
現
力
を
メ
タ
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
に
何
が

足
り
な
い
か
、
ど
ん
な
力
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
、
学
習
の
見
通
し
を
持
っ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
読
解
力
や
表
現
力

を
育
む
国
語
は
他
教
科
の
学
習
に
も
影
響
す
る
教
科
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
授
業
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

今後の展望

１
６
０
字
で
書
く
活
動
に
取
り
組
ま
せ
ま
し

た
。そ
の
際
、１
文
40
字
程
度
を
目
安
と
し
た

４
文
構
成
と
し
、
接
続
詞
を
必
ず
使
う
こ
と

を
条
件
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
が
見
通

し
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
接
続
詞
を

使
っ
た
文
章
の
定
型
文
を
例
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
生
徒
が
提
出
し
た
意
見
文
を
基

に
私
が
作
成
し
た
「
よ
く
あ
る
伝
わ
ら
な
い

意
見
文
」
を
提
示
し
、
な
ぜ
そ
の
意
見
文
で

は
伝
わ
ら
な
い
の
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

わ
せ
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、「『
な
ぜ
な
ら
』

で
始
ま
っ
て
い
る
が
、『
か
ら
で
す
』
で
終

わ
っ
て
い
な
い
」「『
許
可
制
に
す
る
』
か
ら

『
地
元
の
食
文
化
が
衰
退
し
て
い
く
』
と
い

う
課
題
が
生
じ
る
と
い
う
理
屈
が
よ
く
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
私
が
生
徒
の
意
見
を
整
理
し
て
、

「
な
ぜ
な
ら
（
主
張
の
理
由
の
説
明
）」「
し

か
し
（
予
想
さ
れ
る
反
論
の
課
題
）」「
し
た

が
っ
て（
そ
の
課
題
へ
の
対
策
の
言
及
）」は
、

意
見
と
論
拠
、
原
因
と
結
果
と
い
う
「
因
果
」 

を
示
す
働
き
が
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
が
、

生
徒
は
話
し
合
い
を
通
じ
て
ど
う
す
れ
ば
因 

果
を
示
せ
る
か
を
自
分
で
気
づ
い
た
こ
と
で
、

因
果
の
概
念
が
身
体
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
書
く
こ
と
は
そ
の
後
の
授
業
で
も
続
け
、

文
字
数
は
２
０
０
字
、４
０
０
字
、６
０
０
字

と
徐
々
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、

読
ん
で
、
書
い
て
、
振
り
返
る
と
い
う
サ
イ

ク
ル
を
生
徒
が
何
度
も
回
す
こ
と
で
、
学
習

内
容
が
「
知
っ
て
い
る・で
き
る
」
か
ら
「
分

か
る
」「
使
え
る
」
へ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
よ
う
な
授
業
を
設
計
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
文
学
的
な
文
章
を
題
材
と
し
た
授

業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、『
羅
生
門
』
を
例

に
紹
介
し
ま
す
。

　『
羅
生
門
』
は
、「
類
比
」
の
１
つ
で
あ
る

隠
喩
が
多
用
さ
れ
て
い
る
物
語
で
す
。
物
語

の
冒
頭
に
は
、「
所
々
丹に

ぬ
り塗
の
剥
げ
た
、
大

き
な
円
柱
に
、蟋き

り
ぎ
り
す蟀が
一
匹
と
ま
っ
て
い
る
」

と
あ
り
、
途
中
に
、「
丹
塗
の
柱
に
と
ま
っ
て

い
た
蟋
蟀
も
、
も
う
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、

「
な
ぜ『
蟋
蟀
が
と
ま
っ
て
い
る
』で
は
な
く
、

『
蟋
蟀
が
一
匹
と
ま
っ
て
い
る
』
な
の
か
な
」

「
下
人
は
１
人
だ
か
ら
、
そ
れ
に
関
係
が
あ

る
か
も
」
な
ど
と
生
徒
と
対
話
を
し
て
、
蟋

蟀
が
下
人
の
隠
喩
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ

ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
作
者
が
巧
み
に
隠
喩
を
用
い
た

物
語
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
に
理
解
さ
せ
た
上

で
、
ほ
か
に
も
あ
る
隠
喩
の
箇
所
を
探
さ
せ

る
と
、
生
徒
は
、
門
や
季
節
な
ど
に
着
目
し

て
そ
れ
ぞ
れ
隠
喩
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し

た
。
文
学
的
な
文
章
も
論
理
的
に
読
め
る
こ

と
を
生
徒
は
実
感
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」
を
読
み
取
り
、

ま
た
、
表
現
す
る
上
で
も
必
要
と
な
る
知
識

が
文
法
で
す
。
例
え
ば
、「
し
か
し
」や｢

だ

が
」
が
逆
接
の
接
続
詞
で
あ
る
と
知
っ
て
い

れ
ば
、
そ
れ
で
つ
な
い
で
い
る
２
つ
の
文
か

ら
「
対
比
」
を
読
み
取
れ
ま
す
。「
ま
る
で
」

が
比
喩
を
表
す
副
詞
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

れ
ば
、「
類
比
」
を
表
現
し
た
い
時
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
古
文
や
漢
文
で
は
、
文
法
や
句
法
が
「
対

比
」「
類
比
」「
因
果
」
を
読
み
取
る
手
が
か

り
に
な
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
で
、
生

徒
が
文
法
や
句
法
の
重
要
性
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
古
文
で
は
、

助
動
詞
の
用
法
に
つ
い
て
の
例
文
を
通
じ

て
、「『
ぬ
』
が
終
止
形
の
場
合
は
完
了
の
意

味
に
な
り
、
連
体
形
の
場
合
は
打
ち
消
し
の

意
味
に
な
る
」
な
ど
と
、
活
用
形
に
よ
っ
て

意
味
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
そ
う
し

て
生
徒
は
、
正
確
に
文
法
を
覚
え
な
け
れ
ば

文
章
を
誤
読
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
、
活
用
形
を
覚
え
る
こ
と
の
重

要
性
を
真
に
理
解
す
る
の
で
す
。

　
漢
文
で
は
、「
対
比
」
を
用
い
て
自
分
の

主
張
に
説
得
力
を
持
た
せ
た
り
、故
事
を
「
類

比
」
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
た
り
す
る
表

現
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
使
わ
れ
る

言
い
回
し
を
見
極
め
、
構
文
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
生

徒
は
、
古
来
の
中
国
人
の
も
の
の
伝
え
方
や

見
方
も
つ
か
ん
で
い
き
ま
す
。

　
文
章
の
種
類
に
よ
っ
て
濃
淡
は
あ
り
ま
す

が
、
文
章
は
「
対
比
」「
類
比
」「
因
果
」
の

組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒

が
そ
れ
を
看
破
し
、
国
語
の
悟
り
を
開
け
る

よ
う
な
授
業
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
と
一
緒
に
隠
喩
を
解
釈
し
、

物
語
の
論
理
性
を
捉
え
さ
せ
る

文
法
の
重
要
性
を

理
解
す
る
か
ら
、覚
え
る
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　『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
地
理

歴
史
編
』
で
は
、
社
会
的
事
象
を
「
地
理
に

か
か
わ
る
事
象
」
と
し
て
捉
え
た
り
、
社
会

に
見
ら
れ
る
課
題
を
「
地
理
的
な
課
題
」
と

し
て
考
察
し
た
り
す
る
際
の
視
点
と
し
て
、

「
位
置
や
分
布
」「
場
所
」「
人
間
と
自
然
環

境
と
の
相
互
依
存
関
係
」「
空
間
的
相
互
依

存
作
用
」「
地
域
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
5
つ
の
視
点
は
、
国
際
地
理
学
連
合
・
地

理
教
育
委
員
会
が
制
定
し
た
、
地
理
教
育
国

際
憲
章
で
示
さ
れ
た
「
地
理
学
研
究
の
中
心

的
概
念
」
で
す
。

　
私
は
、
地
理
に
お
け
る
中
核
的
な
概
念
と

は
ま
さ
に
そ
の
5
つ
の
視
点
で
あ
り
、
個
別

の
知
識（
地
理
的
事
象
）と
概
念
的
知
識（
自

然
シ
ス
テ
ム
と
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
）
の

上
に
中
核
的
な
概
念
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
知
識
は
個
別
の
知
識
、

概
念
的
知
識
、
中
核
的
な
概
念
の
３
つ
の
層

と
し
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す

（
図
1
）。

　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
す
べ
て
の

教
科
等
の
目
標
や
内
容
が
資
質
・
能
力
の
３

つ
の
柱
で
再
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育

考えたくなる問いを設定して、
地理的に事象や課題を考える力を養う

兵庫県・神戸大学附属中等教育学校
高木 優

す ぐ る

たかぎ・すぐる●同校に赴任して16年目。地理歴史・公民科（地理）

新任の頃から授業における生徒との対話を重視し、生徒主導型の授業を行ってき

た高木優先生。そうした授業の中で生徒は、個別の知識の習得にとどまることなく、

知識を使いこなし、中核的な概念を身につけていく。

中
核
的
な
概
念
に
よ
っ
て

知
識
を
３
層
で
整
理

実 践 事 例 2 地 理

設立　2009（平成 21）年　形態　全日制／普通科／共学　生徒数　１学年約120人
2024 年度卒業生進路実績　国公立大は、北海道大、筑波大、東京科学大、東京大、名古屋大、京都大、大阪大、神戸大などに 58
人が合格。私立大は、慶應義塾大、中央大、東京理科大、早稲田大、同志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ 139人
が合格。

学校
概要

私
が
考
え
る
中
核
的
な
概
念

地
理
に
か
か
わ
る
事
象
を
捉
え
た
り
、地
理
的
な

課
題
を
考
察
し
た
り
す
る
際
の
５
つ
の
視
点

※高木先生の提供資料を基に編集部で作成。

図１  高木先生が考える知識の３層構造

中核的な概念
「位置や分布」「場所」「人間と自然環境との相互依存関係」

「空間的相互依存作用」「地域」

概念的知識（自然システム） 概念的知識（社会・経済システム）
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の
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識
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識
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の
重
点
が
、「
何
を
教
え
る
か
」
か
ら
「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
に
大
き
く
転
換

さ
れ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
す
。

　
し
か
し
学
校
現
場
に
お
い
て
、
資
質
・
能

力
の
3
つ
の
柱
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
り
ま

せ
ん
。「
知
識
及
び
技
能
」
と
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
」
は
階
層
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
並
立
す
る
も
の
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
授

業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
中
核
的
な
概
念
は
数
回
の
授
業
や
1
つ
の

単
元
で
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
年
間
の

授
業
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
は
生
徒
が
学
習
活

動
を
通
し
て
身
に
つ
け
る
も
の
だ
か
ら
こ

そ
、
教
員
が
説
明
し
て
教
え
る
も
の
で
も
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
知
識
の
構
造
を
教
員

が
理
解
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
授
業
設
計
を

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
実
際
、
私
は
授
業
で
5
つ
の
中
核
的
な
概

念
を
一
覧
化
す
る
な
ど
し
て
生
徒
に
説
明
し

た
り
、「
こ
の
問
い
は
、『
場
所
』
と
い
う
視

点
で
考
え
て
み
よ
う
」
と
指
示
し
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
計
画
を
立
て
る

過
程
で
、「
こ
の
単
元
で
は
、
こ
の
概
念
が

中
心
に
な
り
そ
う
だ
」
と
見
通
し
を
持
つ
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
生
徒
に
示
し
て

し
ま
う
と
、
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る
の

で
は
な
く
、
答
え
探
し
に
近
く
な
っ
て
し
ま

う
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　
指
導
計
画
を
立
て
る
上
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
、
生
徒
が
中
核
的
な
概
念
を
使
う

よ
う
な
学
習
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
生
徒
が
授
業
に
お
い
て
実
際
に
中
核

的
な
概
念
を
使
っ
た
か
ど
う
か
は
、
授
業
後

の
振
り
返
り
を
通
し
て
検
証
し
、
授
業
改
善

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
授
業
は
、
教
員
だ
け
が
答
え

を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
生
徒
に
説
明
す
る
形

で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
教
員
も
答
え
を
知
ら
な
い
こ
と
を
生
徒

と
一
緒
に
考
え
る
授
業
は
、
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
の
か
が
想
定
し
づ
ら
い
と
い
う

面
が
あ
る
た
め
、
教
員
に
と
っ
て
怖
さ
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
。こ
れ
ま
で
同
様
、地
理
を

暗
記
科
目
と
し
て
教
え
た
方
が
教
員
に
と
っ

て
は
楽
で
し
ょ
う
し
、
授
業
進
度
も
速
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
授
業

で
は
、
生
徒
は
静
か
に
説
明
を
聞
く
で
し
ょ

う
か
ら
、
学
習
内
容
を
理
解
し
て
い
る
と
教

員
は
錯
覚
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
模
擬
試

験
や
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
結
果
を
見
る

と
、
生
徒
の
理
解
度
は
想
像
以
上
に
低
か
っ

た
、
そ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と
の
あ
る
教
員

は
今
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　
教
員
に
よ
る
説
明
が
中
心
の
授
業
か
ら
脱

却
し
、
考
え
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
え
る
問

い
を
設
定
し
て
、
教
員
が
粘
り
強
く
問
い
か

け
る
中
で
、
生
徒
は
中
核
的
な
概
念
を
身
に

つ
け
、
も
っ
と
学
び
た
い
、
考
え
て
み
た
い

と
い
う
意
欲
を
高
め
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
学
校
と
い
う
協
同
的
に
学
べ
る
場

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
る
生
徒
が
中
核
的
な
概
念

を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
使
っ
て
思
考
・
判
断
・

表
現
す
る
様
子
を
見
た
周
囲
の
生
徒
た
ち

は
、「
そ
ん
な
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か
！
」「
学

ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
そ
ん
な
ふ
う

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
！
」
な
ど
と

気
づ
き
を
得
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
は
ず
で

す
。

　
そ
う
し
た
生
徒
間
で
の
学
び
の
波
及
効
果

は
、
教
員
に
よ
る
説
明
が
中
心
の
授
業
で
は

生
ま
れ
に
く
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
４
年
生（
高
校
1
年
生
）が
履
修
す
る「
地

理
総
合
」
の
「
生
活
文
化
の
多
様
性
と
国
際

理
解
」
の
単
元
で
、
熱
帯
林
の
減
少
の
要
因

の
多
様
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
1
コ
マ
の
授

業
を
例
に
、
私
が
考
え
る
中
核
的
な
概
念
を

身
に
つ
け
る
学
習
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
本
授
業
の
前
時
に
、
生
徒
は
「
天
然
ゴ
ム
、

パ
ー
ム
油
、
カ
カ
オ
豆
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
、
茶
」

と
「
さ
と
う
き
び
、
綿
花
、
大
豆
」
の
違
い

を
考
察
し
ま
し
た
。
前
者
は
木
で
あ
り
、
後

者
は
草
で
す
。
本
時
は
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
掛
地
図
に
、
森
林
（
木
）
は

黄
、
草
原
（
草
）
は
ピ
ン
ク
の
付
せ
ん
を
貼

る
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
東
南
ア
ジ
ア
か
ブ
ラ
ジ

教
員
も
答
え
を
知
ら
な
い
問
い
を

通
し
て
中
核
的
な
概
念
を
身
に
つ
け
る

熱
帯
林
減
少
の
要
因
を
考
え
、

地
域
ご
と
の
多
様
性
を
理
解
す
る

中
核
的
な
概
念
が
身
に
つ
く
授
業

答
え
が
す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
い
問
い
に
つ
い
て
、

様
々
な
視
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う

中
核
的
な
概
念
は
時
間
を
か
け
て

じ
っ
く
り
身
に
つ
け
て
い
く

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」
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６
年
生（
高
校
3
年
生
）が
履
修
す
る「
地

理
探
究
」
で
は
、「
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察
」

の
単
元
で
、
科
学
文
明
が
崩
壊
し
た
世
界
で

人
と
自
然
の
共
存
を
追
求
す
る
主
人
公
の
姿

を
描
い
た
ア
ニ
メ
映
画
を
短
時
間
視
聴
し
、

主
人
公
た
ち
の
集
落
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を

考
察
す
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る

自
然
シ
ス
テ
ム
と
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム

（「
概
念
的
知
識
」）
の
視
点
で
主
人
公
た
ち

の
集
落
を
考
察
す
る
と
い
う
本
時
の
課
題
を

確
認
し
て
か
ら
、
生
徒
は
ア
ニ
メ
映
画
を
視

聴
し
、
個
人
で
気
づ
い
た
こ
と
を
４
人
１
組

の
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

生
徒
は
自
然
環
境
（「
位
置
や
分
布
」）、
服

装
や
街
並
み
、
住
居
（「
人
間
と
自
然
環
境

と
の
相
互
依
存
関
係
」）
な
ど
か
ら
、
主
人

公
た
ち
の
集
落
が
ど
こ
か
を
推
測
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
再
度
ア
ニ
メ
映
画
を
視
聴
し

た
上
で
、
各
グ
ル
ー
プ
が
主
人
公
た
ち
の
集

落
だ
と
推
測
し
た
世
界
地
図
上
の
場
所
に
付

せ
ん
を
貼
り
、
推
測
の
根
拠
と
し
た
情
報
を

グ
ル
ー
プ
で
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
録
し
、

ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
授
業
の
中
で
生
徒
は
、
偏
西
風
の
蛇
行
や

氷
河
の
影
響
す
る
範
囲
、
農
作
物
の
生
育
地

域
、
気
温
の
低
さ
や
砂
か
ら
身
を
守
る
衣
類
、

宗
教
の
影
響
を
受
け
た
衣
類
、
風
車
の
利
用

な
ど
、
様
々
な
視
点
で
主
人
公
た
ち
の
集
落

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
察
し
ま
し
た
。
以

上
の
よ
う
に
、「
ど
こ
に
山
が
あ
り
、
ど
こ

に
川
が
あ
る
か
」「
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
作

物
が
収
穫
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
一

方
的
に
説
明
す
る
従
来
型
の
地
誌
学
習
と
は

異
な
り
、
生
徒
が
こ
れ
ま
で
に
身
に
つ
け
た

「
中
核
的
な
概
念
」
を
活
用
す
る
授
業
と
し

ま
し
た
。

　
生
徒
は
ア
ニ
メ
映
画

で
描
か
れ
た
世
界
観

（「
地
域
」）
に
没
入
す
る

ほ
ど
本
時
の
学
習
活
動

に
集
中
し
、
そ
れ
ま
で

の
学
習
で
身
に
つ
け
た

中
核
的
な
概
念
を
使
っ

て
、
思
考
・
判
断
・
表

現
し
た
こ
と
が
、
授
業

後
の
振
り
返
り
で
も
確

認
で
き
ま
し
た（
図
３
）。

架
空
の
場
所
だ
か
ら
こ

そ
、
既
習
の
個
別
の
知

識
を
あ
て
は
め
る
だ
け

で
は
十
分
に
考
察
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

ル
の
森
林
や
草
原
の
画
像
を
探
し
、
そ
の
画

像
が
掛
地
図
上
の
ど
こ
（「
場
所
」）
に
該
当

す
る
か
、付
せ
ん
を
貼
っ
て
示
し
ま
し
た
（
写

真
１
・
図
２
）。
そ
う
し
て
ク
ラ
ス
全
体
で

東
南
ア
ジ
ア
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
あ
る
森
林
と
草

原
を
そ
れ
ぞ
れ
把
握
し
ま
し
た
（「
位
置
や

分
布
」）。

　
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
条
件
（「
人
間
と

自
然
環
境
と
の
相
互
依
存
関
係
」）
で
森
林

が
発
達
し
、
草
原
が
広
が
っ
た
の
か
を
グ
ル

ー
プ
で
考
察
し
ま
し
た
。
話
し
合
う
中
で
生

徒
は
、
森
林
は
熱
帯
雨
林
気
候
で
、
草
原
は

サ
バ
ナ
気
候
の
場
所
で
発
達
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
（「
位
置
や
分
布
」）。
さ

ら
に
同
じ
熱
帯
で
も
、
森
林
が
発
達
す
る
と

こ
ろ
と
草
原
が
広
が
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
は
森
林
が
発
達
す
る
と
こ
ろ
と
草
原

が
広
が
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
の
に
対
し
、
東

南
ア
ジ
ア
は
森
林
だ
け
が
広
が
っ
て
い
る
要

因
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
（「
地
域
」）。

　
単
元
の
ま
と
め
と
な
る
次
時
は
、
環
境
問

題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
熱
帯
林
の
減
少

の
要
因
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
多

様
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地

球
の
持
続
可
能
性
に
つ
な
が
る
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
授
業
を
行
う
予
定

で
す
。

写真１　生徒は森林と草原の画像をインターネットで検索し、掛地
図上の該当する場所に付せんを貼っていった。

※高木先生の提供資料を基に編集部で作成。

主題 生活文化の多様性と国際理解

ねらい
世界の人々の生活文化について、その生活文化が見られる場所の特徴
や自然及び社会条件とのかかわりなどに着目して、主題を設定し、多
様性や変容の要因などを多面的・多角的に考察し、表現すること。

⑴熱帯林の減少
Ａ）ブラジルと東南アジアの植生（黄色：森林・ピンク：草原）について、様々な
資料（教科書やインターネットなど）から調べ、付せんに記入する。
Ｂ）ブラジルと東南アジアの植生（黄色：森林・ピンク：草原）を記入した付せ
んを掛地図に貼る。

①ブラジル（南アメリカ） ②東南アジア

図２ 「地理総合」のワークシート（抜粋）

架
空
の
都
市
に
つ
い
て

中
核
的
な
概
念
を
使
っ
て
考
察
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お
の
ず
と
概
念
的
知
識
や
中
核
的
な
概
念
を

使
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
例
示
し
た
ど
ち
ら
の
授
業
も
、
生
徒

は
中
核
的
な
概
念
を
使
い
な
が
ら
、
問
い
に

つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。
教
員
が
一
方
的
に

説
明
し
、
生
徒
は
ノ
ー
ト
を
取
る
だ
け
の
授

業
で
は
生
徒
が
中
核
的
な
概
念
を
使
う
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
し
、
覚
え
る
だ
け
の
授
業

で
は
考
察
と
い
う
行
為
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ど
ち
ら
の
授
業
で
も
、
答
え
が
す

ぐ
に
は
分
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
答
え
が
1

つ
と
は
限
ら
な
い
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
面
白
い
と
感
じ
た
生
徒
は
、
粘
り
強

く
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
図
３
）。

そ
し
て
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
自
分
た
ち

に
は
な
か
っ
た
考
え
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
以
降
の
考
察
に
没
頭
し
て
い
っ
た

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
掛
地
図
に
顔
を

近
づ
け
、
目
を
凝
ら
し
て
地
図
を
見
つ
め
始

め
た
生
徒
の
姿
は
、
学
び
の
萌
芽
そ
の
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
２
つ
の
授
業
の
指
導
計
画
を
立
て
る
に
あ

た
っ
て
重
視
し
た
の
は
、
ど
の
生
徒
も
深
く

考
え
た
く
な
る
よ
う
な
興
味
深
い
問
い
の
設

定
で
す
。
そ
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
全
体
で
考
え

た
く
な
る
よ
う
な
問
い
で
あ
れ
ば
、
仮
に
１

人
の
生
徒
が
間
違
っ
た
知
識
を
基
に
し
た
意

見
を
述
べ
て
も
、
ほ
か
の
生
徒
が
「
私
の
考

え
も
聞
い
て
ほ
し
い
」「
こ
ん
な
考
え
も
あ

る
の
で
は
？
」
な
ど
と
意
見
を
出
し
た
り
、

私
が
「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
聞
い
て

み
た
い
な
あ
」
と
議
論
を
促
し
た
り
す
る
中

で
、
ク
ラ
ス
全
員
の
力
で
修
正
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
見
間
違
え
て
い
る
よ

う
な
意
見
で
あ
っ
て
も
、「
も
し
か
す
る
と
、

そ
れ
も
あ
り
か
も
」
と
、
私
も
含
め
、
ク
ラ

ス
全
体
で
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
場
面
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
「
こ
う
問
え
ば
、
生

徒
は
こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
」「
生
徒
に
こ
う

答
え
て
ほ
し
い
か
ら
、
こ
う
い
う
問
い
を
投

げ
か
け
よ
う
」
な
ど
と
、
予
定
調
和
な
授
業

を
設
計
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
教
員
に
よ
る
説
明
が
中
心
の
授
業
は
、
覚

え
る
の
が
得
意
な
生
徒
が
適
応
し
や
す
く
、

中
核
的
な
概
念
を
使
っ
て
生
徒
が
考
え
る
授

業
は
、
多
様
な
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
得
意

な
生
徒
が
適
応
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
た
く
さ
ん
の
地
理
的
事
象
を
覚
え
て

い
る
生
徒
が
多
様
な
視
点
で
考
え
る
こ
と
が

得
意
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
覚
え

る
こ
と
は
苦
手
だ
け
れ
ど
も
、
豊
か
な
発
想

を
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
学
習
時
、
模
擬
試
験
の
成
績
が

下
位
層
の
生
徒
の
考
察
に
、
上
位
層
の
生
徒

が
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
シ
ー
ン
を
見
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
暗
記
や
計
算
に
必
要
な
学
力

と
は
ま
た
別
の
学
力
が
存
在
す
る
こ
と
を
、

そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
の
中
で
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
姿
を
通
し
て
知
る
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
知
識
の
量
と
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
の
高
さ
は
必
ず
し
も
比
例
関
係

に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
知
識
の
量
は

多
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
中
核
的
な
概
念
を

使
っ
た
考
察
、
発
想
に
長
け
た
生
徒
も
い
る

こ
と
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

教
員
が
唯
一
の
正
解
を
知
っ
た
上
で
提
示
し
た
問
い
で
は
、
生
徒
は
い
ろ
い
ろ
考

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
内
心
で
は
「
教
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
」
と
見
透
か
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
答
え
が
１
つ
で
は
な
く
、
今
ま
で
得
た
知
識
を
駆
使

す
る
こ
と
を
求
め
る
問
い
に
つ
い
て
思
考
す
る
時
、
生
徒
は
存
分
に
資
質
・
能
力

を
発
揮
し
、「
自
分
で
物
事
を
う
ま
く
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
喜

び
を
味
わ
い
ま
す
。
興
味
深
く
、
考
え
が
い
の
あ
る
問
い
を
こ

れ
か
ら
も
生
徒
に
提
示
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今後の展望

写真２　アニメ映画を見て気づいたことをグループで共有し、既習
の知識と結びつけながら、主人公たちの集落がどこかを考察した。

図３ 授業後の生徒の声

地理的要因だけでなく、文化に関する要因など、授業で
学んできた知識を使って推測できた。風の吹く向きまで
は考えが至らなかったので、いつでも引き出せるように
知識を確認し、様々な要因から考えられるようにしたい。

地理の面白さを心から体感した。また取り組みたい。地
理の力がついた気がした。

最終的な地点は間違えたものの、結論を導くための要素
を映像から読み取ることができたのでよかった。フィヨ
ルドという結論に至らなかったのが悔しかった！

学
力
を
多
様
な
視
点
で

捉
え
直
す
チ
ャ
ン
ス

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」
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高
校
の
化
学
は
、
目
に
見
え
な
い
粒
子
の

領
域
を
扱
い
、
そ
の
事
物
・
現
象
を
理
解
す

る
た
め
の
原
理
や
法
則
、
概
念
を
学
び
ま
す
。

授
業
は
そ
う
し
た
抽
象
化
さ
れ
た
内
容
が
中

心
と
な
る
た
め
、
と
も
す
れ
ば
原
理
や
法
則
、

概
念
の
説
明
に
終
始
し
た
り
、
公
式
を
覚
え

て
計
算
問
題
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
と
い
っ

た
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
う
な
る
と
生

徒
は
、
原
理
や
法
則
、
概
念
の
本
質
的
な
理

解
に
ま
で
な
か
な
か
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
私
は
、
生
徒
に
物
質
の
現
象
に
出

合
わ
せ
て
、
そ
の
現
象
が
起
き
る
理
由
を
粒

子
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
と
い
う
、「
マ
ク
ロ
の

視
点
」
と
「
ミ
ク
ロ
の
視
点
」
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
し
ょ
う
ゆ
を
加
熱
・
ろ

過
を
す
る
と
、
白
い
粉
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ

う
し
た
目
に
見
え
る
観
察
が
マ
ク
ロ
の
視
点

で
す
。
そ
の
白
い
粉
は
塩
だ
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
本
当
に
塩
な
の
か
を
炎
色
反
応
や
沈

殿
生
成
な
ど
で
調
べ
、
粒
子
レ
ベ
ル
で
見
る

こ
と
が
ミ
ク
ロ
の
視
点
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
物
質
の
現
象
を
化
学
的
に

理
解
す
る
た
め
の
２
つ
の
視
点
で
あ
る
「
マ

ク
ロ
の
視
点
」と「
ミ
ク
ロ
の
視
点
」
が
中

核
的
な
概
念
で
あ
る
と
、
私
は
捉
え
て
い
ま

す
（
図
１
）。

　
学
習
指
導
要
領
の
解
説
に
は
、
理
科
の
見

方
・
考
え
方
が
４
つ
の
領
域
で
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
化
学
で
扱
う
「
粒
子
」
の
領
域
の
見

方
・
考
え
方
は
「
自
然
の
事
物
・
現
象
を
主

と
し
て
質
的
・
実
体
的
な
視
点
で
捉
え
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。「
質
的
・

実
体
的
」
は
、「
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
」
に
相

当
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
マ
ク
ロ
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
を

重
視
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
自
身
の
指

導
の
反
省
が
あ
り
ま
す
。
以
前
の
勤
務
校
で
、

同
僚
の
教
師
と
、「
授
業
で
学
習
し
た
内
容

が
出
題
さ
れ
る
定
期
考
査
の
問
題
は
解
け
て

物
質
の
現
象
を
捉
え
る
視
点
と
、

現
象
を
説
明
す
る
粒
子
の
視
点

私
が
考
え
る
中
核
的
な
概
念

物
質
の
現
象
を
化
学
的
に
理
解
す
る
た
め
の

「
マ
ク
ロ
の
視
点
」と「
ミ
ク
ロ
の
視
点
」

物質の現象に出合わせ、生徒が考える
場面をつくり、深い理解に導く

北海道札幌北陵高校
佐藤友介

さとう・ゆうすけ●同校に赴任して３年目。２学年主任。理科（化学）。

生徒が「分かった」という実感を得られるよう、「マクロの視点」と「ミクロの視点」を

重視して授業改善を図ってきた佐藤友介先生。生徒が実験とその考察を通じて、物

質の変化を起こしている粒子に目を向けて、物質の現象を捉えられるようにしている。

実 践 事 例 3 化 学

設立　1972（昭和 47）年　形態　全日制／普通科／共学　生徒数　１学年約 320人
2024 年度卒業生進路実績　国公立大は、小樽商科大、帯広畜産大、北見工業大、北海道教育大、北海道大、室蘭工業大、弘前大、
岩手大、筑波大、千葉大、広島大、公立千歳科学大、札幌市立大などに 92 人が合格。私立大は、北星学園大、北海学園大、北海道
科学大などに延べ 473が合格。短大・専門学校進学 35 人。就職６人。

学校
概要

２
つ
の
視
点
を
繰
り
返
し

経
験
さ
せ
て
、内
在
化
を
図
る
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も
、
模
擬
試
験
の
問
題
や
入
試
問
題
は
解
け

な
い
生
徒
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
話

を
よ
く
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
話
を
重
ね
て

い
く
う
ち
に
、
生
徒
は
分
か
っ
た
つ
も
り
で

あ
っ
て
、
学
習
し
た
こ
と
を
本
質
的
に
は
理

解
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
生
徒
に
分

か
り
や
す
い
授
業
を
し
よ
う
と
、
教
科
書
の

内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
、
問
題
に
繰
り
返
し

取
り
組
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、

生
徒
が
学
習
内
容
を
本
質
的
に
理
解
で
き
る

授
業
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
私
の
授
業
改
善
が
始
ま
り
ま
し

た
。
生
徒
が
教
師
の
話
を
聞
い
て
分
か
っ
た

つ
も
り
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、実
験
な
ど
を

通
じ
て「
分
か
っ
た
」と
実
感
で
き
る
瞬
間
を

つ
く
ろ
う
。教
師
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
を

一
方
的
に
話
す
の
で
は
な
く
、生
徒
と
一
緒

に
物
質
の
現
象
を
見
て
、粒
子
レ
ベ
ル
で
理

解
で
き
る
よ
う
な
対
話
を
し
よ
う
。
そ
う
し

た
こ
と
を
考
え
て
授
業
づ
く
り
を
進
め
る
中

で
、マ
ク
ロ
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
を
生

徒
に
持
た
せ
る
こ
と
を
意
識
し
始
め
ま
し
た
。

　
マ
ク
ロ
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
は
、
説

明
す
れ
ば
す
ぐ
に
持
て
る
よ
う
に
な
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
物
質
の
現
象
に
何
度
も
出
合
わ
せ
て
、

「
こ
の
物
質
の
変
化
（
マ
ク
ロ
）
は
粒
子
（
ミ

ク
ロ
）
で
捉
え
る
と
ど
う
な
る
か
」
な
ど
と

問
い
か
け
ま
す
。
そ
う
し
て
、
現
象
に
つ
い

て
マ
ク
ロ
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
で
考
え

る
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、生
徒
は
「
そ

う
か
」「
分
か
っ
た
」
な
ど
と
現
象
に
つ
い

て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
２
つ
の
視
点
が

生
徒
に
内
在
化
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　「
化
学
基
礎
」の「
物
質
量
と
化
学
反
応
式
」

の
単
元
を
例
に
、マ
ク
ロ
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
本
単
元
の
目
標
は
、「
化
学
反
応
を
物
質

量
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
で
す
。

物
質
の
量
は
、
中
学
校
ま
で
は
主
に
「
質
量
」

（
単
位
：
グ
ラ
ム
）
で
捉
え
ま
す
が
、
高
校

で
は
粒
子
の
数
に
基
づ
く
量
の
表
し
方
で
あ

る
「
物
質
量
」（
単
位
：
モ
ル
）
に
変
わ
り

ま
す
。
化
学
反
応
は
、
原
子
や
分
子
、
イ
オ

ン
な
ど
の
粒
子
の
結
合
の
組
み
合
わ
せ
が
か

か
わ
り
、
粒
子
の
数
で
考
え
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
本
単
元
は
、「
物
質

量
は
粒
子
の
数
を
示
す
」
と
い
う
新
し
い
概

念
を
獲
得
し
、
な
ぜ
質
量
で
は
な
く
、
物
質

量
が
必
要
な
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
授

業
展
開
に
し
ま
し
た
（
単
元
計
画
は
Ｐ
．18

図
３
）。

　
１・２
時
間
目
に
原
子
量
や
分
子
量
な
ど
、

質
量
の
表
し
方
を
学
ん
だ
後
、
３
時
間
目
に

質
量
が
同
じ
で
も
粒
子
の
数
が
違
う
こ
と
を

体
感
で
き
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
物
質
量

の
説
明
自
体
は
５
分
程
度
で
終
わ
り
ま
す

が
、
実
験
と
そ
の
結
果
の
考
察
を
通
じ
て
、

「理科の各領域における特徴的な見方」は、「エネルギー」「粒子」「生物」「地球」の４
領域で示されている。
※中央教育審議会初等中等教育分科会「理科ワーキンググループにおける審議の取りまとめ」

（2016年８月）を基に編集部で作成。

マクロの視点
物質の変化の視点

小・中学校までの学びを生か
した実験などを通じて、マク
ロの視点とミクロの視点を往
還し、粒子の原理や法則、概
念を理解できるようにする

ミクロの視点
粒子の視点

※学校資料を基に編集部で作成。

図１ 佐藤先生が考える化学の中核的な概念

実
験
を
通
じ
て
、
新
た
な
概
念

の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る

学
習
内
容
に
軽
重
を
つ
け
、生
徒
が
概
念
を

体
感
し
て
理
解
で
き
る
活
動
に
時
間
を
か
け
る

図２ 理科の各領域における特徴的な見方　領域：粒子

中
核
的
な
概
念
が
身
に
つ
く
授
業

領域 粒子

見方・考え方

自然の事物・現象を主として質的・実体的な視点で捉える
＊中学校から実体はあるが見えない（不可視）レベルの原子、分
子レベルで事象を捉える。高校では、事象をより包括的・高次的
に捉える

学校段階での
違い

（内容の階層性
の広がり）

小学校「物レベル」

中学校「物〜物質レベル」

高校「物質レベル」（マクロとミクロの視点）
高校段階での見方の整理の例：物質の構成粒子について、
原子の構造や電子配列から包括的・高次的に捉える

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」
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「
質
量
で
は
な
く
、
粒
子
の
数
で
な
け
れ
ば

説
明
で
き
な
い
現
象
が
あ
る
」
こ
と
を
生
徒

が
実
感
で
き
る
よ
う
に
授
業
を
設
計
し
ま
し

た
。
行
っ
た
実
験
は
次
の
通
り
で
す（
図
３
）。

　
ま
ず
、
中
学
校
の
既
習
事
項
で
あ
る
、
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
と
塩
酸
の
中
和
反

応
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
生
徒
に
中
和

の
条
件
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
た
め
で
す
。
そ

の
上
で
、
本
時
の
課
題
「
１
％
の
酸
と
１
％

の
塩
基
を
同
体
積
で
混
合
す
る
と
ど
う
な
る

か
」
を
提
示
し
、
２
つ
の
実
験
を
し
ま
し
た
。

　
実
験
１
は
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液

に
同
濃
度
・
同
体
積
の
塩
酸
を
混
ぜ
ま
す
。

生
徒
に
結
果
を
予
想
さ
せ
る
と
、
多
く
の
生

徒
が
指
示
薬
は
中
性
を
示
す
緑
色
に
な
る
と

答
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
混
ぜ

る
と
、
酸
性
を
示
す
黄
色
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
続
く
実
験
２
は
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水

溶
液
に
同
濃
度
・
同
体
積
の
硝
酸
を
混
ぜ
ま

す
。
同
じ
く
結
果
を
予
想
さ
せ
る
と
、
実
験

１
の
結
果
が
多
く
の
生
徒
に
と
っ
て
予
想
外

だ
っ
た
か
ら
か
、
実
験
２
の
予
想
は
、
青
色
、

緑
色
、
黄
色
と
ば
ら
け
ま
し
た
。
結
果
は
塩

基
性
を
示
す
青
色
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
験
後
、
実
験
１・
２
と
も
に
２
つ
の
溶

液
は
同
濃
度
で
同
体
積
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
混
ぜ
た
結
果
が
中
性
で
は
な
く
、
し

か
も
異
な
る
液
性
と
な
っ
た
理
由
を
、
生
徒

に
考
察
さ
せ
ま
し
た
。「
２
つ
の
溶
質
が
中

和
す
る
組
み
合
わ
せ
で
は
な
か
っ
た
」「
分

子
量
、
式
量
か
ら
規
則
性
を
考
え
て
、
軽

い
方
の
色
に
な
っ
た
」「
質
量
は
同
じ
で
も
、

水
溶
液
の
種
類
に
よ
っ
て
一
つ
ひ
と
つ
の
粒

子
の
質
量
は
異
な
り
、
数
も
変
わ
る
の
か
と

思
っ
た
」
と
い
っ
た
考
察
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
つ
の
実
験
を
通
じ
て
、
物
質
の
量
を
表

す
概
念
が
質
量
以
外
に
も
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
せ
る
と
と
も
に
、
中
学
校
で
学
ん
だ
物
質

の
モ
デ
ル
図
を
見
せ
て
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ

の
粒
子
が
同
じ
質
量
で
は
な
い
こ
と
を
生
徒

に
説
明
し
ま
し
た
。
す
る
と
生
徒
は
、「
質

量
＝
粒
子
の
数
」
で
は
な
い
こ
と
に
納
得
し
、

粒
子
の
数
を
表
す
物
質
量
と
い
う
新
し
い
概

念
に
到
達
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
１
時
間
を
か
け
て
新
し
い
概
念

に
触
れ
た
上
で
、
４
〜
６
時
間
目
は
物
質
量

や
溶
液
の
濃
度
に
つ
い
て
学
び
、
７
時
間
目

は
「
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
４・
２
ｇ
を
十

分
加
熱
す
る
と
、
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
何
ｇ

生
成
す
る
か
」
と
、
物
質
量
と
質
量
に
関
す

る
問
題
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。
化
学
反
応

の
量
的
関
係
で
は
質
量
で
は
な
く
、
粒
子
の

数
、
す
な
わ
ち
物
質
量
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

　
生
徒
は
そ
れ
ま
で
の
授
業
で
物
質
量
に
つ

い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
中
学
校
ま
で
の

授
業
で
化
学
反
応
を
質
量
で
捉
え
る
意
識
が ※学校資料を基に編集部で作成。

単元：物質の変化とその利用　物質量と化学反応式

● 単元計画
時数 内容 評価の観点

１〜２ 相対質量、原子量・分子量・式量について 知・技

３ 探究活動１　同じ質量パーセント濃度の酸と塩基の反応（単元びらき） 思・判・表

４ 物質量、溶液の濃度について 知・技

５ 物質量のまとめ 知・技

６ 同じ質量パーセント濃度の酸と塩基の反応の振り返り 主

７〜８
探究活動２　炭酸水素ナトリウムの熱分解（物質量から量的関係へ）

思・判・表
化学反応の量的関係について

９ 探究活動３　過不足のある化学反応の量的関係 主

10 化学反応式と量的関係のまとめ 主

知・技：知識・技能、思・判・表：思考・判断・表現、主：主体的に学習に取り組む態度

● ３時間目の授業の流れ（ワークシートは図４を参照）

探究活動１　同じ質量パーセント濃度の酸と塩基の反応
目標　化学反応の量的関係における物質の量について、質量から物質量（粒子の数）の視点に

転換を図る
❶中学校の復習　既習事項である物質が中和する条件を確認。

❷学習課題　１％の酸と１％の塩基を同体積で混合するとどうなるか。

❸実験１　１％水酸化ナトリウム水溶液100㎖に、１%塩酸100㎖を混合すると、指示薬は何色
になるか予想させ、その理由を考えさせる。予想が終わったら溶液を混合。

❹実験２　１% 水酸化ナトリウム水溶液100㎖に、1 %硝酸 100㎖を混合すると、指示薬は何色
になるか予想させ、その理由を考えさせる，予想が終わったら溶液を混合。

❺結果と考察　実験１の溶液は黄色（酸性）、実験２の溶液は青色（塩基性）と、異なる結果が
得られる。なぜその結果になったのかを考察する。

　教師からの働きかけ（考察のポイント）
•１%の水溶液100㎖（１㎖=１gとする）に含まれる溶質（水酸化ナトリウム、塩酸、硝酸）

はすべて１g。＊溶液は正確に調整
•ちょうど中和するための条件、イオンモデル図を想起させる
•溶質の分子量・式量

❻全体確認　反応するのは溶質であること、反応の量的関係を考える時は、質量ではなく粒子
の数で考えること、反応は質量よりも粒子の数で考える方が都合がよいことから、新しい概念

（＝物質量）が必要であることを確認。

● 生徒の振り返り（抜粋）

今までは重さでいろいろなことを考えていたが、高校では粒子の数で考えていかないと
駄目だと分かった。２つの実験の結果について、自分の予想は合っていなかったが、間
違えた理由が分かった。もし次に同じような問題が出たら解けると思う。

中学校までの学習で、同じグラムだったら粒子の数も同じで、混ぜたら中性になると思っ
た。実験の結果は予想と違う色で驚いたけれど、面白かった。

図３  「化学基礎」単元計画と授業展開（例）　
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定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、誤
答
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
３
時
間

目
に
行
っ
た
実
験
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
と
こ

ろ
、「
そ
う
だ
っ
た
！
」と
い
っ
た
表
情
で
物

質
量
の
概
念
を
使
っ
て
考
え
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
に
、
生
徒
に
何
度
も
物
質
の
現

象
に
出
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
物
質
の
変
化
で

あ
る
マ
ク
ロ
の
視
点
と
粒
子
レ
ベ
ル
で
見
る

ミ
ク
ロ
の
視
点
を
往
還
し
、
新
た
な
概
念
を

獲
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　　
以
上
の
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
大

切
に
し
て
い
る
の
は
次
の
点
で
す
。

◎
学
び
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る

　
単
元
の
学
習
内
容
を
ど
う
す
れ
ば
生
徒
は

理
解
で
き
る
か
、
そ
の
思
考
の
流
れ
を
考
え

ま
す
。
１
時
間
の
授
業
で
理
解
に
至
ら
な
く

て
も
、
単
元
の
最
後
に
生
徒
に
「
分
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
と
思
っ

て
、
単
元
全
体
や
各
授
業
の
展
開
を
練
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
化
学
が
苦
手
な
生
徒
が
多

け
れ
ば
、
授
業
の
流
れ
は
同
じ
で
も
、
学
習

内
容
を
確
認
す
る
機
会
を
こ
ま
め
に
設
け
た

り
、
１
問
に
じ
っ
く
り
取
り
組
ん
だ
り
す
る

な
ど
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
　

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
思
考
の
過
程
を
残
せ

る
形
に
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。
生
徒
が
ど

こ
で
つ
ま
ず
い
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
随
時
そ
れ
を
授
業
改
善
に
生
か
し
て

い
ま
す
。

◎
単
元
導
入
時
に
探
究
的
な
活
動
を
実
施

　
取
り
上
げ
る
単
元
で
大
事
な
視
点
や
考
え

方
を
生
徒
に
意
識
さ
せ
る
た
め
の
探
究
的
な

活
動
を
、
単
元
の
導
入
時
に
１
時
間
を
か
け

て
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
大

事
な
視
点
や
考
え
方
に
生
徒
が
繰
り
返
し
出

合
う
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
演
習
問
題
に

取
り
組
む
時
間
も
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
学
習
内
容
に
軽
重
を
つ
け
た
り
、
学
ぶ

順
序
を
変
え
た
り
す
る
な
ど
、
単
元
計
画
を

綿
密
に
立
て
て
い
ま
す
。
　

◎
生
徒
が
考
え
る
場
面
を
つ
く
る

　
既
習
事
項
と
本
時
で
学
ぶ
内
容
を
踏
ま
え

た
問
い
を
出
し
、
生
徒
が
考
え
る
場
面
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
電
子
配
置
で
は
、

電
子
配
置
の
表
を
見
て
、
そ
の
規
則
性
を
考

え
る
問
い
を
出
し
ま
し
た
。
既
習
事
項
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
自
分
で
規
則
性

を
見
い
だ
す
こ
と
で
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を

期
待
し
ま
し
た
。

　
先
ほ
ど
紹
介
し
た
物
質
量
の
単
元
で
、
あ

る
生
徒
が
、「
モ
ル
っ
て
結
構
便
利
」
と
振

り
返
り
に
書
い
て
い
ま
し
た
。
物
質
量
の
必

要
性
を
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
の
言
葉
だ
と
思

う
と
、
物
質
の
現
象
に
出
合
わ
せ
、
そ
こ
で

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
に
マ

ク
ロ
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
で
考
え
る
指

導
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
、
化
学
の
原
理
や
法
則
、
概
念
が
理
解
で
き
て
い
な
け

れ
ば
解
け
な
い
問
題
ば
か
り
で
す
。
そ
の
た
め
、
中
核
的
な
概
念
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
お
い
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
生
徒
が
物
質
の
現
象
に
出
合
い
、
そ
れ
を
マ
ク
ロ
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
の

視
点
で
捉
え
る
こ
と
で
、
原
理
や
法
則
、
概
念
を
自
ら
獲
得
し
、

「
そ
う
か
」「
分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
次
々
と
上
が
る
よ
う

な
授
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今後の展望

　

※学校資料を基に編集部で作成。

生
徒
の
思
考
の
流
れ
に
沿
っ
て

問
い
や
実
験
を
設
計
す
る

図４  図３の３時間目の授業のワークシート

中学校までの学習内容
を確認

粒子の数に違いがあ
ることを意識させる
ような実験を実施

考察では、中和するた
めの条件や、分子量や
式量を思い出させるよ
うにしている

問いの答えは、生徒
が自分の考えを書く
形にしている

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」
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現
場
の
先
生
方
か
ら
、
現
行
の
学
習
指
導

要
領
の
理
念
に
は
共
感
し
つ
つ
も
、「
情
報

量
が
多
く
、
複
雑
」「
学
び
に
関
す
る
言
葉

が
複
数
あ
り
、
そ
の
関
係
性
な
ど
が
よ
く
分

か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善
が
進
み
や

す
い
よ
う
に
、「
○
○
な
学
び
」
と
い
っ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
は
増
や
さ
ず
、
学
習
指
導
要
領

の
目
標
・
内
容
の
構
造
化
を
一
層
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
資
質
・
能
力
の
柱
で
あ
る

「
知
識
・
技
能
」
と
「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
」
を
一
体
的
に
育
成
す
る
よ
う
な

授
業
を
、
先
生
方
が
よ
り
一
層
構
想
で
き
る

よ
う
に
、目
標
・
内
容
の
構
造
を
シ
ン
プ
ル
に

示
せ
な
い
か
、
中
教
審
で
議
論
し
て
い
ま
す
。

内
容
の
ま
と
ま
り
を
通
じ
て
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
中
核
的
な
概
念
等
を
軸
と
し
た
知
識
・

技
能
と
、
内
容
の
ま
と
ま
り
に
お
け
る
知
識・

技
能
を
総
合
的
に
使
い
こ
な
し
て
思
考
・
判

断
・
表
現
で
き
る
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に

身
に
つ
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
核

的
な
概
念
等
を
使
っ
て
問
題
の
解
決
に
取
り

組
む
よ
う
な
授
業
の
中
で
、「
知
識
・
技
能
」

と
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
を
一

体
的
に
、
よ
り
深
く
育
ん
で
い
く
イ
メ
ー
ジ

を
先
生
方
が
持
ち
や
す
く
す
る
こ
と
は
、
学

習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向
け
た
議
論
の

テ
ー
マ
と
し
て
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
核
的
な
概
念
等
を
中
心
に
し
た
質
の
高

い
、
深
い
学
び
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ
う

な
「
分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
学
習
指
導

要
領
」
と
し
て
、
私
は
中
教
審
の
教
育
課
程

企
画
特
別
部
会
で
２
つ
の
試
案
を
示
し
ま
し

た
。
図
１
は
そ
の
１
つ
で
、
内
容
知
の
タ
テ

の
体
系
性
を
優
先
し
て
学
習
指
導
要
領
の
構

造
化
を
試
み
た
も
の
で
す
。
数
学
や
理
科
、

地
理
歴
史
・
公
民
科
な
ど
、
内
容
の
体
系
性

が
強
く
、
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
学
習
活

動
に
特
色
が
あ
る
教
科
で
は
、
個
別
の
知
識

を
網
羅
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
中
核
的
な

概
念
等
の
理
解
を
ら
せ
ん
的
に
深
め
、
生
き

て
働
く
知
識
・
技
能
が
身
に
つ
く
授
業
づ
く

り
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
本
試
案
を

作
成
し
ま
し
た
。

学習指導要領の次期改訂の
方向性を理解するポイント

京都大学大学院 教育学研究科 准教授 
石井英

てる

真
まさ

中央教育審議会（以下、中教審）の教育課程企画特別部会では現在、学

習指導要領の次期改訂に向けた審議が進められている。主な審議事項の1

つとして、「質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指

導要領の在り方」が挙げられているが、その中の、本特集のテーマにも関

連する論点である「学習指導要領の一層の構造化」について、同部会委員

でもある石井英真・京都大学大学院教育学研究科准教授が解説する。

中
核
的
な
概
念
等
を
使
い
深
め
な
が
ら

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

Commentar y

※石井准教授のプロフィールはP.5に掲載。

資
質
・
能
力
を
一
体
的
に
育
む
授
業
を

一
層
構
想
で
き
る
よ
う
に
目
標
・
内
容
を
示
す
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学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
議
論
は
ま
だ
途

上
で
は
あ
り
ま
す
が
、
目
標
や
内
容
が
ど
の

よ
う
な
示
し
方
に
な
る
と
し
て
も
、「
知
識
・

技
能
」
と
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」

を
一
体
的
に
育
成
す
る
と
い
う
学
習
指
導
要

領
の
理
念
が
し
っ
か
り
と
先
生
方
に
伝
わ
る

も
の
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
授
業
や

学
び
の
デ
ザ
イ
ン
に
直
結
す
る
シ
ン
プ
ル
で

理
解
し
や
す
い
学
習
指
導
要
領
が
実
現
す
る

こ
と
で
、
深
め
ど
こ
ろ
に
時
間
を
か
け
た
り
、

学
習
指
導
要
領
を
教
師
と
生
徒
が
一
緒
に
眺

め
な
が
ら
、
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
つ

つ
、
中
核
的
な
概
念
等
の
大
き
な
ゴ
ー
ル
を

見
据
え
て
、
個
別
の
知
識
・
技
能
に
つ
い
て

は
自
分
に
合
っ
た
多
様
な
道
筋
で
学
習
を
進

め
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
授
業
づ
く
り
や
学
び
の
オ

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
る
学
習
指
導
要
領
と

い
う
視
点
で
も
、
今
後
の
改
訂
の
議
論
に
注

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
の
１
つ
で
あ
る

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
に
つ
い

て
も
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
整
理
・
構
造
化

す
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
行

の
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
学
び
に
向
か

う
力
、
人
間
性
等
」
に
対
し
て
は
、
抽
象
的

で
理
解
が
難
し
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
学
び
に
向
か
う
力
、
人

間
性
等
」
に
対
応
し
た
学
習
評
価
の
観
点
で

あ
る
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
評
価
・
評
定
す
る
こ

と
の
難
し
さ
や
望
ま
し
さ
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
調
査
か
ら

見
え
て
き
た
、
児
童
・
生
徒
の
課
題
の
１
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
る
「
ま
ず
考
え
て
み
る
こ

と
、
行
動
し
て
み
る
こ
と
」
等
を
「
学
び
に

向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
起
点
と
位
置
づ

け
、「
初
発
の
思
考
や
行
動
を
起
こ
す
力
・

好
奇
心
」「
学
び
の
主
体
的
な
調
整
」「
他
者

と
の
対
話
や
協
働
」「
学
び
を
方
向
づ
け
る

人
間
性
」
の
４
つ
の
要
素
が
今
後
の
整
理
イ

メ
ー
ジ
（
素
案
）
と
し
て
公
開
さ
れ
ま
し
た

（
P. 

22
図
２
）。

　「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
今

後
の
整
理
イ
メ
ー
ジ
（
素
案
）
は
、
学
び
や

活
動
を
「
対
象
」「
他
者
」「
自
己
」
の
３
軸

の
対
話
の
中
で
営
ま
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え

る
と
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。
教
科
書
を

※石井准教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

内容区分（例：中学校数学　数と式など）

中核的な概念（仮）

この内容のまとまりを通じて理解
してほしい主要な概念等を示す。

例：数の範囲を拡張することにより、
より広範な事象を一般的かつ明確に表
し、計算が能率的にできるようになる
ことを理解する。

中核的な方略（仮）

この内容のまとまりにおける知
識・技能を総合的に使いこなし
て、思考・判断・表現できる力
を示す。

例：数の範囲を拡張し、それらの
新たな数を用いて、日常生活や社
会における、より広範な問題を解
決することができる。

１
年
相
当

例：正の
数と負の
数

例：正の
数と負の
数の四則
計算

例：具体的な場
面で正の数と負
の数を用いて表
したり、処理し
たりすること

中核的な方略を発揮する上で必
要な要素となる思考力・判断力・
表現力等を示す。

例：既に学習した計算の方法と関
連づけて、拡張した数について四
則計算の方法を考察し、表現する。

例：様々な事象における問題解決
の場面において、新たに学んだ数
を活用して問題を解決することが
できる。

３
年
相
当

例：数の
平方根

例：数の
平方根を
含む簡単
な式の計
算

例：具体的な場
面で数の平方根
を用いて表した
り、処理したり
すること

（内容の取り扱い） 各教科の内容を学習する上での取り扱
い上の留意点等を示す。

中核的な概念を獲得し、思考・判断・
表現する上で必要となる知識・技能
を示す。

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」

図１ 学習指導要領の構造化　石井試案①

こうした理解に至る
ことに資する効果
的 な「 問 い 」 の 例
を別途何らかの形
で示してはどうか 
例：なぜその数は必
要なのか。どうすれ
ばうまく計算できる
か。

内容区分の中核的な
概念理解へと至るた
めに、個別の知識や
技能といった資質・
能力が統合・結集さ
れる。
個別の知識・技能の
習得順序に柔軟性が
生まれるよう、並列
的に記載する。

学年ごとの縛りを示
す場合も緩やかにす
る、学年ごとの区別
は設けずに一括で示
すなど、学年縛りを
緩める工夫をしては
どうか。

知とスキルを
結集・統合し
て、 知 識・ 技
能を総合的に
使いこなす力。
実践志向のプ
ロセスを追記。

知識・技能の系列 思考力・判断力・表現力等の系列

資質・能力の「一体的育成」の可視化

資
質
・
能
力
の
柱
ご
と
の
「
深
ま
り
」の
可
視
化

「
学
び
に
向
か
う
力
、人
間
性
等
」
を

よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

Point

2
児
童
・
生
徒
の
課
題
を
踏
ま
え
、

４
つ
の
要
素
で
整
理

 高校版  2025 July21

0-01-5-00010-001 2025 年度 VIEW next 高校版 7 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
2
念
校

06/25
下村

再
2
念
追

06/25
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-5-00010-001 2025 年度 VIEW next 高校版 7 月号 21 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
2
念
校

06/25
下村

再
2
念
追

06/25
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P020-023_view-next-koukou-7g.indd   21P020-023_view-next-koukou-7g.indd   21 2025/06/26   9:192025/06/26   9:19



読
ん
だ
り
、
他
者
と
協
働
し
て
考
え
た
り
、

考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
自
己
と
対
話
し
た
り

と
、
学
び
と
い
う
行
為
に
は
対
象
、
他
者
、

自
己
と
の
対
話
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
非
認
知

的
能
力
と
い
う
の
は
、
他
者
と
自
己
と
の
対

話
に
主
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

自
己
と
の
対
話
に
か
か
わ
る
粘
り
強
さ
や
自

己
調
整
の
力
は
、
対
象
や
他
者
と
の
対
話
も

含
む
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
作
用
に
お
い
て

発
揮
さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
、

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
が
、
生

徒
の
姿
と
と
も
に
、
よ
り
具
体
的
に
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
が
捉

え
や
す
く
な
っ
た
と
し
て
も
、「
初
発
の
思

考
や
行
動
を
起
こ
す
力
・
好
奇
心
」
を
始
め

と
す
る
４
つ
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
各
教
科・

科
目
で
個
別
に
評
価
・
評
定
す
る
必
要
は
な

い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
人
の
内
面
の
成

長
の
形
や
ペ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
、

教
師
が
目
標
と
し
て
意
識
す
る
だ
け
で
十
分

で
、
学
習
評
価
に
お
け
る
総
括
的
評
価
の
対

象
に
は
し
な
く
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
一
方
で
、「
初
発
の
思
考
や
行
動
を
起
こ

す
力
・
好
奇
心
」
な
ど
は
、
１
つ
の
教
科
・

科
目
の
中
だ
け
で
は
な
く
、「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」
な
ど
も
含
む
学
校
に
お
け
る
す

べ
て
の
学
び
で
見
取
り
、
育
て
て
い
く
も
の

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、「
学
び
に
向
か

う
力
、
人
間
性
等
」
を
４
つ
の
要
素
の
視
点

で
評
価
・
評
定
す
る
必
要
は
な
い
け
れ
ど
も
、

自
校
の
生
徒
集
団
の
傾
向
と
し
て
把
握
し
、

教
育
課
程
の
見
直
し
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評

価
の
材
料
と
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　「
初
発
の
思
考
や
行
動
を
起
こ
す
力
・
好

奇
心
」
を
起
点
と
す
る
４
つ
の
要
素
で
整
理

し
た
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
を

育
成
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
何
事
か
に
凝

る
経
験
、「
没
入
体
験
」
を
生
徒
に
保
障
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
対
象
に
没
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
い
と
答
え
の
距
離
も

長
く
な
り
、
そ
こ
で
様
々
な
考
え
や
人
な
ど

と
出
会
う
こ
と
で
人
と
し
て
変
化
・
成
長
し

ま
す
。
生
徒
が
自
分
に
と
っ
て
よ
き
学
び
の

対
象
と
出
合
い
、
没
入
し
て
い
け
る
よ
う
な

機
会
や
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
教
師
に
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
教
科
学
習
は
、
日
常
生
活
の
事
象
に
疑
問

を
抱
い
た
り
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
り
す

る
端
緒
に
な
り
ま
す
。
教
科
学
習
の
中
で
も

探
究
学
習
に
お
い
て
深
め
た
い
テ
ー
マ
や
課

題
と
の
出
合
い
が
生
ま
れ
得
る
の
で
あ
っ

て
、
引
っ
か
か
り
や
モ
ヤ
モ
ヤ
が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
て
く
る
よ
う
な
授
業
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
授
業
で
生
ま
れ
た
も
の
も
含
め
、
自

分
の
中
の
引
っ
か
か
り
や
モ
ヤ
モ
ヤ
に
探
究

学
習
で
向
き
合
い
、
没
入
し
て
い
け
ば
、
教

科
学
習
か
ら
探
究
学
習
を
も
経
由
し
て
、
生

徒
の
中
で
問
い
と
答
え
の
距
離
が
長
く
な

り
、
生
き
て
働
く
学
力
が
育
ま
れ
ま
す
。

　
探
究
学
習
で
は
、
課
題
の
設
定
、
情
報
の

収
集
、
整
理
・
分
析
、
ま
と
め
・
表
現
の
サ

イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
サ
イ
ク
ル
を
な
ぞ
る
こ
と
だ
け
に

陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
没
入
体
験
が
探
究

の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
探
究
学
習
の
中
で
、「
こ

の
ま
ま
放
っ
て
お
け
な
い
」「
も
っ
と
考
え

た
い
」
と
生
徒
が
没
入
す
れ
ば
、
サ
イ
ク
ル

は
お
の
ず
と
回
り
出
し
ま
す
し
、「
な
ぜ
私

は
こ
ん
な
に
夢
中
に
な
る
の
か
」
と
、
自
分

自
身
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
生
徒
の
進
路
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら

で
す
。

※中央教育審議会教育課程企画特別部会　論点資料④「学習指導要領の構造化を進めるに当たっ
ての諸論点」から抜粋して掲載。

教
科
学
習
で
端
緒
を
つ
か
み
、

探
究
学
習
で
と
こ
と
ん
没
入
す
る

図２ 学びに向かう力、人間性等の今後の整理イメージ（素案）

22 高校版  2025 July

0-01-5-00010-001 2025 年度 VIEW next 高校版 7 月号 22 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
2
念
校

06/25
下村

再
2
念
追

06/25
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P020-023_view-next-koukou-7g.indd   22P020-023_view-next-koukou-7g.indd   22 2025/06/26   9:192025/06/26   9:19



　本特集のテーマの「中核的な概念」にも関連する
論点である「学習指導要領の一層の構造化」につ
いて中央教育審議会の教育課程企画特別部会で議
論された際、あるデータが示されました。それは、
「1/2と1/3のどちらが大きいか」を答える問題の
正答率が小学５年生でも50％を下回ったというも
ので、同データの提供者の今井むつみ委員は「多
くの子どもたちが、分数や小数の概念的な理解が
できていない」と指摘されていました（＊）。そのデ
ータに衝撃を受けつつも、私も小学生時代、同様の状況にあったため、共
感に似た気持ちを抱きました。具体的には、割合の単元で学習する「もと
にする量を“１”とする」ということがどうしても理解できず、特に文章
題にはことごとくつまずきました。しかし、数学の学習を進める中で割
合の概念が身につくと、それまで分からなかった割合に関連する問題が
一気に解けるように。まさに私の中での学力の壁を突破した瞬間でした。
　では、そうした中核的な概念をなぜ身につけられたのか。それは、実
践事例に登場した３人の先生方も共通しておっしゃっていたように、中
核的な概念は教えられるだけでは身につきづらいものであり、様々な場
面で繰り返し使う中で身についていくものだからだと考えます。そのた
め、指導計画の作成や授業設計の際には、「生徒が中核的な概念を使う
ような場面を設定する」ことが今後一層教師に求められると思われます。
そしてその具体的なポイントの１つが、京都大学の石井英真准教授が挙
げられていた「答えまでの距離が長い問いを設定する」ことです。
　さらに石井准教授は、教科の授業でのそうした問いをきっかけに、生
徒の中にもっと深めたいテーマや課題が生まれ、それが探究学習につな
がるともおっしゃっていました。そのような探究学習であれば生徒は没
入し、やがて「なぜ私はこのテーマにこんなに夢中になるのか」と自分
自身について考えるようになり、将来の進路にもつながっていきます。
　以上のように考えると、これからの教育活動は、「教科学習」と「探究
学習」、そして「進路学習」を一体的に捉えて進めることが一層重要にな

ると思われます。そこで教師に求
められるのは、石井准教授が指摘
されていたように、生徒のちょっ
とした疑問や好奇心を肯定的に受
け止め、生徒とともに面白がるこ
とです。そうして認められた経験
が生徒に初発の行動を起こさせ、
その結果、できることが増えたり、
視野が広がったりする中で成長実
感が得られ、それが次の行動につ
ながるという好循環が生まれるの
ではないでしょうか（図３）。

　探
究
学
習
で
「
も
っ
と
考
え
た
い
」
と
没

入
し
た
時
は
、
生
徒
が
自
分
自
身
を
見
つ
め

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
実
際
、
探
究
学
習
に
力

を
入
れ
て
い
る
高
校
で
は
、「
な
ぜ
こ
の
テ

ー
マ
に
関
心
が
あ
る
の
か
」「
こ
の
テ
ー
マ

に
関
心
が
あ
る
君
は
何
者
な
の
か
」
と
い
っ

た
こ
と
を
生
徒
に
問
い
か
け
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
、
高
校
で
探
究

学
習
に
取
り
組
む
意
義
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。
教
科
学
習
等
で
見
つ
け
た
引
っ
か
か
り

や
モ
ヤ
モ
ヤ
に
、
探
究
学
習
で
と
こ
と
ん
没

入
し
、
そ
し
て
「
な
ぜ
私
は
…
…
」
と
自
分

に
向
き
合
う
。
教
科
学
習
と
探
究
学
習
を
経

て
、
生
徒
は
自
分
の
人
生
に
向
き
合
っ
て
い

く
の
で
す
。

　生
徒
が
没
入
体
験
を
味
わ
え
る
よ
う
、
現

場
の
先
生
方
に
は
ぜ
ひ
、
生
徒
の
ち
ょ
っ
と

し
た
疑
問
、
好
奇
心
を
面
白
が
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。
大
人
か
ら
見
た
ら
さ
さ

い
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
が
引
っ
か
か

り
や
モ
ヤ
モ
ヤ
に
出
合
っ
た
こ
と
を
肯
定
的

に
受
け
止
め
、「
確
か
に
そ
れ
は
面
白
い
ね
」

な
ど
と
声
を
か
け
れ
ば
、
生
徒
は
「
先
生
は

自
分
の
こ
と
を
見
て
く
れ
て
い
る
」
と
安
心

も
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
探
究
学
習

に
没
入
し
て
、
そ
の
生
徒
な
り
に
視
野
が
広

が
っ
た
り
、
何
か
を
乗
り
越
え
た
達
成
感
を

味
わ
え
た
り
す
れ
ば
、
前
向
き
に
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
あ
り
方
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
教
科
学
習
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
め
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
生
徒
の

変
容
は
、
学
び
に
向
か
う
力
や
人
間
性
等
の

高
ま
り
そ
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊2025年２月17日 中央教育審議会教育課程企画特別部会資料１ー１。

特集　どうすれば知識は生きて働くのか？　その鍵を握る 「中核的な概念」

没
入
体
験
へ
と
生
徒
を
誘
う

教
師
の
か
か
わ
り
と
は
？

図３ 教育活動の好循環

できることが増える
視野が広がる
成長実感を得る

行動する

教科 探究 進路

認められる経験をする
自分と社会のつながりを知る
自分が生かせる進路を見つける

「教科学習」「探究学習」「進路学習」を
一体的に捉えて推進する教育活動が一層重要に

本特集を振り返って

 編集部
統括責任者

柏木崇
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　化学に限らず、数学や物理などの理数系の教科・科目では、公式や定理を暗記し、それに数値
を代入して答えを出せばよいと考えている生徒は少なくありません。理数系の教科・科目を学ぶ
楽しさは、事物・事象について「なぜ」と疑問を持ち、それを解消する切り口を自分で見つけた
り、公式そのものを導き出したりすることにあると思っています。なぜそうなるのかをとことん考
え、何が理解できていないのかを探る。そうしたプロセスを通じて得られた成功や失敗の経験は、
大学進学後や社会でも必ず役に立ちます。考えることを楽しみ、自ら学ぶ力を持った生徒を育て
るために、日々、よりよい授業づくりに取り組んでいます。

化
学

茨城県・私立土浦日本大学高校

星野恵美子　ほしの・えみこ

同校に赴任して17年目。理科（化学）。

◎設立　1963（昭和 38）年　◎形態　全日制・通信制／
普通科／共学　◎生徒数（全日制）　1学年約 590人　
◎2024年度卒業生進路実績（全日制）　国公立大は、北
海道大、東北大、筑波大、千葉大、東京科学大、大阪大
などに89人が合格。私立大は、青山学院大、学習院大、
慶應義塾大、国際基督教大、上智大、東京理科大、日本大、
立教大、早稲田大などに延べ1,314人が合格。

学
校
概
要

「
な
ぜ
」「
ど
う
し
て
」と
繰
り
返
し
問
い
か
け
、

根
拠
を
持
っ
て
考
え
る
力
を
育
む

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践
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本
時
の
概
要

生徒は教科書の、ルシャトリエの原理について書かれたペー
ジを３分間黙読した。生徒が読み終えると星野先生は、生徒
に教科書を伏せさせて、読んだ内容を生徒間で説明し合わせ
た。その後、本時の目標が ｢平衡移動について、平衡定数や
エンタルピーを用いて理論的に説明できるようになること」
だと説明した。

生徒同士で自由にグループを組み、１問ずつ、自分の解答を
説明し合った。１問目の濃度の問題について生徒が確認し終
わったタイミングで、星野先生は「水素を除くとどちらに移
動する？」などと生徒全体に問いかけ、生徒が答えると、そ
れに対して「どうして？」「なぜそう考えたの？」と、答えの
根拠を求めた。２問目の圧力の問題も同様の手順で進めた。

生徒は教科書を伏せたまま、プリントに記載されている４つ
の問題（濃度・圧力・温度・触媒のそれぞれの条件において、
条件を変えた場合の平衡移動について答える問題）に個人で
取り組んだ。星野先生は机間指導をして、生徒が既習の平衡
定数と新出のルシャトリエの原理を活用できているかを見取
り、必要に応じてヒントとなる数式を黒板に書いた。

３問目の温度の問題では、星野先生は生徒とやり取りする過
程で、生徒の誤った考えをそのまま用いて板書した。その上で、
生徒に「これでよいかな？」と問いかけると、多くの生徒が
誤りに気づき、指摘した。４問目の触媒の問題では、星野先
生は生徒にグラフを描かせ、それを基に解説。そして、次時
に扱うアンモニアの工業的製法にも活用する知識だと伝えた。

本時のキー課題

授業リポート

教科書を黙読、本時の目標を提示1

生徒間で答えを説明し合う①3

個人で問題に取り組む2

生徒間で答えを説明し合う②4

［対象］３年生
［教科・科目］理科・化学
［単元］物質の変化と平衡
［単元目標］平衡定数を求め、平衡移動も平衡定数から考えることが
できるようにし、アンモニアの工業的製法の条件を考える
［授業時数］全12時間のうちの５時間目
［本時の目標］平衡移動について、平衡定数やエンタルピーを用いて
説明することができる

22分間18分間

6分間

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW 
next ONLINE』でご覧いただけます。
https://view-next.benesse.jp/
view/cat/bkn-hs/
または右の２次元コードか
らアクセスしてください。

DOWN
L O A D

4分間

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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授
業
で
は
、
最
初
に
教
科
書
の
本
時
で

扱
う
ペ
ー
ジ
を
生
徒
に
読
ま
せ
た
後
、
教

科
書
を
伏
せ
さ
せ
て
、
読
ん
だ
内
容
や
取

り
組
ん
だ
問
題
の
答
え
を
生
徒
間
で
説
明

し
合
う
活
動
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
生
徒
は

教
科
書
を
読
め
ば
内
容
を
理
解
し
た
気
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
そ
の
内
容
を

他
者
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
な
か
な

か
う
ま
く
で
き
な
い
も
の
で
す
。
対
話
を

通
じ
て
、
理
解
が
不
十
分
な
こ
と
に
気
づ

か
せ
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
で
、
使
え
る
知
識

に
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
生
徒
に
「
な
ぜ
」
と
問
い
か
け
る
こ
と

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
本
時
は
、

濃
度
変
化
と
平
衡
移
動
の
問
題
で
、「
な

ぜ
平
衡
定
数
Ｋ
の
値
が
大
き
く
な
る
？
」

「
大
き
く
な
る
と
ど
う
な
る
？
」
な
ど
と

問
い
か
け
て
、
生
徒
が
答
え
の
根
拠
を
突

き
詰
め
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
私
と
の
対
話
を
通
じ
て
、

生
徒
が
疑
問
を
解
消
す
る
面
白
さ
を
感
じ

　「
知
識・技
能
」
と
「
思
考・判
断・表
現
」

の
総
括
的
評
価
は
、
単
元
末
テ
ス
ト
と
定

期
考
査
を
材
料
に
行
っ
て
い
ま
す
。「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
は
、
宿

題
と
し
て
課
す
副
教
材
の
取
り
組
み
状
況

を
評
価
材
料
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
答
え
を
写
さ
ず
自
分
の
言
葉
で
記
述

し
て
い
る
か
、
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
で
き
て

い
る
か
と
い
っ
た
点
を
評
価
し
ま
す
。
教

科
書
に
書
か
れ
て
い
る
解
き
方
と
異
な
っ

て
い
て
も
、
答
え
が
正
し
け
れ
ば
理
解
で

き
て
い
る
と
判
断
し
て
評
価
し
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　
ま
た
、
問
題
の
取
り
組
み
状
況
や
生
徒

間
で
説
明
し
て
い
る
内
容
な
ど
か
ら
、
生

徒
の
理
解
度
や
つ
ま
ず
い
て
い
る
点
を
把

握
し
て
い
ま
す
。本
時
も
行
っ
た
よ
う
に
、

意
図
的
に
誤
っ
た
内
容
を
板
書
し
て
、
生

徒
が
理
解
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
難
易
度
が
高
い
問
題
の
場
合
、
生
徒
が

段
階
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
ヒ
ン
ト
を

る
と
と
も
に
、
根
拠
を
持
っ
て
論
理
的
に

述
べ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
経
験
的

に
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
圧
力
変
化
と
平
衡
移
動
の
問
題（
図
１
）

で
は
、生
徒
は
平
衡
定
数
を
用
い
た
考
え

方
を
う
ま
く
使
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

反
応
物
・
生
成
物
の
分
圧
に
つ
い
て
問
い

か
け
て
も
、答
え
に
窮
す
る
生
徒
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
解
き
方
の
ヒ
ン

ト
と
し
て
、粒
子
の
増
減
と
い
う
別
の
視

点
を
示
し
ま
し
た
。生
徒
は
１
つ
の
解
き

方
を
覚
え
る
と
、そ
れ
に
と
ら
わ
れ
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。答
え
に
至
る
ア
プ
ロ
ー

チ
は
多
様
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、柔
軟
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
理
解
し
づ
ら
か
っ
た
部
分
が
あ
っ

た
場
合
は
、
次
の
ク
ラ
ス
の
授
業
で
は
ヒ

ン
ト
を
細
か
く
出
す
な
ど
、
す
ぐ
に
生
徒

の
反
応
を
指
導
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

同
じ
単
元
の
授
業
で
も
、
ク
ラ
ス
に
よ
っ

て
理
解
度
は
様
々
で
す
。
ヒ
ン
ト
の
出
し

方
や
発
問
の
内
容
、
授
業
展
開
を
柔
軟
に

変
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

本時の問題（抜粋）図１

※学校資料を基に編集部で作成。

副教材に取り組んだ生徒のノート（例）図２

星野先生は、副教材に取り組んだ生徒のノートを確認し、解き方などについてのコメントを
記入して返却している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学校資料を抜粋して掲載。

圧力変化と平衡移動
平衡定数Ｋより、どちらに反応が進み、新たな平衡状態
となるか考えてみよう！　ただし、固体は圧力の影響を
ほとんど受けないため、固体は除いて考える。

（例）赤褐色の二酸化窒素と無色の四酸化二窒素が平
衡状態にある時、温度一定で以下の操作を加えた場合、
それぞれどのような変化が起こるか。

①加圧して体積を半分にした

②減圧して体積を２倍にした

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

学
ん
だ
知
識
を

自
分
の
も
の
に
で
き
る
よ
う
、

対
話
を
通
じ
て
思
考
を
促
す

学
習
評
価
の
工
夫

教
師
の
問
い
か
け
に

対
す
る
生
徒
の
反
応
を

授
業
改
善
に
生
か
す
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３
年
前
に
対
話
型
授
業
を
始
め
て
か

ら
、生
徒
か
ら
の
質
問
が
徐
々
に
増
え
、

定
期
考
査
で
基
準
点
を
下
回
る
生
徒
が
減

り
ま
し
た
。
３
年
生
に
実
施
し
た「
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」（
＊
１
）の
学
習
状
況

リ
サ
ー
チ
で
は
、「
重
要
な
と
こ
ろ
が
ど
こ

か
を
考
え
て
学
習
し
て
い
る
」の
肯
定
率

（
＊
２
）が
28
・
６
％
と
、１
年
前
の
14
・
３

％
よ
り
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
私
は
授
業

中
、「
筋
道
を
立
て
て
考
え
、
論
理
的
に
理

解
し
よ
う
」と
何
度
も
伝
え
て
い
ま
す
が
、

生
徒
が
そ
れ
を「
数
学
や
物
理
で
も
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
言
っ
て
く
れ
た

こ
と
は
、何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
後
は
、
生
徒
に
作
問
に
取
り
組
ま
せ

る
こ
と
を
構
想
し
て
い
ま
す
。
作
問
を
通

じ
て
、
知
識
が
よ
り
定
着
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
し
、
出
題
者
の
視
点
で
問
題

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

問
題
の
本
質
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　化学の授業で実験をする場合は、教科書に書かれて

いる事物・事象を再現する検証実験が多いと思いま

す。それは学んだ知識を定着させやすいといった点で

有意義なものですが、結果が分かっている実験だけで

は化学の面白さを味わえないと考え、実験結果から理

論や法則を導き出す探究的な実験も行うようにしてい

ます。

　例えば、イオン化傾向の単元は、どの金属が陽イオ

ンになりやすいのかを覚えることが学習の中心になり

がちです。そこで、イオン化傾向が何に役立つのか、

ほかの知識とどのように結びつくのかを生徒が実感で

きるよう、教科書の内容を学ぶ前に次のような実験を

行っています（右図）。

　ナトリウム、マグネシウム、亜鉛、銅など、複数の

金属片を用意して、冷水や沸騰水、酸との反応を調べ

ます。まず、金属片を冷水に入れ、反応するものがな

いかを観察します。次に、反応しなかった金属片を沸

騰水に入れて、同様に観察します。それでも反応しな

かった金属片は、塩酸、濃硝酸との反応を調べます。

その結果、ナトリウムは冷水に、マグネシウムは沸騰

水に、亜鉛は塩酸に、銅は濃硝酸に反応することが分

かります。最後に実験の結果をまとめて、金属を陽イ

オンになりやすい順、すなわちイオン化傾向が大きい

順に並べます。

　反応する金属と溶液の組み合わせはもちろん、反応

しない組み合わせも含めて、自らの手と目でイオン化

傾向の大小を確かめることで、教科書に書かれている

イオン化列を体感的に理解できるようになります。ま

た、化学電池につながる硫酸銅（Ⅱ）水溶液と亜鉛の実

験も同時に行うことで、電池と電気分解や無機化学、

酸化・還元など、イオン化傾向と関連の強い単元も理

解しやすくなると考えています。

　探究的な実験は想定していた結果が出ず、実験方法

を試行錯誤する場合もあります。失敗の原因を考え、

改善する経験は、大学進学後や社会に出た後も必ず生

きると信じています。

■単元「イオン化傾向」で実施した実験のプリント（抜粋）

※学校資料を抜粋して掲載。

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

化
学
で
の
学
び
を

他
教
科
で
の
学
び
に

生
か
す
生
徒
た
ち

探究的な実験で知識を体感的に理解

＊１　ベネッセが提供する学力と学習状況のアセスメント。　＊２　「とてもあてはまる」と回答した割合。
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＊　段階的直接法と言われる、母語を使わず、易しい表現から段階的にレベルを高めていく外国語の教授法。

2017 年４月号に掲載した三原先
生の記事は、ウェブサイト『VIEW 
next ONLINE』でご覧いただけま
す。https://view-next.benesse.
jp/view_section/bkn-hs/article 
06169/　または下記の２次元コー
ドからアクセスしてください。

2017年４月号に登場

　本校は以前から、生徒の英語の運用力を高めるために、ＧＤＭ（Graded Direct Method ＊）をベー
スとした授業を行っています。私との英語によるやり取りを通して、生徒は自分の言葉として英語
を使う力を着実に身につけているという手応えがありました。ただ、エッセーなどの自由度の高い
課題になると、生徒の手が止まりがちでした。その理由は、英語力というより、言語能力や思考力
などが十分に育っていないからではないかと考えました。そこで、生徒が目的意識を持って英語を
使いながら、言語能力や思考力などを磨いていく活動を授業に取り入れました。英語に関する知識・
技能を身につけながら、世界の様々なことについて知り、自分の考えを深めていく課題を出し、そ
の成果を、英語での発表やプレゼンテーション、英語のエッセーの作成などを通して、自分の言葉
で表現する力を育むことを目指しています。

生
徒
が
世
界
に
目
を
向
け
、

自
分
で
考
え
る
場
を
設
け
る
た
め
、

「
英
語
で
学
ぶ
」授
業
に
転
換

愛知県・私立
名古屋経済大学市

いちむら

邨中学校・高校

三原美樹　みはら・みき

同校に赴任して19 年目。英語科。

◎設立　1907（明治 40）年　◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 430人　
◎2024 年度卒業生進路実績　国公立大は、帯広畜産大、筑
波大、静岡大、愛知教育大、愛知県立大、叡啓大に７人が合格。
私立大は、青山学院大、駒澤大、法政大、立教大、名古屋経済大、
南山大、名城大、同志社大、立命館大などに延べ 380人が合格。

学
校
概
要

英
語 読者から反響があった

授業実践の今を追う

授 業 実 践

ブラッシュアップ
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本時のキー課題

本
時
の
概
要

授業リポート

［対象］１年生　［教科・科目］英語・英語コミュニケーションⅠ
［単元］『Friedrich “Benches”』by Hans Peter Richter
［単元目標］英語を駆使して思いを伝えられるようになり、高次思考
力を身につける。社会につながる行動に結びつけ、人間的に成長する。
［授業時数］全 12 時間のうちの７・８時間目
［本時の目標］英語劇による発表を通して、物語から考えたことを表現する。

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

三原先生は授業の冒頭、 “What’s the purpose of learning English?”と生徒に
問いかけた。生徒からは、「いろいろな国の文化を学ぶ」「興味・関心を広げ
る」といった声が上がった。続けて、本時に行う英語劇による発表の目的を
考えさせた上で、“To know the world. To have your own opinion. To create, 
express, share it with others.” と、活動の方向性を示した。

活動の振り返り3 10分間
全グループが披露した後、生徒は椅子を円形に並べて座った。三原先生は、

「劇を創作して、また、演じてみてどのようなことを感じたか、気づきや学び
を出し合おう」と呼びかけた。生徒からは、「どうすれば差別が根絶するかを
考えさせられた」「現代のイスラエルとパレスチナの問題について学びたいと
思った」といった声が上がった。

保護者、教育関係者からの講評4 5分間
本時の授業には、保護者や教育関係者が招かれていた。保護者は、「高校に入
学してまだ２か月だが、立派に英語劇をやっていたので驚いた」などと感想
を述べた。教育関係者は、「英語の技能を学びながら、社会で生きる力が育っ
ていると感じた」と講評した。

本時のねらいを説明1 5分間

生徒が前時までの３時間をかけて準備してきた、短編小説『フリードリヒ“ベ
ンチ”』（あらすじは P.30 図１を参照）を題材に創作した英語劇を、５つの
グループが順番に披露した。１年後に２人が再会した物語の劇や、ユダヤ人
迫害の歴史的背景を解説する劇、特定の血液型が差別される架空社会を描い
た劇など、どれも生徒のオリジナリティーにあふれていた。演劇後、生徒はルー
ブリックに沿って各グループの評価を端末に入力した。

生徒が主体となり、他者と協働しながら、答えが１つではない
課題に取り組む活動としています。本単元では、台本を書く際に、物語の
続きでもよいし、歴史や宗教をテーマにしてもよいと、生徒に話しました。

改善点

授業は、できるだけ英語を使って生徒と対話をするこ
とで、生徒が英語で考え、表現する場になるよう心がけています。

継続している点

５つのグループが英語劇を披露2 80分間

一方で、「英語を学ぶ」授業から「英語で学ぶ」授業へと大きく
転換しました。本単元では、英語劇の創作を取り入れ、歴史や宗教、差別
といったテーマについて深く考え、自分の意見を表現する過程を通して、
英語力とともに、言語能力や思考力などを育むことを目標としました。

改善点
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　英
語
の
運
用
力
に
と
ど
ま
ら
ず
、
英
語

で
自
分
の
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
力
を
育

み
た
い
と
考
え
、
英
語
を
使
う
活
動
が
中

心
の
授
業
に
転
換
し
ま
し
た
（
コ
ラ
ム
参

照
）。
本
単
元
は
、生
徒
が
短
編
小
説
『
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
〝
ベ
ン
チ
〟』（
図
１
）
を
英

文
で
読
み
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
基
に
、
グ
ル
ー
プ
で
英
語
劇
を
創
り
、

披
露
す
る
活
動
と
し
ま
し
た
（
図
２
）。

本
書
を
題
材
に
し
た
の
は
、歴
史
や
宗
教
、

差
別
な
ど
が
絡
み
合
う
、
心
を
揺
さ
ぶ
る

物
語
で
あ
り
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促
す

と
考
え
た
か
ら
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

を
育
む
「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
」

を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
生

徒
が
社
会
に
広
く
目
を
向
け
て
様
々
な
こ

と
を
考
え
ら
れ
る
題
材
を
選
ぶ
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　創
作
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
、
単
語
の

確
認
な
ど
は
予
習
と
し
、
1
〜
3
時
間
目

は
、
音
読
や
内
容
確
認
、
単
語
テ
ス
ト
な

ど
を
通
し
て
、
物
語
の
理
解
を
じ
っ
く
り

と
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　4
〜
6
時
間
目
は
、
グ
ル
ー
プ
で
英
語

劇
の
創
作
と
練
習
を
行
う
時
間
と
し
ま
し

た
。
私
は
、「
何
で
も
よ
い
か
ら
ア
イ
デ

ア
を
出
そ
う
」
な
ど
と
声
を
か
け
、
生
徒

が
グ
ル
ー
プ
内
で
安
心
し
て
発
言
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。
そ
う
し
て

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
さ
を
発
揮

す
る
中
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
見

つ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　授
業
時
間
内
に
準
備
が
終
わ
ら
な
か
っ

た
グ
ル
ー
プ
は
放
課
後
、
自
主
的
に
集
ま

り
、
セ
リ
フ
の
英
文
を
手
直
し
し
た
り
、

練
習
の
姿
を
動
画
で
撮
影
し
て
チ
ェ
ッ
ク

し
た
り
す
る
な
ど
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
主
体
的
に
活
動
し
た
成
果
は

本
番
の
英
語
劇
に
表
れ
、
ど
の
グ
ル
ー
プ

の
劇
も
創
造
性
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　本
単
元
で
の
学
び
を

社
会
に
つ
な
げ
る
実
践

と
し
て
、
本
書
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
発
信
す
る

「
放
課
後Cafe

イ
ベ
ン

ト
」
を
校
内
で
実
施
し

ま
す
。
次
時
は
、
そ
の

ア
イ
デ
ア
出
し
や
運
営

に
関
す
る
話
し
合
い
を

行
い
ま
す
。
そ
し
て
単

元
の
最
後
に
は
、
本
単

元
の
活
動
を
通
し
て
気

づ
い
た
こ
と
や
考
え
た

′

こ
と
を
ま
と
め
る
エ
ッ
セ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
に
取
り
組
み
、
言
語
能
力
や
思
考
力
の

育
成
に
つ
な
げ
ま
す
。

　本
校
は
定
期
考
査
を
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。
授
業
内
で
行
う
テ
ス
ト
や
活
動
な
ど

を
評
価
材
料
と
し
て
い
ま
す
。

　本
単
元
で
は
単
語
テ
ス
ト
や
音
読
、
文

章
読
解
な
ど
を
評
価
材
料
に
し
て「
知
識・

技
能
」
を
評
価
し
ま
す
。「
思
考
・
判
断
・

表
現
」
は
自
由
記
述
に
よ
る
内
容
理
解
テ

ス
ト
、
英
語
劇
の
ア
イ
デ
ア
出
し
や
台
本

づ
く
り
、
発
表
、
単
元
末
の
エ
ッ
セ
ー
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
総
合

的
に
評
価
し
ま
す
。
発
表
や
エ
ッ
セ
ー
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

提
示
し
、
形
成
的
評
価
と
し
て
相
互
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

　「主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

は
、
英
語
劇
へ
の
取
り
組
み
の
様
子
や
振

り
返
り
シ
ー
ト
の
記
述
な
ど
を
基
に
評
価

し
ま
す
。
振
り
返
り
シ
ー
ト
は
、
毎
授
業

『Friedrich “Benches”』あらすじ図 1

ナチス・ドイツによるユダヤ人迫害を背景
とした短編小説。ユダヤ人の少年フリード
リヒは、ドイツ人の少女ヘルガと親しくな
る。ある日、公園でフリードリヒが「ユダ
ヤ人専用」と書かれたベンチにしか座れ
ないことを知ったヘルガは、次に会う時は
ベンチのない森へ行こうと提案する。しか
し、フリードリヒは、ユダヤ人の自分と会
うことでヘルガに危害が及ぶことを恐れ、
約束の場所に行かなかった。

「Friedrich “Benches”」単元構成図２

時数 育成したい力 内容

１〜３
低次思考力、
高次思考力

物語の内容読解
• 読解テスト、単語テスト、音読テスト
• 物語からオープンクエスチョン
• 関連情報リサーチ＆共有、意見

４〜６ 高次思考力

英語劇の創作・練習 
• 少女ヘルガの視点からこの物語を書
く、物語の続きを書く、互いへの手紙を
想像して書く　など、自由に創造

７・８ 高次思考力 英語劇を披露

９・10

高次思考力、
社 会 につな
げる 行 動を
起こす

「放課後 Cafe′イベント」の開催に向けて
•イベントで伝えたいことをチラシにして

クラスで共有 （映画上映会、講演会、
ブッククラブ、 ワークショップなど） 

•クラスでイベント内容を決める
•日時を調整し、イベントを実施

11・12 高次思考力
ライティング 
•５パラグラフエッセー（型の導入）
•本単元での学びを英文でまとめる

※図１、図２ともに学校資料を基に編集部で作成。

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
の
心
を

揺
さ
ぶ
る
題
材
を
選
び
、

深
い
思
考
に
つ
な
げ
る

学
習
評
価
の
工
夫

振
り
返
り
を

毎
授
業
書
く
こ
と
で
、

次
時
の
目
標
を
持
た
せ
る
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後
に
「
前
時
の
設
定
課
題
の
達
成
度
」「
授

業
参
加
度
」
な
ど
を
自
己
評
価
し
、
自
分

が
で
き
た
こ
と
や
反
省
を
自
由
に
書
く
も

の
で
す
。
本
時
の
成
果
や
課
題
を
次
時
に

生
か
す
こ
と
で
、
学
び
に
連
続
性
を
持
た

せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
生
徒

は
い
つ
で
も
、
自
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
か
ら
本
校
の
評
価
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク

セ
ス
し
、
す
べ
て
の
評
価
項
目
に
つ
い
て

自
分
の
評
価
を
確
認
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

学
習
姿
勢
や
取
り
組
み
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
授
業
改
善
を
通
じ
て
、

多
く
の
生
徒
の
英
語
学
習
の
目
標
が
、「
英

語
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
か
ら
、

「
世
界
で
起
き
て
い
る
様
々
な
事
象
を
英

語
を
通
じ
て
学
び
、
自
分
の
意
見
を
持

つ
」
こ
と
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
卒
業
生
は
３
年
間
、
活

動
主
体
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
で
視
野
が

世
界
へ
と
大
き
く
広
が
り
、
そ
れ
が
進
路

選
択
に
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
分
で

学
び
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
生
徒
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
時
を
見
学
し

た
2
年
生
か
ら
、「
自
分
た
ち
も
英
語
劇

を
創
っ
て
披
露
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
難
し
い

題
材
に
つ
い
て
他
者
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
た
り
、
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
表

現
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
高
度
な
英
語

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
授
業

外
で
も
グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
っ
た
り
、
外

国
人
教
師
に
質
問
し
た
り
す
る
生
徒
が
増

え
、
英
語
力
も
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
私
の
今
後
の
課
題
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
や
翻
訳
機
能
な
ど

が
進
化
す
る
中
、
英
語
学
習
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
技
術
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
れ
ば
、
生
徒
が
英
語
を
よ
り
使
い
こ
な

す
上
で
の
支
援
と
な
る
の
か
、
模
索
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「高次思考力」を段階的に育てる単元デザイン

　英語の学習を通して、自分の視野を広げながら、思考

を深め、自分の意見を持ち、さらには利他的なマインド

を持って行動できる生徒になってほしい。そうした思

いから、国際バカロレア（ＩＢ）の研修などに参加して、

授業づくりに関して多く学んできました。そこで得た

視点は、現在の授業実践に大いに生かされています。

　その１つが、「ブルームのタキソノミー」と呼ばれ

る教育目標の分類法です（右図）。記憶・理解・応用

といった基礎的な思考（低次思考）から、分析・評価・

創造といったより高度な思考（高次思考）へと深める

ための枠組みを基に、単元内のどの授業でどのレベル

の思考力を育てるかを意識して単元構成を練っていま

す。例えば、語彙や文法の習得をした後には、自分の

考えを英語で表現したり、他者の意見を基に議論した

り、グループで協働して創作に取り組んだりする活動

を取り入れています。さらに、英語の授業での学びが

社会的な行動につながるよう、より高次の思考を引き

出す工夫をしています。本単元では、素材文の読解や

英語劇の創作を通じて考えたことを発信する放課後の

イベントを実施します。

　生徒が英語を使って考え、表現し、行動する経験を

積み重ねていくことで、英語の運用力に加え、言語能

力や思考力も着実に育っていくと感じています。

成
果
と
展
望

英
語
を
使
っ
て

学
ぶ
意
識
を
持
ち
、

世
界
に
視
野
を
広
げ
る
生
徒
た
ち

■ブルームのタキソノミー
創造

評価

分析

応用

理解

記憶

※学校資料に掲載されたフロリダ大学 CITT（Center for Instructional 
Technology and Training）の Bloom’s Taxonomy-Cognitive Domain

（2001）を基に編集部で作成。

ブラッシュアップ 授 業 実 践

高
次
の
学
習
・

認
知
ス
キ
ル

低
次
の
学
習
・

認
知
ス
キ
ル

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校
は
、
２
０
０
８
年
度
か
ら

地
域
の
課
題
を
題
材
と
す
る
探
究
学
習
「
夢
探
究
」
を

行
っ
て
い
る
。そ
の
実
践
は
探
究
学
習
の
先
進
事
例
と
し

て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、近
年
、一
部
の
生
徒

に
探
究
学
習
に
よ
る
疲
れ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
小
・
中
学
校
も
地
域
の
課
題
を
題
材
と
す
る
探
究

学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
、『
高
校
で
も
ま
た
地

域
の
課
題
？
』
な
ど
と
言
う
生
徒
が
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
生
徒
と
探
究
学
習
に
熱
心
な
生
徒
と
で
二
極
化

し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
が
う
ま
く
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」（
進
路
指
導
主
事
・
飯
野
卓す

ぐ
る

先
生
）

　
ま
た
、
長
く
実
践
す
る
中
で
、
地
域
の
課
題
に
と
ど

ま
ら
ず
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
探
究
学
習
に
発
展

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
同
校
に
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で

23
年
度
、
２
年
次
か
ら
の
選
択
制
と
す
る
「
地
域
共
創

科
」
を
新
設
。
同
科
の
探
究
学
習
は
、
１
人
１
テ
ー
マ

で
取
り
組
む
個
人
探
究
に
し
た
（
図
１
）。

　「
グ
ル
ー
プ
探
究
で
は
、『
観
光
客
を
増
や
す
』と
い
っ

た
、
よ
く
聞
く
テ
ー
マ
に
落
ち
着
き
が
ち
で
し
た
が
、

個
人
探
究
に
し
た
こ
と
で
、
生
徒
自
身
の
経
験
や
関
心

に
基
づ
い
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、『
菜
食
主
義
の
家
族
が
い
る
の
で
、
肉
の
流

通
に
関
す
る
問
題
点
を
調
べ
た
い
』
な
ど
、
そ
の
生
徒

だ
か
ら
こ
そ
深
め
ら
れ
る
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
地
域
共
創
科
主
任・吉
岡
裕ひ

ろ

司し

先
生
）

　
加
え
て
、
個
人
探
究
に
し
た
こ
と
で
、
自
分
が
動
か

な
け
れ
ば
前
に
進
ま
な
い
状
況
と
な
り
、
生
徒
は
よ
り

◉
自
分
の
経
験
や
関
心
を
基
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
個
人
探
究
に
取
り
組
む

◉
終
日
行
う
週
１
回
の
探
究
学
習
の
日
に
、
計
画
的
に
じ
っ
く
り
と
活
動
す
る

生徒の
転換点

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！

自
分
の
経
験
や
関
心
に

基
づ
い
た
個
人
探
究
で
、

新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
力
を
育
む

島
根
県
立
隠お

き岐
島ど

う
ぜ
ん前
高
校

Turning Point

探究学習の
個別化と

伴走体制の見直し

進
路
指
導
主
事

飯
野
卓 

い
い
の
・
す
ぐ
る

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
キ
ャ
リ
ア
教

育
部
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
）。

地
域
共
創
科
主
任

吉
岡
裕
司 

よ
し
お
か
・
ひ
ろ
し

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
生
徒
部
。
理

科
（
化
学
）。

そ
の
生
徒
だ
か
ら
こ
そ
深
め
ら
れ
る

テ
ー
マ
設
定
を
促
す

一
般
財
団
法
人
島
前
ふ
る
さ
と
魅
力
化

財
団
教
育
魅
力
化
事
業
部

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

原
周
右 

は
ら
・
し
ゅ
う
す
け

同
校
に
着
任
し
て
４
年
目
。

設
立

　
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年

　

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
地
域
共
創
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
50
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
弘
前
大
、

筑
波
大
、
金
沢
大
、
島
根
大
、
高
知
大
、
国
際
教
養
大
、
島
根

県
立
大
、
県
立
広
島
大
に
10
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
明
治
大
、
立
命

館
大
、
甲
南
大
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
な
ど
に
延
べ
34
人

が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
７
人
。
就
職
３
人
。

学校概要

生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。
探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。
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主
体
的
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
師
の
声
か
け

も
、
個
々
の
生
徒
に
一
層
寄
り
添
う
も
の
に
な
っ
た
。

　「『
あ
な
た
は
、隠
岐
諸
島
を
ど
ん
な
地
域
に
し
た
い

の
？
』
な
ど
と
、
本
人
に
直
接
働
き
か
け
る
声
か
け
を

し
て
い
ま
す
。生
徒
は
自
分
が
答
え
る
し
か
な
い
た
め
、

お
の
ず
と
思
考
は
深
ま
り
ま
す
」（
吉
岡
先
生
）

　
個
人
探
究
で
も
生
徒
間
で
相
談
や
協
力
が
気
軽
に

で
き
る
よ
う
、「
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
設
計
す
る
」「
人
間
関
係
の
構
築
に
重
点
を
置
く
」

な
ど
、
活
動
の
方
針
別
に
５
つ
の
ゼ
ミ
を
設
け
、
生
徒

は
い
ず
れ
か
の
ゼ
ミ
に
入
る
形
と
し
た
。
各
ゼ
ミ
に
は

教
師
１
人
と
非
常
勤
講
師
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
計

３
人
を
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
生
徒
に
問
い

か
け
、
一
緒
に
考
え
る
伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

３
人
体
制
に
す
る
こ
と
で
教
師
の
負
担
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
多
様
な
大
人
と
の
対
話
を
通
じ
て
視

野
を
広
げ
や
す
く
す
る
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
る
。

　
地
域
共
創
科
で
は
生
徒
の
活
動
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
、終
日
を
探
究
学
習
に
充
て
る
「
地
域
共
創
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

を
週
１
回
設
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
他
の
島
を
訪

れ
た
り
、
対
応
で
き
る
時
間
が
限
ら
れ
る
人
に
話
を
聞

き
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、
生
徒
の
計
画
実
行
力
も
養
わ
れ
て
い
っ
た
。

　「
１
日
６
時
間
も
探
究
学
習
に
取
り
組
め
る
と
な
る

と
、
事
前
に
活
動
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
生
徒
は
『
こ
の
日
ま
で
に
訪
問
の
準
備
を
す

る
』
と
い
っ
た
見
通
し
を
持
ち
、
活
動
計
画
を
細
か
く

立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
一
般
財
団
法
人
島
前

ふ
る
さ
と
魅
力
化
財
団
教
育
魅
力
化
事
業
部
高
校
魅
力

化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
原
周し

ゅ
う

右す
け

氏
）

　
そ
の
よ
う
な
体
制
で
探
究
学
習
を
進
め
る
中
で
、
以

前
よ
り
も
生
徒
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
格
段
に
深

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
、飯
野
先
生
は
語
る
。

　「
自
分
の
経
験
や
関
心
に
基
づ
い
て
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
い
る
た
め
、『
こ
の
人
に
会
い
た
い
』
と
い
っ
た

強
い
思
い
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
行
動
に
つ
な
が
り
、
出

会
い
や
学
び
の
機
会
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
」

　
そ
し
て
、
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
活
動
を
進
め
る
か

ら
こ
そ
、
探
究
学
習
が
自
分
事
化
し
て
い
く
と
い
う
。

　「
以
前
は
、
探
究
学
習
の
ゴ
ー
ル
を
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
や
発
表
と
捉
え
る
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
は
、
そ
の
先
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
価
値
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
図
２
）」（
原
氏
）

　
24
年
度
の
地
域
共
創
科
卒
業
生
20
人
の
う
ち
、14
人

が
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
進
路
を
選
ん
だ
。

　「
例
え
ば
、
海
洋
ゴ
ミ
に
つ
い
て
探
究
す
る
中
で
出

会
っ
た
大
学
教
授
の
下
で
研
究
し
た
い
と
、
そ
の
教
授

の
大
学
に
進
学
し
た
生
徒
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒

の
志
望
理
由
書
は
、『
自
分
の
言
葉
』
で
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、『
生
徒
が
自
分
の
持
ち
味
を
存

分
に
発
揮
で
き
て
い
る
か
』
と
い
う
視
点
を
常
に
持
っ

て
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
探
究
学
習
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
」（
飯
野
先
生
）

◉地域共創科
● １人１テーマとする個人探究を実施
　テーマを検討する際、教師は生徒一人ひとりに問いかけ、自分の経験や関心を

基に「どのような新しい価値を生み出したいか」を考えさせることを重視。そ
の結果、個別に設定したテーマに自分事として取り組むようになり、探究学習
の授業が終了した後も継続して活動する生徒が多く見られるようになった。

● 「地域共創DAY」を週１回設定
　終日（６時間）を探究学習に充てる日を週１回設定。長時間の調査や作業など
が可能になったことで、生徒の活動の幅が広がるとともに、じっくり取り組め
るようになった。

● 伴走体制の見直し
　１つのゼミに、教師と非常勤講師、一般財団法人島前ふるさと魅力化財団の高

校魅力化コーディネーターの計３人を配置。一緒に答えを探すという姿勢で生
徒に伴走する。探究学習の評価は、生徒自身の振り返りによる自己評価と、担
当教師の評価を組み合わせ、対話を通してすり合わせた上で行っている。

◉普通科
● 「教科」と「地域」をかけ合わせたテーマ設定
　2025年度から、教師が担当教科の専門性を生かし、「地域のよさを英語で表現
する」「地域の作物の栄養素を分析する」など、教科と地域を関連づけた多様
なテーマを提示。生徒はその中から関心のあるテーマを選び、その探究学習に
取り組む中で、生徒が自分の関心を見いだして探究学習を深める構成とした。

※図１、図２ともに学校資料を基に編集部で作成。

探究学習の変革の柱図１

自
分
で
進
め
る
か
ら
こ
そ
探
究
学
習
が

自
分
事
に
な
り
、進
路
選
択
に
結
び
つ
く

生徒の声図２

探究学習を続ける中で目的が自然と変化した
地域共創科３年（愛知県出身）

　学校にサッカー部がないため、私は探
究学習のテーマを「本校にサッカー部を

創る」にしました。まず子どもたちにサッカーの
楽しさを知ってもらおうと、小学校でサッカー教
室を開こうとしましたが、小学校からよい返事を
いただけませんでした。先生やコーディネーター
と相談し、自分の希望ばかりを伝えていたことに
気づきました。そこで私は、小学生と一緒に遊び、
心を通わせられるようにしました。子どもたちや
小学校の先生と少しずつ打ち解けていき、再び
サッカー教室の開催を提案すると、２校で定期
的に開催させてもらえることになりました。
　子どもたちが楽しそうにボールを追いかける
姿を見ると、自分の活動が人の役に立っている
と実感するようになり、私の探究学習の目標は
いつしか「サッカーを通した地域の活性化」に
変わっていきました。自分が島を離れてもサッ
カーが地域に根づくように、卒業までに親子フッ
トサル大会を開催しようと頑張っています。
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田
村
　
貴
校
は
２
０
２
５
年
度
か
ら
、
定

期
考
査
を
一
部
の
教
科
で
課
す
こ
と
を

や
め
た
と
伺
い
ま
し
た
。

熊
切
　
本
校
は
こ
れ
ま
で
、
生
徒
の
学
力

が
幅
広
い
中
、
各
教
科
が
工
夫
し
て
学
習

評
価
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
生
徒
を
適

切
に
見
取
れ
て
い
る
か
と
い
う
課
題
感
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
評
価
材
料
を
多
様
に

す
る
と
定
期
考
査
に
よ
る
評
価
の
比
重
が

下
が
り
、
定
期
考
査
へ
の
生
徒
の
意
識
が

低
く
な
る
こ
と
も
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で

昨
年
11
月
、
私
と
島
﨑
先
生
は
定
期
考
査

を
全
廃
し
た
高
校
を
視
察
し
ま
し
た
。
同

校
の
取
り
組
み
か
ら
、
学
習
評
価
は
単

元
テ
ス
ト
な
ど
で
も
十
分
で
き
る
と
分
か

り
、
本
校
の
定
期
考
査
の
あ
り
方
を
見
直

す
こ
と
を
職
員
会
議
で
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
定
期
考
査
は
各
教
科
が
任
意

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
評
価
方
法
を
各

教
科
で
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

島
﨑
　
視
察
の
帰
り
に
熊
切
先
生
と
自

校
の
課
題
や
視
察
の
成
果
を
話
す
中
で
、

教
師
が
生
徒
を
値
踏
み
す
る
評
価
で
は

な
く
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
評

価
に
す
べ
き
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
私

が
担
当
す
る
数
学
科
で
は
、
全
学
年
で

定
期
考
査
を
や
め
、
単
元
テ
ス
ト
と
レ

ポ
ー
ト
、
単
元
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
、

短
い
周
期
で
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
評

価
す
る
方
法
に
し
ま
し
た
（
図
１
）。

田
村
　
自
校
の
課
題
を
基
に
動
き
始
め
、

先
進
校
の
視
察
を
通
じ
て
改
善
の
方
向

性
を
見
い
だ
し
て
、
そ
れ
を
校
内
で
共
有

し
、改
善
を
図
る
過
程
は
、多
く
の
学
校

に
と
っ
て
参
考
に
な
る
進
め
方
で
す
ね
。

田
村
　
数
学
科
で
は
「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
の
重
み
が
大
き

い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

島
﨑
　「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」が
身
に
つ
き
、自
ら
学
ぶ
よ
う
に
な

れ
ば
、「
知
識
・
技
能
」や「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」も
向
上
し
て
い
く
と
考

え
た
か
ら
で
す
。生
徒
に
は
、「
主
体
的
に

設
立

　 

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
（
普
通
コ
ー
ス
、
芸

術
コ
ー
ス
）
／
共
学

　

生
徒
数

　
１
学
年
定
員
１
２
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大

は
、
富
山
大
、
金
沢
大
、
長
岡
造
形
大
、
金
沢

美
術
工
芸
大
、
愛
知
県
立
芸
術
大
な
ど
に
18
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
京
音
楽
大
、
大
阪
芸

術
大
、
石
川
県
内
私
立
大
な
ど
に
28
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
25
人
。
就
職
10
人
。

左から／熊切道
みち

人
と

（教務課長、理
科主任）、島

しまさき
﨑大

たい
志
し

（数学科主任、
１学年担任）

解説者

生
徒
を
適
切
に
見
取
れ
て
い
る
か
。

課
題
感
を
基
に
評
価
方
法
を
改
善

評
価
規
準
の
具
体
化
が

生
徒
を
学
び
に
向
か
わ
せ
る

文
部
科
学
省

　初
等
中
等
教
育
局

　

主
任
視
学
官

田
村
学
　た
む
ら
・
ま
な
ぶ

専
門
は
教
科
教
育
学
、
教
育
方
法
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
論
。
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
科
調
査
官
、
同
省
同
局
視
学
官
、
國
學
院
大
學
教

授
な
ど
を
経
て
、現
職
。
著
書
に
、『
学
習
評
価
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
多
数
。

石川県立金沢辰巳丘高校プロフィール

学学習習評評価価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイントを
田村先生がアドバイス

石
川
県
立
金
沢
辰た

つ
み
が
お
か

巳
丘
高
校

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

を
単
元
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
評
価

34 高校版  2025 July

0-01-5-00010-001 2025 年度 VIEW next 高校版 7 月号 34 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

06/12
小谷

再
念
校

06/23
三宅 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P034-035_view-next-koukou-7g.indd   34P034-035_view-next-koukou-7g.indd   34 2025/06/23   10:382025/06/23   10:38



学
習
に
取
り
組
む
態
度
」は
、「
粘
り
強
さ
」

と「
自
己
調
整
能
力
」
の
観
点
で
評
価
す

る
と
説
明
し
、
毎
授
業
の
振
り
返
り
を
記

録
す
る
単
元
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
図
２
）

な
ど
を
評
価
材
料
に
し
て
い
ま
す
。

田
村
　
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
ら

れ
た
の
で
す
ね
。
教
師
用
資
料
に
は
、「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
①
見

取
る
視
点
と
②
具
体
的
な
事
項
の
例
と

し
て
、「
①
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
、
数

学
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
」「
②

公
式
や
既
習
事
項
を
活
用
し
て
い
る
か
」

と
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
評
価
規
準
に

相
当
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
数
学
全
体

の
評
価
規
準
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

島
﨑
　
い
い
え
、
１
単
元
の
も
の
で
す
。

田
村
　
単
元
ご
と
に
活
用
す
る
公
式
や

既
習
事
項
は
異
な
る
た
め
、
②
を
で
き
る

だ
け
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
が
重
要

で
す（
図
３
）。生
徒
が
具
体
的
に
何
を
す

べ
き
か
が
認
識
し
や
す
く
な
る
か
ら
で

す
。
生
徒
を
見
取
る
視
点
も
よ
り
具
体

化
す
る
た
め
、
今
ま
で
見
逃
し
て
い
た
生

徒
の
姿
や
振
り
返
り
の
記
述
を
捉
え
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

島
﨑
　
た
だ
、
目
標
を
達
成
す
る
ま
で
に

必
要
な
ス
テ
ッ
プ
は
、
生
徒
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
個
別
に
対

応
で
き
る
の
か
、
悩
ん
で
い
ま
す
。

田
村
　
生
徒
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

力
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、「
あ
な
た

の
振
り
返
り
を
見
る
と
、目
標
に
対
し
て

こ
れ
だ
け
成
長
し
て
い
る
。あ
な
た
の
取

り
組
み
は
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
な

ど
と
、教
師
が
生
徒
の
振
り
返
り
と
評
価

規
準
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
成
果
や
課
題
を

読
み
解
い
て
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

島
﨑
　
評
価
規
準
が
具
体
的
で
あ
れ
ば
、

そ
の
生
徒
が
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
適
切
に
伝
え
ら
れ
る
わ

け
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
生
徒
は
、
自

分
で
次
の
目
標
を
立
て
ら
れ
そ
う
で
す
。

田
村
　
そ
の
鍵
と
な
る
の
は
単
元
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
で
す
。
生
徒
が
評
価
規
準
を

認
識
し
、
目
標
に
向
け
た
自
分
の
行
為
を

振
り
返
り
、
そ
こ
で
教
師
が
適
切
に
助
言

を
す
る
と
、
生
徒
は
目
標
の
達
成
に
つ
な

が
る
行
為
や
変
容
を
自
覚
し
ま
す
。
そ
の

繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
継
続
し
て

主
体
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

熊
切
　
課
題
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
日
の
対
話
で
の
気
づ
き

を
校
内
で
共
有
し
、
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

観点

評価
知識・技能 思考・判断・

表現
主体的に学習に
取り組む態度

A 23〜 30点 23〜 30点 30〜 40点

B 11〜 22点 11〜 22点 15〜 29点

C 10点以下 10点以下 14点以下

評価
材料

単元テスト レポート 単元ポートフォ
リオ（30点）、
平常点（10点）

上記は2025年度のもの。　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

田村　教師用資料にある具体的な姿として、「数学でどうにか解決でき
ないかと自己調整を繰り返し、粘る姿」とありますが、それは学んだ
ことを意識的に使う、自分の知識を新たな場面で積極的に活用すると
いった学習態度を生徒に期待しているということですか。　

島﨑　その通りです。例えば、「数学Ⅱ」の授業で、二項定理の問題を
「数学Ⅰ」の知識で解こうとする生徒が少なくありません。そこで、自
分の方法を見直し、該当単元で学んだ公式を活用できることを目標に
しました。

田村　今言われた文言の方が、求める姿がとても具体的です。例えば、
「身につけた知識を活用して、問題の解決に何度も取り組もうとする」
「本単元で獲得した知識を使って、自分の力で問題を解こうとする」と
いった文言も考えられます。そのような評価規準を生徒と共有すれば、
生徒は自分が持っている知識を活用しながら、諦めずに自ら解決しよ
うとする姿に向かう可能性が高まります。

島﨑　評価規準をどう設定すればよいか、イメージが湧きました。

田村　もう１つの「振り返りを基に、今ならどのように考えるか。や
り直しや次回への考えの整理など」も具体化は可能でしょうか。

島﨑　「今日の授業で出てきた問題点を明確にし、次の授業で取り組む
課題を見つける」でしょうか。

田村　よいと思います。ただ、問題点だけでなく、成果やよかった点も
振り返るような文言を入れるとさらによいですね。振り返りを通じて今
の自分のよい点と課題に気づき、よい点は継続し、課題にも取り組む。
振り返りは次の学びに生かそうとする行為につなげることが重要であ
り、学びにおける粘り強さや自己調整につながります。評価規準が明確
に設定されていれば、生徒は自己評価を精緻に行えるでしょう。

島﨑　教えていただいた視点で評価規準を見直していきます。

※取材を基に編集部で作成。

単元ポートフォリオは、生徒が授業で学んだことを記入するシー
トや振り返りシート、単元末の振り返りシートを端末に記録して
単元ごとにまとめたもの。 　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

今日の授業の振り返り（　月　日）
①今日感じた数学のよさ

②数学的に見て、今日の問題の解き方（図を使う、式を書く、表を使う、
公式の使い方など）はどうでしたか？

とても
よかった よかった あまり

よくなかった よくなかった

③粘り強く考え、数学から逃げずに戦い抜くことはできましたか？

できた まあ
できた

あまり
できなかった できなかった

数学科　３観点の評価の重みと評価材料図１

数学科　単元ポートフォリオ（例）図２

「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準の
具体化（取材時の対話より）　

図３
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若
手
教
師
の
増
加
に
伴
い
、
指
導
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
と
継
承
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
。
そ
こ

で
進
路
指
導
の
３
年
間
の
流
れ
や
各
学

年
で
の
重
点
事
項
を
一
覧
に
し
、
校
内

研
修
で
共
有
し
た
。ま
た
、探
究
学
習

の
充
実
を
図
っ
た
こ
と
で
、
生
徒
の
総
合

型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
へ
の
意
識
が
高

ま
る
効
果
が
表
れ
た
。
例
え
ば
、
生
徒

の
発
表
の
場
を
増
や
し
、
教
師
が
丁
寧

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、生

徒
が
試
行
錯
誤
の
過
程
や
自
分
自
身
の

こ
と
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
に
し
た

と
こ
ろ
、生
徒
は
自
分
が
突
き
詰
め
た
い

こ
と
を
明
確
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、同

選
抜
の
受
験
者
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

＃
進
路
指
導
の
全
校
体
制

＃
探
究
学
習
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

進路指導や探究学習の支援を
全校体制とし、相乗効果を図る

埼玉県立所沢北高校

設
立

　
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
６
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、

埼
玉
大
、
千
葉
大
、
電
気
通
信
大
、
東
京
外
国
語

大
、
東
京
科
学
大
、
東
京
大
、
東
京
農
工
大
、
一

橋
大
、
東
京
都
立
大
な
ど
に
81
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
１
２
９
人
が
合
格
。

No.296

指導の全校体制化

36 高校版  2025 July

0-01-5-00010-001 2025 年度 VIEW next 高校版 7 月号 36 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

06/12
小谷

再
念
校

06/23
三宅

再
2
念
校

06/25
下村 − −/−

− − −/−
−

P036-039_view-next-koukou-7g.indd   36P036-039_view-next-koukou-7g.indd   36 2025/06/25   17:582025/06/25   17:58



選
抜
に
対
し
て
生
徒
の
多
く
は
、
入
試
の 

準
備
が
大
変
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
し
か

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
自

分
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
探
究
学
習

が
同
選
抜
で
の
合
格
に
つ
な
が
る
こ
と
を

意
識
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
採
択
に
向
け
て
、
合
格

の
鍵
と
な
る
探
究
学
習
の
充
実
に
向
け
て

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
」

　
全
校
体
制
で
の
進
路
指
導
の
実
現
に
向

け
て
、
進
路
指
導
部
は
24
年
３
月
、
校
内

研
修
を
実
施
。
自
校
の
進
路
指
導
の
現
状

と
課
題
、
３
年
間
の
進
路
指
導
の
流
れ
と

重
点
事
項
を
示
し
、
全
教
師
で
共
有
し
た

（
Ｐ
．38
図
１
）。
当
時
進
路
指
導
主
事
だ
っ

た
木
下
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
各
学
年
の
指
導
の
重
点
事
項
は
以
前

と
同
じ
で
す
が
、３
年
間
の
指
導
を
一
覧

に
し
て
可
視
化
し
、教
師
が
い
つ
で
も
見

返
し
て
認
識
し
や
す
く
し
ま
し
た
。『
中
励

み
』『「
依
存
型
学
習
者
」か
ら「
自
立
型
学

　
２
０
２
４
年
度
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
１
）
の

指
定
を
受
け
た
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
に

は
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
課
題
が
あ
っ

た
。
１
つ
は
、
３
年
間
を
見
通
し
た
進
路

指
導
の
体
系
化
だ
。
同
校
に
10
年
前
、
教

頭
と
し
て
赴
任
し
た
経
験
が
あ
る
木
村

郁い
く
ふ
み文

校
長
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
以
前
と
比
べ
て
、
今
は
若
手
の
教
師

が
増
え
、
学
校
が
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す

が
、
教
師
集
団
と
し
て
は
経
験
不
足
で
あ

る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
の
学

年
団
主
導
の
体
制
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承

や
蓄
積
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
学
校
全
体

で
の
組
織
的
な
指
導
と
し
て
、
よ
い
点
は

継
承
し
、
課
題
は
改
善
し
て
指
導
力
を
向

上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
も
う
１
つ
の
課
題
は
総
合
型
・
学
校
推

薦
型
選
抜
に
挑
戦
す
る
生
徒
の
育
成
だ
。１

学
年
主
任
の
木
下
真
介
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
は
募
集

人
員
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
存
在

感
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同 

習
者
」へ
』な
ど
、教
師
が
生
徒
に
繰
り
返

し
伝
え
て
い
る
言
葉
も
盛
り
込
み
ま
し
た
」

　
３
年
間
の
進
路
指
導
の
流
れ
で
は
、
１

年
次
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て
強

調
し
た
。
全
生
徒
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
成
績
が
下
降
し
た
時
期
は
１
年

次
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
、
難
関
大
学
に

合
格
し
た
生
徒
は
他
の
生
徒
よ
り
も
１
年

次
か
ら
学
習
時
間
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
分
か
っ
た
か
ら
だ
。
校
内
研
修
で
も
そ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
示
し
、
１
年
次
は
指
導

の
比
重
を
５
割
と
す
る
も
の
の
、
学
年
が

上
が
る
に
つ
れ
て
教
師
の
か
か
わ
り
方
を

「
指
導
」か
ら「
伴
走
」に
す
る
こ
と
で
生
徒

の
自
立
を
促
す
方
針
を
共
有
し
た
。進
路

指
導
主
事
の
新
井
大だ

い
す
け翼

先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
３
年
次
に
成
績
が
伸
び
た
生
徒
は
、１

年
次
か
ら
部
活
動
に
励
み
つ
つ
、
学
習
習

慣
や
生
活
習
慣
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が

デ
ー
タ
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
エ

ビ
デ
ン
ス
に
、『
１
年
次
に
し
っ
か
り
土
台

を
築
い
て
こ
そ
、
３
年
次
の
部
活
引
退
後

に
伸
び
る
』
と
生
徒
に
伝
え
て
い
く
こ
と

を
、
教
師
間
で
目
線
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
」

　
進
路
指
導
上
の
活
動
が
よ
り
効
果
的
に

な
る
よ
う
、実
施
の
順
序
も
見
直
し
た
。例

え
ば
、以
前
の
２
年
次
は
11
月
に
実
力
テ

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。

若
手
教
師
の
増
加
に
伴
い
、

進
路
指
導
を
全
校
体
制
に

進
路
指
導
の
重
点
事
項
を

デ
ー
タ
を
基
に
示
し
、全
校
で
共
有

1

進
路
指
導
主
事

新
井
大
翼 

あ
ら
い
・
だ
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

英
語
科
。

１
学
年
主
任

木
下
真
介 

き
の
し
た
・
し
ん
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
地

理
歴
史
・
公
民
科（
政
治
・
経
済
）。

校
長木村

郁
文 

き
む
ら
・
い
く
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

理
数
科
長
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
委
員
長

田
口
康
弘 

た
ぐ
ち
・
や
す
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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図１

図２

ス
ト
を
実
施
し
た
後
に
入
試
動
向
な
ど
の

説
明
会
を
し
て
い
た
が
、今
は
説
明
会
を
前

倒
し
し
て
10
月
に
行
い
、生
徒
に
大
学
入
試

へ
の
見
通
し
を
持
た
せ
て
か
ら
、11
月
に
実

力
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
流
れ
に
変
え
た
。

　
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に
挑
戦
す

る
生
徒
の
育
成
で
は
、ま
ず
は
探
究
学
習

の
充
実
を
図
っ
た
。同
校
の
探
究
学
習
で

は
、科
学
的
探
究
力
の
育
成
を
目
指
し
、生

徒
が
試
行
錯
誤
す
る
過
程
を
重
視
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
成
果
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と

ま
で
が
研
究
で
あ
る
と
捉
え
、プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
も
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
他
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
実
践

を
参
考
に
、
24
年
度
か
ら
理
数
科
の
「
課

題
研
究
」
で
は
、
３
年
次
の
研
究
論
文
の

完
成
ま
で
に
、
生
徒
が
発
表
す
る
場
を
５

回
設
け
る
こ
と
に
し
た（
図
２
）。
教
師
は
、

「
主
体
的
な
研
究
に
な
っ
て
い
る
か
」「
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
過
程
に
も
目
を
向
け

て
い
る
か
」
と
い
っ
た
観
点
で
発
表
を
見

取
り
、生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。生

徒
は
試
行
錯
誤
の
過
程
の
言
語
化
や
教
師

と
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、自
分
が
何
を
感

じ
、何
を
得
た
か
を
振
り
返
り
、何
を
ど
う

生
か
す
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
、
理
数
科
長
の
田
口
康
弘
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
は
例
え
ば
、『
想
定
外
の
結
果
で

実
験
に
失
敗
し
た
』と
よ
く
言
う
た
め
、手

順
を
踏
ん
だ
実
験
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
結
果

で
も
そ
の
考
察
が
研
究
に
な
る
と
伝
え
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
教
師
が
取
り
組
み

の
過
程
を
評
価
す
る
と
、生
徒
は
主
体
的

に
試
行
錯
誤
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
過

程
を
言
語
化
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
力
は
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
に
も
生
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
課
題
研
究
を
担
当
す
る
数
学
科
と
理

科
の
全
教
師
は
、
発
表
を
見
取
る
観
点
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
共
有
。
月
１
回
以
上
は

集
ま
り
、
生
徒
の
様
子
の
見
取
り
方
や
声

の
か
け
方
な
ど
を
助
言
し
合
っ
て
い
る
。

全
教
師
で
取
り
組
む
一
体
感
を
醸
成
し
、

探
究
学
習
の
指
導
経
験
が
浅
い
教
師
が
相

談
し
や
す
い
体
制
に
し
た
の
だ
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
生
徒
が
探
究
学
習
を

通
じ
て
自
分
自
身
の
こ
と
を
メ
タ
認
知
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
探
究
学
習

が
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に
つ
な
が

各学年の進路指導の目標と重点事項

各学年の目標と指導の重点事項を整理。上記に加えて、学年ごとに進路行事の年間計画と
各行事の位置づけを明文化して、全教師と共有した。
※学校資料を基に編集部で作成。 

１学年 ２学年 ３学年

目標
「生活習慣・学習習慣」

の確立と定着
進路目標の明確化で

中だるみ→「中励み」へ
学習と受験校選定で

「圧倒的主体性」を発揮

重点
事項

★学習計画表を活用し
て生活・学習サイクル
を定着させる→授業
・定期考査ベースの
PDCA サイクルを確立

★中学校との違いを明
確に意識する→隙間
時間の活用と計画性
を持った時間管理

★志望する分野・大学等
を明確にし、目標宣言を
する→併せて、志 望理
由を明文化

★「依存型学習者」から「自
立型学習者」へと脱皮
する

★修学旅行を機に「受験
生」へと切り替えを図る

★目標逆算型の学習計
画を実践する→模擬
試験ベースの PDCA
サイクルを徹底

★生徒自ら併願パターン
を選 定・決 定→情報
収集と整理を意識

★「授 業 第１主義」の
完遂

目標
学習時間 平日：学年＋１時間　休日：学年＋３時間 平日：学年＋１時間＋α

休日：学年＋３時間＋α
合格要因に
占める割合 ５ ３ ２

教師の
かかわり 指導 伴走

理数科「課題研究」スケジュール

時期 活動名 目的・内容

１年次
１〜３月

研究テーマ・
研究班決定

生徒は希望分野ごとに分かれ、自分が取り組みたい研究テーマを提
案。議論と投票を経て、いくつかの研究テーマを決定し、同じテー
マを希望する生徒同士で班を結成。

２年次
５月中旬

研究目的
プレゼン

班ごとにポスター発表形式で研究の目的・計画を発表し、教師と質疑
応答を行う。研究の動機、先行研究を含めた背景などを確認。

２年次 
６月下旬

研究過程
報告会

事前に研究過程報告書を提出。それを基に生徒が教師に途中経過を
報告し、教師が助言。生徒間でも報告・助言し合う。

２年次
９月下旬〜
10 月初旬

中間発表会
試行・予備実験を含む研究過程をまとめ、ポスターセッション形式
で発表。２年生は互いに発表を聞いて意見を出し合う。３年生も聴
衆として参加して助言する。

２年次
２月初旬 本発表会 班ごとに研究成果をスライドにまとめて口頭発表。発表８分間、質

疑応答７分間。聴衆の教師と１年生は意見や助言を述べる。

３年次
６月中旬

最終成果
発表会

本発表会での聴衆からの意見、教師からの助言、自分たちが感じた
課題や疑問を整理して追実験等を実施。その結果を加えた研究成果
の総まとめをポスターセッション形式で発表。

３年次
５〜10月

研究論文
作成

研究のまとめとともに、科学的な課題研究であったか検証。７月ま
でに班ごとに草稿を作成し、10 月までに個人で研究論文を作成。

「活動名」の赤の地色が発表の場。
※学校資料を基に編集部で作成。

生
徒
が
探
究
学
習
の
過
程
を

メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
に
支
援

2
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る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
た
め
、
同
選
抜
の

合
格
者
も
含
め
、
卒
業
生
の
進
路
体
験
発

表
会
を
毎
年
３
月
に
実
施
。
全
体
会
の
後
、

学
部
学
科
別
に
生
徒
と
卒
業
生
が
少
人
数

で
対
話
す
る
分
科
会
も
行
っ
て
い
る
。
25

年
度
は
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に

対
応
し
た
補
講
も
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
さ
ら
に
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
、
知
的

好
奇
心
を
刺
激
す
る
場
と
し
て
、
研
究

者
に
よ
る
講
演
会
を
年
２
回
実
施
し
て
い

る
。
24
年
度
は
、
東
京
大
学
の
教
授
と
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
講
演
会
を
開
催
し

た
（
コ
ラ
ム
参
照
）。
講
演
前
に
は
同
校

の
教
師
が
講
演
内
容
の
基
礎
知
識
を
伝
え

る
事
前
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
の
講
演
会
当
日
も
、
物
理
担
当

の
教
師
が
事
前
講
義
を
行
っ
た
。

　「
講
演
内
容
か
ら
、
世
界
ト
ッ
プ
の
研

究
も
先
行
研
究
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
自
分
た
ち
の
研
究
と
の
つ
な
が
り
を

生
徒
は
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
講
演

者
に
つ
い
て
よ
く
調
べ
て
き
た
か
ら
か
、

生
徒
か
ら
教
科
書
外
の
知
識
が
必
要
な
質

問
も
出
ま
し
た
」（
田
口
先
生
）

　所沢北高校では「夢を叶える力 時代を創る力」を
合言葉に掲げており、データを基にした進路指導の
重点事項を先生方全員で共有して指導計画を体系化
したことで、先生方も生徒も学びの方向性が明確に
なったことが印象的でした。それによって生徒は、
試行錯誤しながらも探究学習などに自律的に取り組
むようになり、第１志望の進路実現につながってい
ることが、同校の魅力だと感じています。
　探究学習の支援でも、生徒を見取るポイントをルー
ブリックにし、先生方の声かけを統一していました。
それが、生徒が自信を深め、総合型・学校推薦型選抜
と自身の探究学習との関連の理解につながり、国公立
大学の同選抜合格者数の増加という結果に結びつい
たのだと思います。今後、同校のさら
なる魅力化に貢献できるよう、私も全
力でご支援させていただきます。

　2025 年３月、ノーベル物理学賞を 1997 年に受賞し
たアメリカ・メリーランド大学のウィリアム・ダニエル・
フィリップス教授による講演会が同校で開催された（＊
２）。講演会の準備には物理部と生物部の生徒が参加。講
演後に生徒は同教授・ノーベル財団職員と昼食をともに
し、直接会話をした。講演のテーマは、「時間、アインシュ
タイン、そして宇宙で最もクールなもの」。質疑応答で生
徒は、「多原子のイオンや分子を低温にすることに意義は
あるのか」「原子を冷却する際に、なぜセシウムを選んだ
のか」など、様々な疑問を教授に投げかけた。「教授は生
徒からの質問を特に気に入っていた」と、ノーベル財団
職員から報告があったという。生徒は、「教授は原子の冷
却が正確な時計の製作に役立ち、それがＧＰＳなどの身近
なものに結びついてい
る点を明確に説明して
くれた。研究内容を身
近に感じられた」「少
し時間を置いてから同
じ問題に取り組むと別
の視点が見つけられる
という話が勉強になっ
た」など、多くの刺激
を受けていた。

＊２　講演会は、「ノーベル・プライズ・ダイアログ東京 2025」関連イベントの「学生講義」として、科学への興味・関心の向上を目的に開催された。日本の高校で
は、会場校に応募した高校の中から同校が初めて選ばれた。

　
国
公
立
大
学
の
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
の
受
験
者
は
、23
年
度
入
試
の
19
人
、

24
年
度
入
試
の
17
人
、
そ
し
て
25
年
度
入

試
は
24
人
と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　「
24
年
度
入
試
の
総
合
型
選
抜
で
東
北

大
学
に
合
格
し
た
生
徒
は
、
探
究
学
習
で

関
心
を
持
っ
た
こ
と
を
同
大
学
で
追
究
し

た
い
と
、受
験
の
相
談
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
明
確
な
志
望
理
由

を
持
っ
て
大
学
入
試
と
向
き
合
う
生
徒
を

育
て
て
い
き
ま
す
」（
新
井
先
生
）

　
25
年
３
月
末
に
行
っ
た
校
内
研
修
で
も

３
年
間
の
進
路
指
導
の
流
れ
を
共
有
し
、

指
導
の
重
点
事
項
を
再
確
認
し
た
。

　「
進
路
指
導
も
探
究
学
習
も
全
校
体
制

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
進
路
指

導
と
探
究
学
習
の
連
携
を
強
化
し
、
生
徒

の
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
木
村
校
長
）

進
路
指
導
と
探
究
学
習
を

連
携
さ
せ
、学
習
意
欲
を
高
め
る

埼玉県立所沢北高校

株式会社ベネッセコーポレーション首都圏支社

埼玉県立所沢北高校担当 八戸 崇

生徒の自律的学習の姿勢を育む、
体系的な指導体制の構築

世界トップの研究を身近に感じる場に

生徒から 12 個の質問が上がった。
会場は大いに盛り上がり、予定より
15 分間超過して終了した。

ノーベル賞受賞者による講演会を開催

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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２
０
２
５
年
度
大
学
入
試
で
は
、
特
異
的
に

18
歳
人
口
が
増
加
し
た
が
、
長
期
的
に
見
れ
ば

18
歳
人
口
は
減
少
が
続
く
。
志
願
者
数
と
入
学

者
数
の
差
は
か
な
り
縮
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も

入
試
競
争
の
緩
和
が
進
む
。
　

　
近
年
は
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
入
学

者
割
合
が
増
加
を
続
け
、
24
年
度
入
試
に
お
い

て
は
51
・
８
％
と
、
半
数
を
超
え
る
状
況
が
続

い
て
い
る
。
一
般
選
抜
の
募
集
人
員
は
減
少
が

続
き
、
一
般
選
抜
と
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選

抜
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
た
出
願
戦
略
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
国
公
立
大
学
全
体
の
一
般
選
抜
の
志

願
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
25
年
度
入

試
で
は
、
対
前
年
指
数
１
０
１
と
や
や
増
加
し

た
（
図
１
）。

　
特
に
公
立
大
学
全
体
の
志
願
者
数
は
、
対
前

年
指
数
１
０
４
と
増
加
し
た
。
現
行
の
学
習
指

導
要
領
に
対
応
し
た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

（
以
下
、
共
通
テ
ス
ト
）
に
対
す
る
受
験
生
の

負
担
感
が
増
す
中
で
、
公
立
大
学
に
は
国
立
大

学
よ
り
も
共
通
テ
ス
ト
の
教
科
・
科
目
数
が
少

な
い
募
集
単
位
が
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
難
関
国
立
10
大
学
（
＊
１
）
に
お
い
て
は
、

模
擬
試
験
や
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
自
己
採

点
集
計
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
で
強
気
の
志
望
が

見
ら
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
落
ち
着
き
、

全
体
の
志
願
者
数
は
対
前
年
指
数
98
と
な
っ

た
（
図
２
）。
一
方
、ブ
ロ
ッ
ク
大
学
全
体
（
＊

2
）
の
志
願
者
数
は
、
対
前
年
指
数
１
０
８
と

増
加
し
た
。

　
学
部
系
統
別
に
見
る
と
、
国
公
立
大
学
の
語

学
、
国
際
関
係
学
系
統
は
対
前
年
指
数
１
０
６

と
２
年
連
続
で
増
加
し
、
薬
学
系
統
は
２
年
連

続
で
減
少
し
た
。
長
ら
く
志
願
者
数
の
減
少
が

一橋大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、神戸大学、九州大学。　＊2　筑波大学、千葉大学、横浜国立大学、新潟大学、金沢大学、岡山大学、広島大学、熊本大学、東京都立大学、大阪公立大学。

２
０
２
５
年
度
大
学
入
試
結
果
の
概
況
と

26
年
度
大
学
入
試
に
向
け
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
入
試
と
し
て
初
め
て
実
施
さ
れ
た
25
年
度
大
学
入
試
。
そ
の
結
果
の
概
況
と
と
も
に
、
近
年
の
入
試
環
境
の
変
化
や

全
国
的
な
調
査
結
果
を
基
に
し
た
、
26
年
度
大
学
入
試
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
や
校
内
体
制
の
あ
り
方
な
ど
を
確
認
す
る
。

大 学 入 試

ベネッセ教育情報センター

２
０
２
５
年
度
大
学
入
試
結
果
の
概
況

総
合
型・
学
校
推
薦
型
選
抜
の

入
学
者
が
増
加

国公立大学の一般選抜の志願者数の推移図１

大学群別の一般選抜の志願者数の推移図２

2024年度
志願者数

2025年度
志願者数

対前年
指数

国立大学 299,715 299,739 100

公立大学 123,545 128,762 104

国公立大学 423,260 428,501 101

2024年度 2025年度 対前年
指数

難関国立10大学 71,564 70,470 98

ブロック大学 68,255 73,697 108

その他の国公立大学 283,441 284,334 100

※数値は 2022 年度の人数を100とした時の数値。

対
22
年
度
指
数

2022 2023 2024 2025

110

105

100

95

入試年度

難関国立10大学
ブロック大学
その他の国公立大学

国
公
立
大
学
で
は
一
般
選
抜
の

志
願
者
数
が
回
復
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続
い
て
い
た
教
員
養
成
・
教
育
学
系
統
は
対
前

年
指
数
１
０
１
と
前
年
並
だ
っ
た
。

　
25
年
度
入
試
の
私
立
大
学
全
体
の
一
般
選

抜
の
志
願
者
数
は
対
前
年
指
数
１
０
５
と
増

加
し
た
が
、
合
格
者
数
は
対
前
年
指
数
96
と
減

少
し
、
倍
率
で
見
る
と
厳
し
い
入
試
だ
っ
た

（
図
３
）。

　
た
だ
し
、
方
式
別
に
志
願
者
数
と
合
格
者
数

の
推
移
を
分
析
す
る
と
状
況
が
異
な
る
。
共
通

テ
ス
ト
を
課
す
方
式
で
は
、
志
願
者
数
・
合
格

者
数
と
も
に
増
加
。
共
通
テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ

た
21
年
度
入
試
以
降
、
私
立
大
学
専
願
者
に
は

共
通
テ
ス
ト
を
避
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
い

た
が
、
共
通
テ
ス
ト
を
課
す
方
式
で
合
格
率
の

上
昇
が
続
い
た
こ
と
を
受
け
て
、
共
通
テ
ス
ト

を
課
す
方
式
の
志
願
者
数
が
回
復
傾
向
に
あ

る
。
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
（
＊
3
）
文
系
の
共
通
テ
ス

ト
を
課
す
方
式
の
合
格
率
の
推
移
を
見
る
と
、

偏
差
値
60
台
前
半
の
合
格
率
は
21
年
度
入
試

以
降
35
％
前
後
ま
で
上
昇
し
て
い
る
（
図
4
）。

　
ま
た
、
私
立
大
学
で
は
文
系
の
学
部
系
統
の

人
気
が
回
復
し
た
。
例
え
ば
、
法
学
系
統
が
対

前
年
指
数
１
１
１
、
経
済
・
経
営
・
商
学
系
統

が
対
前
年
指
数
１
０
７
と
増
加
し
た
。

　
25
年
度
入
試
で
は
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
の
募
集
人
員
、
志
願
者
数
、
合
格
者
数

が
い
ず
れ
も
増
加
し
、
特
に
私
立
大
学
で
は
、

志
願
者
数
の
増
加
が
顕
著
だ
っ
た
（
図
５
）。

　
国
公
立
大
学
に
お
い
て
は
一
般
選
抜
の
合

格
者
数
が
や
や
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
合
格

者
数
全
体
に
占
め
る
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選

抜
の
合
格
者
数
の
割
合
は
20
・
４
％
と
、
前
年

か
ら
約
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　
25
年
度
入
試
の
国
公
立
大
学
の
総
合
型
・
学

校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
人
員
に
対
す
る
合
格

者
数
、
す
な
わ
ち
充
足
率
は
、
医
学
、
歯
学
、

理
学
、工
学
、農・水
産
学
系
統
な
ど
で
低
か
っ

た
。
募
集
人
員
の
多
い
工
学
系
統
で
は
、
総
合

型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
人
員
６
８
０
５

人
に
対
し
、
合
格
者
数
は
６
２
８
２
人
に
と
ど

ま
っ
た
。
そ
の
差
の
約
５
０
０
人
は
、
一
般
選

抜
の
募
集
人
員
な
ど
に
充
当
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
学
部
系
統
で
は
、
大
学
の

合
格
基
準
を
満
た
せ
ば
他
の
受
験
生
と
競
争

す
る
こ
と
な
く
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選

抜
で
合
格
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
も
同

様
の
傾
向
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
国
公
立

大
学
の
理
系
学
部
志
望
で
あ
れ
ば
、
総
合
型
・

学
校
推
薦
型
選
抜
へ
の
出
願
も
検
討
し
た
い
。

＊1　北海道大学、東北大学、東京科学大学、東京大学、＊３　明治大学、青山学院大学、立教大学、中央大学、法政大学。

年
内
入
試
は
募
集
人
員
、志
願
者
数
、

合
格
者
数
が
い
ず
れ
も
増
加

私立大学の志願者数・合格者数の推移図３

MARCH・文系・共通テストを課す方式の
合格率の推移（偏差値60台前半）

図4 総合型・学校推薦型選抜の募集人員、志願者数、
合格者数の推移

図5

2024年度 2025年度 対前年指数
募集人員 259,588 251,403 97

志願者数 2,553,156 2,689,165 105

合格者数 884,447 853,191 96

2024年度 2025年度 対前年指数
募集人員 199,440 192,302 96

志願者数 1,662,426 1,701,612 102

合格者数 508,744 467,679 92

2024年度 2025年度 対前年指数
募集人員 60,148 59,101 98

志願者数 890,730 987,553 111

合格者数 375,703 385,512 103

■一般選抜計

■国公立大学 ■私立大学

■共通テストを課さない方式 ■共通テストを課す方式

対
23
年
度
指
数

130

120

110

100

入試年度
2023 2024 2025

募集人員
志願者
合格者

114

107

109

対
23
年
度
指
数

130

120

110

100

入試年度
2023 2024 2025

募集人員
志願者
合格者

123

110

116

※入試結果調査より。偏差値は進研模試「大学入学共通テスト模試・6月」
及び「第1回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」のもの。 
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※2025年 5月中旬までに収集できた情報を基に作成。　※折れ線グラフの数値は、2023年度を100とした時の指数。

※2025年 5月中旬までに収集できた情報を基に作成。
※数値は2023年度を100とした時の指数。
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　25
年
3
月
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

は
、
全
国
の
高
校
教
師
を
対
象
に
、
新
課
程
及

び
教
育
活
動
全
般
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

た
。
共
通
テ
ス
ト
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
の
う
ち
、
共
通
テ
ス
ト
の
結
果
が
よ

か
っ
た
と
回
答
し
た
高
校
と
、
そ
れ
以
外
と
回

答
し
た
高
校
で
差
が
つ
い
た
取
り
組
み
を
分

析
し
た
（
図
６
）。

　そ
の
結
果
、「
国
数
英
の
完
成
を
早
め
、
理

社
情
報
の
対
策
を
充
実
さ
せ
る
」「
読
解
量
の

多
い
問
題
を
出
題
す
る
」「
複
数
資
料
を
比
較・

関
連
づ
け
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
」
な
ど
の
取

り
組
み
を
、
組
織
的
に
進
め
て
い
る
、
ま
た
は

多
く
の
先
生
が
進
め
て
い
る
高
校
の
多
く
が
、

共
通
テ
ス
ト
の
結
果
が
よ
か
っ
た
。

　現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
入
試

の
2
年
目
と
な
る
26
年
度
入
試
は
、
多
く
の
受

験
生
が
新
し
い
形
式
の
出
題
に
慣
れ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
25
年
度
よ
り
も
各
大
学
が
求
め
る

共
通
テ
ス
ト
の
得
点
の
水
準
が
上
が
る
と
予

想
さ
れ
る
。
難
化
の
可
能
性
が
高
く
、
入
念
な

準
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　な
お
、
26
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
か
ら
は
出
願

が
電
子
化
さ
れ
る
。
教
師
が
生
徒
の
出
願
内
容

を
確
認
す
る
に
は
、
出
願
時
に
生
徒
が
同
意
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
な
点
に
注
意
し
た
い
。

　同
調
査
に
お
い
て
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
に
向
け
た
指
導
で
今
後
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
た
い
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
特
に

強
化
し
た
い
」
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
高

か
っ
た
の
が
「
学
校
全
体
で
の
指
導
体
制
の
構

築
」
だ
っ
た
（
図
７
）。

　そ
の
背
景
に
は
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
を
受
験
す
る
生
徒
が
年
々
増
加
す
る
中
、

一
部
の
教
師
の
み
に
年
内
入
試
の
指
導
を
委

ね
る
従
来
の
体
制
で
は
十
分
に
対
応
し
切
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　同
調
査
で
は
、
年
内
入
試
に
お
け
る
指
導
負

荷
の
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

尋
ね
た
（
図
８
）。
そ
の
結
果
、「
小
論
文
や
志

望
理
由
書
の
添
削
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
と
い
っ

た
指
導
の
外
注
化
や
、
3
年
次
の
本
格
的
な
指

導
前
の
小
論
文
や
志
望
理
由
書
の
対
応
力
の

底
上
げ
が
主
な
取
り
組
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
。ま
た
、「
小
論
文
指
導
の
教
員
研
修
の
実
施
」

な
ど
、
校
内
に
お
け
る
指
導
体
制
の
整
備
も
重

視
さ
れ
て
い
た
。
年
内
入
試
指
導
の
負
荷
軽
減

の
た
め
に
も
、
組
織
的
な
指
導
体
制
の
構
築
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

（％）

共通テスト対策として取り組んできたこと（共通テストの結果認識別）図６

総合型・学校推薦型選抜に向けた指導で
今後力を入れて取り組みたいこと

図７

総合型・学校推薦型選抜の指導負荷軽減の
ために取り組んでいること

図８

26
年
度
大
学
入
試
に
向
け
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

その他
それ以外の高校

よかった高校国数英の完成を早め、
理社情報の対策を
充実させる

定期
考査 それ以外の高校

よかった高校読解量の多い問題を
出題する

授業
それ以外の高校

よかった高校複数資料を比較・
関連づけるような
活動を行う

授業
それ以外の高校

よかった高校史料や図・グラフの
読み取りを多く扱う

0 20 40 60 80 100（％）

組織的な取り組み 一部の先生の取り組み 不明
多くの先生の取り組み 未着手

8 39 28 9

24 25 28 17 6

4 26 54 5 11

6 50 31 6 6

29 51 6 114

5 50 40 1 4

3 36 48 3 10

8 52 33 1 6

17

13 3453

21 47 31

10 42 47

15 50 33

13 50 37

総合型・学校推薦型選抜の
情報収集

学校全体での指導体制の構築

面接の対策

志望理由書の対策

小論文の対策

0 20 40 60 80 100（％）

強化したい
現状の指導を
簡略化したい

特に強化したい 現状のまま変更の
必要はない

1

1

1

2

1

【指導の外注化】 小論文や志望理由書の添削サービスの利用 32

【本格的な指導前の底上げ】 低学年時から志望理由を練らせる 25

【本格的な指導前の底上げ】 低学年時から小論文の対応力を養成する 21

【指導ノウハウの確立】 小論文指導の教員研修の実施 18

【指導方法の工夫】 同じ系統の志望校の生徒をグループ単位で指導する 18

【本格的な指導前の底上げ】 低学年時から表現力を養成する 15

※ 2025 年度 新課程及び教育活動全般に関する調査 より（抜粋）。
※共通テストの志願者がいたと回答した 574 校のデータを集計。 

※ 2025 年度 新課程及び教育活動全般に関する調査 より（抜粋）。
※数値は調査の有効回収数（734 校）に対する割合。

※ 2025 年度 新課程及び教育活動全般に関する調査 より（抜粋）。
※数値は調査の有効回収数（734 校）に対する割合。

共
通
テ
ス
ト
対
策
を

組
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的
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る
高
校
が
好
結
果

年
内
入
試
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
校
内

全
体
に
広
げ
る
必
要
性
が
高
ま
る
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　2025年度入試は、いわゆる「新課程初年度入試」

として、大学入学共通テスト（以下、共通テスト）で

は、新教科の導入、科目構成や出題形式の変更、試験

時間の増加など、多くの変化がありました。問題作成

方針に沿った出題がなされ、６教科1000点集計の予

想平均点が文系・理系ともに上昇したことを踏まえる

と、変更点は多かったものの、生徒は新しい形式にう

まく対応できたと見ています。

　国公立大学では、模擬試験等の動向で見られていた

難関国立10大学における強気の志望は、共通テスト

の平均点アップにもかかわらず、出願には反映されま

せんでした。一方、アラカルト型が多い公立大学では、

志願者数が増加しており、共通テストの負担感を避け

る傾向がうかがえます。私立大学では、共通テストを

課す方式における志願者数・合格者数がともに増加し

ており、存在感が増しています。これからの私立大学

入試では、国公立大学併願層向けの多教科共通テスト

利用型、私立大学専願層向けのアラカルト型、年内入

試の学力重視型、年内入試の多面的評価型の4類型が

スタンダードとなっていきそうです。

　総合型・学校推薦型選抜については、募集人員、志

願者数、合格者数はいずれも増加しており、受験規

模が拡大し続けています。同選抜による入学者は、

2024年度入試の段階で過半数を超え（51.8%、文部

科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」より）、

一般選抜と年内入試は、「一般選抜での合格が難しい

生徒は年内入試の利用を考える」という関係性から「一

般選抜と年内入試の両方を視野に入れた指導計画を立

てる」という関係性へと変わりつつあります。それは、

25年 3月に弊社が行った高校教師向けアンケートに

おいて、総合型・学校推薦型選抜に向けた指導で今後

特に強化したいこととして「学校全体での指導体制の

構築」が最も多く挙げられたことからもうかがえます。

　では、一般選抜と年内入試の両方を視野に入れた指

導体制とはどういうものなのでしょうか。体制が確立

できている先進校の取り組みに共通していたのは、「育

成」と「見極め」という２つの点でした。

　「育成」とは、「総合的な探究の時間」、ホームルー

ム活動、学校行事などの諸活動を生徒のキャリア観に

結びつけ、志望理由として外化（書く、話す、発表する）

させることで、「見極め」とは、志望理由を多様な観

点で検討し、各大学や募集単位との親和性を判断する

ことです。「一般選抜と年内入試の両方を視野に入れ

た指導体制」のノウハウは今後も全国の学校で生まれ

ることと思います。教育情報センターでは積極的にそ

うした情報を収集し、継続的に先生方にご提供して参

ります。

今後の大学入試に向けて学校に求められること

2025年度ベネッセ教育情報センター主催のWEBセミナーアーカイブのご案内

◎新課程一期生総括を踏まえた新課程二期生のための共通テスト対策 
対象　３学年ご担当各教科先生
概要　各教科の新課程初年度の共通テスト分析と教科指導の実践事例のご発表
リンク　https://benesse-hs.jp/2kpeb

◎出願指導研究会 
対象　進路ご担当先生、３学年の担任先生
概要　2025年度入試結果のデータ分析と2026 年度入試の出願指導のポイント整理
リンク　https://benesse-hs.jp/evmag

◎年内入試５割超時代を踏まえた一般・推薦総合 両にらみの低学年指導 
対象　１学年・2 学年主任先生、進路ご担当先生、探究ご担当先生
概要　低学年から推薦・総合と一般選抜を両にらみで指導するポイントと探究と進路をつなげる実践事例のご発表
リンク　https://benesse-hs.jp/cjt59

（株）ベネッセコーポレーション 
学校カンパニー 教育情報センター長　

日山敦司　ひやま・あつし

一般選抜と年内入試の両にらみが求められる

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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2025年４月号へのご意見

教育理念や目標の言語化が、教師の役割を明確にさせる
　４月号の特集は、教師の資質・能力の育成がテーマであり、興味深かっ
た。事例３の岐阜県立飛

ひ だ
驒高
たかやま
山高校の記事で、神

かみ
出
で
建太郎校長のご発言の

「生徒と教師は、言わば相似形のような関係」は、教師の資質・能力の育成
なくして、生徒の資質・能力の育成はできないことを示している。教師に
求められる資質・能力は生徒と同様、学校の教育理念や目標などによっ
て異なるが、それを言語化することで教師は自分の役割を認識し、「教師
が学習する組織」へと変わっていくと考える。特に、「生徒が□□できる
ようになるために、〇〇の場面で、生徒に△△できる教師になる」と、目的
と場面、行動を具体化することが重要だろう。静岡県立小山高校　美

み
那
な

川
がわ

雄一

まずは自分が所属する学年や分掌から変えていきたい
　生徒に「主体的に学ぼう」と言っている教師自身が、日々の業務に追
われて学んでいない現状に、私は危機感を持っていたため、４月号の特
集の記事には心を打たれた。組織的な動きが大きな変化につながること
や教師同士の学びが新たな視点を生むこと、そしてそれらが教師のやり
がいや専門性の向上に結びつくことを、記事を読んで改めて感じた。自
分だけでは学校全体を動かすことは難しくても、学年や分掌であれば、
意識変革を促せるかもしれないと思えた。具体的には、前年度の踏襲を
前提とせず、課題をきちんと洗い出し、日常的に教師間で対話をする機
会を重ねていけば、小さいながらも変化が生まれそうだ。自分の行動が他
の教師にも影響を与えると信じたい。 新潟県立佐渡中等教育学校　竹田美代子

生きるヒントを学べる問いと、授業展開が参考になった
　４月号の新連載「ブラッシュアップ　授業実践」の記事を読み、生き
るヒントを学べる問いとそれにつながる問いをうまく取り入れることに
よって、生徒の題材に対する興味・関心が高まり、こんなにも面白そうな
授業ができるのだと驚いた。私も生徒主体の探究学習を実現すべく、記
事を参考にして授業づくりをしていきたい。埼玉県立蓮

はす
田
だ

松
しょう

韻
いん

高校　小林昭宏

「やらされ感」という言葉に、探究学習の現状を痛感
　４月号の新連載「『やらされ探究』から『マイ探究』へ！」の記事を読み、
「やらされ感」というキーワードは探究学習の課題を言いあてていると感
じた。認定特定非営利活動法人カタリバの横山和

まさ
毅
き
さんの「自分との『距

離』が近い課題を設定することが重要だ」という指摘は、取り組みのヒ
ントになった。探究学習は自由度が高いからこそ、具体的な事例を知りた
い。次号の記事も期待している。 東京都・私立東京農業大学第一高校　小堀健一 

管理職との面談で教師に意識改革を促す
　４月号の「指導変革の軌跡」の福岡県立柏陵高校の記事は、若手教師
にチャンスを与え、彼らの視点を学校経営に組み込む取り組みが素晴ら
しいと思った。定員割れの状況から、管理職が教師一人ひとりと丁寧に
面談して意識改革を促し、スクール・ポリシーを自分事として捉えて検
討し、変革していく過程が大変参考になった。同僚には面と向かって言
いにくいことも、管理職との個人面談であれば言いやすいのかもしれな
い。実践してみようと思う。　　　　　　　　岩手県立水沢高校　寒

さ が え
河江和広

先生方からの
ご意見を
紹介します　先日、取材で

訪 れ た 石 川 県
立 金 沢 辰

たつみがおか

巳 丘
高 校 で、 凛 と
して立つ１つの
彫 刻 に 目 を 奪
われました。そ
れは、ホールに
翼を広げる「サ
モト ラ ケ の ニ
ケ」のレプリカ
像 で し た。 同

像は芸術コースの卒業生から寄贈されたも
ので、「学びの場に芸術を」という思いが込
められているそうです。ルーブル美術館の
至宝がなぜここに、と驚きましたが、その
意図を考えると深くうなずかされました。
　「ニケ」は、ギリシャ神話の勝利の女神。
日々その前を通る生徒たちは、意識せずと
も「勝利」のイメージを目に焼きつけてい
ることでしょう。困難な目標に挑む時、翼
を広げた女神が生徒たちの背中をそっと押
しているのかもしれません。
　教科書などから得る知識だけでなく、日
常の風景の中にある美や理念が人の感性を
磨き、夢や志を育むものです。環境が人に
与えるインスピレーションの重要性を、そ
の像が静かに私に教えてくれた気がしまし
た。同校の生徒たちが、力強く未来へ羽ば
たいていく姿が目に浮かびました。（伊藤）

９月19日発刊
（予定）

高校版　2025年9月号

『VIEW next』の LINE を友だち登録して
いただければ、本誌の発刊時や新コンテ
ンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』内の該当記事に、
ダイレクトにアクセスできます。この機会に
ぜひ、友だち登録をお願いします！

［友だち登録の方法例］
•（方法①）　上の２次元コードを読み取る
•（方法②）LINE アプリの「友だち追加」＞
　「ID 検索」で「@view21」と入力して追加

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！
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編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

教育総合情報サイト では、  高校版の最新号やバックナンバーを
ご覧いただけることに加え、教育行政や大学入試など、教育に関する様々な情報も発信しています。

管理職・ミドルリーダー、若手の先生方へのおすすめ記事をそれぞれまとめてご紹介もしていますので、
ぜひご活用ください！

教育総合情報サイト  
管理職・ミドルリーダー、若手の先生への

おすすめ記事のご紹介

VIEW next ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

トップページへの
アクセスは

こちらから！

おすすめ記事例

『VIEW next』高校版オンラインセミナー　開催リポート 
『VIEW next』高校版　連載コーナー

■指導変革の軌跡（学校改革事例）
■追跡！ 働き方改革
■学校危機管理　基礎講座

アクセスはこちらから　URL https://view-next.benesse.jp/fix/page/article31191/ ２次元コード

おすすめ記事例

『VIEW next』高校版　連載コーナー
■主体的・対話的で深い学び　授業実践

ウェブオリジナル記事
■若手教師・教育創造 MTG（ミーティング）

アクセスはこちらから　URL https://view-next.benesse.jp/fix/page/article31340/ ２次元コード

のトップページの
スライダーからも、

おすすめ記事にアクセスいただけます。
スライダーでは、そのほかのおすすめ記事・コーナーも

随時ご紹介していますので、ぜひご覧ください！
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宮崎県立延岡星雲高校 /青森県立青森中央高校 /兵庫県・神戸大学附属中等教育学校 /
北海道札幌北陵高校 / 茨城県・私立土浦日本大学高校 /
愛知県・私立名古屋経済大学市

いちむら
邨中学校・高校 /島根県立隠

お き
岐島
どうぜん
前高校 /

石川県立金沢辰
たつみがおか
巳丘高校 /埼玉県立所沢北高校
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Benesse Corporation 2025
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0 1 2 0 - 3 5 0 4 5 5（通話料無料）　［受付時間］ 月〜金 8：00 〜18：00／土8：00〜17：00（祝日、年末・年始を除く）

いとう・めぐみ　同校に赴任して５年目。ＭＡＰ担当。地理歴史・公民科（地理）。

宮城県・私立仙台育英学園高校　1905（明治 38）年設立／全日制・通信制／普通科／共学／１学
年約 1,000 人（全日制）／ 2024 年度卒業生進路実績（全日制）　国公立大は、東北大、お茶の水女
子大、東京大、国際教養大などに 80 人が合格。私立大は、上智大、早稲田大などに延べ 810 人が合格。

　医療系学部志望者への支援を拡充するため、４年前に特別進学コースに新設さ
れた２・３年次の選抜クラス、通称Ｍ

マ ッ プ

ＡＰ（Medical Academic Programme）。教科
指導や東北大学との高大連携などとともに、総合型選抜を見据えた、チーム医療や
地域医療などを題材とするワークショップにも力を入れている。「話し合うことで
社会への視野が広がり、協働性や思考力などが培われます。それらは社会で必要と
される力であり、だからこそ入試でも求められているという理解で、育成すること
を目指しています」と、2024 年度までＭＡＰ主任を務めていた伊藤先生は語る。
　ＭＡＰに所属したばかりの２年生が２回目のワークショップで、「医療従事者に
必要な力とは何か」を考えた。「学ぶ力」「責任感」「想像力」「思いやり」など、自
分の考えを付せん紙に書き、対話をしながら重要度の高い順に整理した。生徒は、

「挙げられた力は医療系に限らず、どんな仕事でも必要だと思った」「みんなで議
論すると、自分にはない考えが出てきて面白かった」などと振り返り、「これか
らのワークショップも楽しみ」と口をそろえた。「多様な意見に触れて、自分と
とことん向き合って志を育み、納得がいく進路を選んでほしい」と伊藤先生。同
じ目標を持つ仲間と力を合わせ、ともに成長する生徒にこれからも伴走していく。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

仲間とともに志を育もう
宮城県・私立仙台育英学園高校　伊藤恵先生
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